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　翔しよう馬またちのいるアンゼリカ王国に攻せめ込んでいるユーロディエル帝てい国こくには『都』と呼ばれる街が二つある。

　新皇こう帝ていが即そく位いした後に、新生ユーロディエル帝国のシンボルとして生まれた新しい都デュークと、数百年の伝統を持つ旧都ラングである。

　帝国の行政や軍事といった国家の主な政府機関のほとんどは、新都デュークに移転しており、現在の旧都ラングには、すでに国家の中ちゆう枢すうとしての機能は無い。

　だが、帝国の伝統様式によって建てられた王宮や音楽堂などの古い建物が残る旧都は、帝国の伝統を愛する老人や、新皇帝の持ち込んだ『機関』や近代的な概がい念ねんを嫌けん悪おする保守的な人々にとってはまぎれもなく王都だった。

　旧王宮の奥にある、謁えつ見けんの間では、そんな保守派の老人の見本のような男たちが、前皇帝であるエレノアに、弁べん舌ぜつを振ふるっていた。

「女皇陛下のこの度たびの御ご行ぎよう幸こうをラングの領民は、大だい歓かん迎げいしております。

　ラングの、この旧王宮の塔とうの美しさこそ、まさに女皇陛下にふさわしきもの」

「まさしくそのとおり。王宮に求められる、気品と威い厳げんの象しよう徴ちよう。この王宮に比べれば、あの新都に建てられた巨きよ大だいな新王宮とやらは、見るに堪たえませぬ。あれは気品も美しさのカケラもない、見る人を威い圧あつするために作られた、ただの城じよう砦さいですな」

「帝国は魔ま法ほう秩ちつ序じよによって、整然と、そして粛しゆく々しゆくと運営されて、初めて帝国なのです」

「この度のご訪問は、ご静養をかねてとのこと。聞けば、新都デュークでは、日がな一日石炭と木炭を燃やす煙けむりで、星も満足に見えぬとの話。そのような空気の悪い街にお戻もどりになってはなりません。女皇陛下におかれましては、ぜひとも、このラングの王宮に末永く御ご逗とう留りゆういただきたく存じます」

　エレノアが微び笑しようを浮うかべながら、老人達に旧都ラングの昔の出来事を話すように会話を誘ゆう導どうすると、老人は、嬉うれしそうに、昔話を始めた。

　今の皇帝と政権に対する恨うらみ言は、いつのまにか『昔は良かった』という話題に切り替かわり、ひとしきり昔話をした老人達は、満足した表情で謁見の間を立ち去った。

　謁見の間の扉とびらが閉じるのと同時に、エレノアの斜ななめ後ろに控ひかえていた、女性官かん吏りの制服に身を包んだ若い赤毛の女性が「ふう……」と、ため息をついてから深々と一礼した。

「お疲れ様でした……お仕事とはいえ、頭の固い年寄りが繰くり返す昔話を何度も聞かねばならないというのは、私には拷ごう問もんにしか思えません」

　エレノアは、小さく首を振った。

「いいえ、これも、皇帝陛下から賜たまわった私の大切な仕事なのですよ、パーシス……」

　パーシスと呼ばれた秘書官は、エレノアの言葉を聞いて、腹を立てたような口調で答えた。

「確かに、先ほどの訪問客のような連中の不満をなだめるのは、前の皇帝であったエレノア様にしかできない仕事かもしれません。でも、訪問客の中で、一番声と態度の大きな老人がラングの領主だったのは、もう十五年も前のことで、とっくに領主の席を息子むすこに譲ゆずって隠いん居きよの身なのですよ？

　それが、まるで領主のような口ぶりで、皇帝陛下と新帝国の悪口ばかり。ああいった頭の固い時じ代だい遅おくれの老人が、皇帝陛下の足を引っ張っているのかと思うと、腹が立って仕方ありません！」

　秘書官の言葉を聞いたエレノアは寂さみしそうに笑った。

「皇帝陛下が推おし進めている近代化についていけない人は、意外と多いのですよ。

　そういう人々の不満を軽く見てはいけません。たとえ一人一人の抱かかえた小さな不満でも、積み重なり、集まり始めたところに、誰だれかが火をつければ、それは、あっという間に燃え上がります。

　彼らの要求は、とても些さ細さいなものです。自分たちを無視しないで欲しい、自分たちの言葉を聞いて欲しい。それだけです。

　彼らのために何かをする必要は無いのです。話を聞いてあげるだけで、皇帝は、あなた方を忘れているわけではない、というメッセージを送るだけで、彼らの抱えている不満のほとんどは収まるのです。

　皇帝陛下の敵は大勢います。彼らは皇帝陛下が戦地に赴おもむいているこの時を狙ねらって、この帝国の中を動き回り、人々の不平不満を煽あおり立てて火をつけようとしているのです。その火種を消すのが、私の仕事なのですから……」

「地道な仕事ですね」

「はい、地道ですが、大切な仕事です」

　エレノアはそう答えた後で、微笑ほほえんでみせた。

「勝ち気なパーシスには、つまらない仕事かもしれませんわね……本当なら最前線で兵を率いたかったのでしょう？」

「え？　あ、いえ、そんなことはありません。こうやってエレノア様をお守りするのも重要な役目だと思っております！」

　慌あわてて答えるパーシスを見て、エレノアは、安心させるようにうなずいた。

「あなた方がいてくれるから、私は、こうやって、人々の前に出ることができるのです。召喚主マスターである私に万が一のことがあれば、召しよう喚かんされた皇帝陛下は、元の世界にお戻りになってしまいます。この帝国を昔の姿に戻したければ、近衛このえ兵へいに囲まれた陛下を狙わなくとも、この私の命を奪うばえば良いだけのこと。

　でも、あの方は、私に、人々の中に入って、帝国に対する不平不満に耳を傾かたむけるように、と命じました……あなたの任務の中には、私を警護するだけでなく、私を監かん視しするということも含ふくまれていることを、私は知っています……」

　エレノアはそこで言葉を切ると、パーシスを見つめて言葉を続けた。

「私は、自分が監視されていることを不満には思いません。もし、皇帝陛下が己おのれの保身だけを考えるお方なら、私を高い塔の中に幽ゆう閉へいし、決して外には出さぬでしょう。私が、こうして自由に人々と話ができるのは、あの方の信しん頼らいの証あかし……そしてその信頼は、あなたにも向けられているのですよ？」

　パーシスは、目を見開き、背筋を伸のばした。

「はい！　命に代えましてもお守りいたします！」

「よろしくお願いします」

　エレノアはそう答えると、上気したように頰ほおを染めるパーシスを見て思った。

　──皇帝陛下が私の警護のために女性士官を選んだ理由は、私の周りに少しでも威い圧あつ感かんが漂ただようことを嫌きらったから。

　帝国をひっくり返そうとする者たちは、必ず私に接せつ触しよくしてくる。

　魔ま導どう教会の残党の前に差し出された餌えさ……それが私。

　ならば、私は餌になろう。この帝国と、あの人のために……。

　この帝国は長い間、人間の身分は、その者が持つ魔ま力りよくによって決まる、という価値観であり、魔力を持たぬもの、魔力の劣おとるものは下層階級に置かれ、一生その階層から上がることは出来ない、魔法カースト制を敷しいた貧しい小国だった。

　領主も、女皇であった私も、すべて魔導教会に従う手足でしかなく、国家の実権は特権階級である魔導師たちが握にぎっていた。

　魔導師たちの権力闘とう争そうに駆かり出された領主たちは領民を顧かえりみることはなく、国民の生活は困こん窮きゆうを極きわめていた。

　貧しい暮らしを続ける人々を救いたいと願った私は、禁制の召しよう喚かん魔ま法ほうによって、異世界からあの人……リチャードを召喚した。

　あの人は、ユーロディエル帝国では魔法を妨さまたげるものとして忌いみ嫌われ、作られることすらなかった製鉄の技術を用いて魔力の及およばぬ鉄で武器と鎧よろいを作り、それで武装した近衛兵を率い、魔導教会に叛はん旗きを翻ひるがえした。

　魔導教会と地方領主は反乱を抑おさえ込もうとしたが、圧あつ倒とう的多数の人々の支持を受けた反乱軍を抑さえ込むことは出来ず、わずか数ヶ月で、栄えい華がを誇ほこった魔法カースト制は崩ほう壊かいした。

　魔法身分制度を廃はい止しした帝国は、機械の力によって魔法の才なき者でも等しく社会の一員として恩おん恵けいを得ることができる国家として新たな道を歩み始めた。

　帝国が、どんな国になるのか、私にはわからない。

　でも、私は、あの方を信じる……。

　エレノアは、視線を、謁見の間の南側にある窓の外に移した。

　──あの南の空の下で、あの方は戦っている。

　恐おそろしい破は壊かい魔ま法ほうを使う性しよう悪わるの魔ま女じよと、その魔女が召喚した悪逆非道な戦いを仕し掛かける異世界人の二人を相手に……。

　エレノアは目を閉じて祈いのった。
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　破壊魔法を使う性悪な魔女に召喚された異世界人……山やま吹ぶき翔しよう馬まは、峡きよう谷こく砦とりでから四キロほど離はなれた中ちゆう継けい基地に置かれた、皇帝専用の竜りゆう車しやの中にいた。

　手足は縛しばられていないが、腰こしに縄なわを巻かれた状態で、クッションの利きいた椅い子すに座らされた翔馬は、目を落として自分の腰に巻かれた縄の先を見た。

　縄は、座っている椅子の脚あしにきつく縛られている。

　──手足の自由ぐらいは認めてやるが、逃にがす気は無いということか。

　翔馬は視線を上げ、磨みがき抜ぬかれたミスリル装そう飾しよくで埋うめ尽つくされた実に派手な室内を見回して思った。

　──派手、と言うかなんと言うか、これは財力と権力を誇こ示じして見るものを威圧するためのデザインだな。

　王国の王宮の室内の、一見質素だけれども、手を尽くした装飾とは対極にあるような部屋だ。

　翔馬は、視線を目の前に立っている帝てい国こく皇こう帝ていと、護衛の兵士に向けた。

　──さて、俺が置かれているこの状じよう況きようをどうするか、それを考えなけりゃいけない……。

　俺は今、こいつの手のひらに乗っかっている。

　文句なしの生存危クライシ険区域スエリアのど真ん中だ。

　この状況で取るべき行動は「観察」「推察」「決断」そして「行動」だ。

　思いつきで動いたり、攻こう撃げき的な行動を取れば、殺されるのは間ま違ちがいない。

　──よし、まずは観察だ。

　皇帝は、興味深そうに机の上に置かれたＬＥＤライトやスマートフォンを手に取って見ており、護衛の兵士は油断のない視線を翔馬に投げている。

　兵士の右手は剣けんの柄つかに添そえられたままだ。もし、翔馬が妙みような動きをすれば剣が抜かれ、翔馬の身体からだを串くし刺ざしにするか、もしくは首を斬きり飛ばすつもりなのは間違いない。

　皇帝が手に持っている道具は、翔馬が捕つかまったときに取り上げられた物だった。

　捕ほ縛ばくされ連行された翔馬は、持っていた物だけでなく下着も含めて文字通り身ぐるみ剝はがされた。翔馬が今着ている服は、下着も含めてすべて帝国軍から渡わたされた物だ。

　ＬＥＤライトを手にする皇帝の目は、まるでオモチャを見せられた子供のように輝かがやいていた。

　その、皇帝の表情を見て翔馬は考えた。

　──よし、あいつが、今、何を考えているのか推察してみよう。

　あいつは、自分のことを、蒸気機関の技エン術ジ者ニアだと自己紹しよう介かいした。技術者だとしたら、誰よりもこういったテクノロジーには興味があるはずだ。

　蒸気機関が専門ということは、俺の世界では十九世紀……二百年近く前の技術レベルだ。二十一世紀の電子部品や回路は、おそらく見ただけでは、どういうものなのか理解できないだろう。

　未知なる技術で作られたものに興味を示さない技術者はいない。クラフトの里の職人連中もそうだったが、どういう仕組みでそれが動くのか、そこに興味が行くのが技術者という連中だ。

　あいつは、感情を優先させて動くタイプの人間じゃない。ちゃんと考えて、先を見て、そして判断する。

　だとしたら、俺の持っている知識には価値がある。俺は生かしておいたほうがいい、と、あいつに思わせることが必要だ。

　……だとしたら、俺は媚こびるべきじゃない。
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　媚びるのは、取り引きする手札を持っていないことの証明にしかならない。

　あいつは帝国の最高権力者だ。

　きっと、自分に媚びる人間や、床ゆかにひざまずいて命いのち乞ごいをする人間をいくらでも見て来たはずだ。

　俺は、そういった連中とは逆の態度を取るべきだ。傲ごう慢まんと思われるくらいでいい。

　強い姿勢を見たあいつは、きっとこう考えるはずだ。

『捕ほ虜りよという立場でありながら、媚びないのは優位に立てる何かを握っているからだ』

　もっとも……それは単なる俺の願望であって、そんな都合のいいように考えるとは限らない。

　だとしても、俺は、あいつの知らないテクノロジーを知っていることに違ちがいは無い。俺の持っている手札はそれだけだ。俺は、それに賭かける！

　翔馬は、胸の中で小さくうなずくと、ＬＥＤライトを手のひらに載のせ、重さを確かめるように上下に動かしている皇帝に声をかけた。

「その材質はアルミニウムだ……あなたのいた世界では、まだ発見されたばかりで、貴金属扱あつかいだったはずだ」

　皇帝は目を見開いた。

「アルミニウムだと？　フランスのナポレオン三世が、宮きゆう殿でんで使う皿を作らせたと噂うわさに聞いている、あの金属か！」

「俺の世界では、アルミニウムは電気精せい錬れん法で大量生産される、ありふれた金属になっている……そういった携けい帯たいライトのボディとかに使えるくらいにね」

「電気精錬？　金属を電気で精錬するということか？　この灯あかりといい、音楽を奏かなでるこの板といい、原理はわからんが、どうやら君のいた世界は電気文明のようだな……」

　翔馬はうなずいた。

「蒸気機関全盛のあなたの世界では、電気で動くモーターが蒸気機関の代わりになるなんて想像もつかないだろうけど。俺の世界では、蒸気機関は、とっくに電気で動くモーターに取って代わられてしまっている。電気で動くモーターは燃料を必要とせず、出力のコントロールが簡単だからね」

「ふむ……」

　皇帝は考え込んだ。

「ふむ……電気など、子供だましの玩具おもちやにしか使えないと思っていたが……」

「どんな技術だって、最初は子供だましの玩具みたいなものだ、って言われて、それに改良を重ねて実用化されてきた。あんたの作っている蒸気機関だって、最初は、世間の人からそんな風に言われていたんじゃないの？」

　翔馬の言葉を聞いて、皇帝は思わず苦笑いを浮うかべた。

「ははは……確かにそのとおりだ。私の世界でも、蒸気機関が作られたばかりの頃ころは、こんな物に何ができる、馬の方が便利だと言われたそうだからな……」

　そして、皇帝は手に持っていたライトを机の上に置くと、隣となりにあったスマートフォンに持ち替かえた。

「この、動く絵も、音楽も技術の結果ということか……君の説明を聞いても半信半疑だな。兵士たちは魔法ではないかと恐れていたが、私も魔法だと思い込むところだった……」

「なぜ、あなたはこれが魔法ではないと思ったんだ？」

「この竜車は鉄製でね。床も壁かべもすべてが鉄板で覆おおわれている。この竜車の中では、いかなる魔法も効果はない。にもかかわらず。この灯りは輝き、この板は絵を映し出して音楽を奏でている。だとしたら、こいつの原理は技術だ。魔法ではない」

　翔馬はうなずいた。

「人間は自分の理解の及ばぬ物事を、すぐに魔法や精せい霊れいの仕し業わざにしたがる。自分にはわからないものがあると認めるよりも、人じん智ちの及ばぬものとして棚たなに上げた方が安心できるからだ……」

　翔馬は、そこで言葉を切ると、さも、自分が優位に立っているかのように上から目線で微笑ほほえんでみせた。

「あなたは、自分にわからないものがある、ということを認めている。実に合理的で理論的だな。あなたがエンジニアだということを、俺も信じるとしよう」

　皇帝は、少し驚おどろいたように目を見開いた後で、にやりと笑った。

「面おも白しろいヤツだな……自分の置かれている立場が理解できぬほど鈍どん感かんなわけでも無さそうだが……その自信の根こん拠きよを知りたいものだ」

　──よし！　食いついた！

　翔馬は、顔に出さないように気をつけつつ、思わず胸の中でガッツポーズをした。

「根拠は簡単だ。俺は、あなたのいた世界よりも、二百年未来の世界からこの世界に召しよう喚かんされた日本人だ。

　あなたの世界では、日本という国が存在しているかどうかわからないが、俺の世界の歴史では、百五十年ほど前に薩さつ摩まという封ほう建けん領主がイギリスと戦争したので、それなりに国の存在は知られていた」

　皇帝は興味深そうに翔馬の顔を見た。

「ほう……日本人か。恐ろしく良く切れる刀を持ったローニンとかサムライとかが、道を歩いている蛮ばん族ぞくだという話は聞いている。

　文明を持たぬ東洋の野蛮人が、たった二百年でこれほどまでに文明化されるのか……いやはや、歴史の力というのは恐おそろしいものだ」

「ああ、歴史の力というのは恐ろしい。俺のいた世界では、空を飛ぶ乗り物や、一秒に何十発も撃うてる銃じゆう、電線を使わない電波による通信、一発で都市を完全に破は壊かいできる爆ばく弾だんなどが実用化されている。

　俺は、あなたの想像もつかぬような技術と概がい念ねんを知識として持っている」

　皇帝は、翔馬の言葉を鼻で笑った。

「ふふん、なるほど、確かにお前は、未来世界の技術を知っている。だが、知識だけでは何の力も持たない。知識は実じつ践せんしてみせて初めて力となる。

　お前が今、並べ立てた途と方ほうも無い兵器……一秒間に何十発も撃てる銃も、一発で都市を破壊することのできる爆弾も、知っているだけでは何の意味もない、目の前に現実の品物として作り出すことができて、初めて意味と力を持つのだ。

　お前がこの世界に来たのはいつだ？

　瀬せ里り奈なという名前の性悪魔ま女じよが出現したのが二年前、そして、お前は、その魔女が召喚したと聞いている。ならば長くてもせいぜい一年前だろう。

　たった一年で何ができる。お前の知識の中にある、どれほどのものを実際に作り出せた？

　私は、まず、製鉄をするところから始めねばならなかった。鉄を含ふくむ鉱物を集め、木炭を作り、粗そ末まつな高こう炉ろで銑せん鉄てつを作り、鉄板もリベットも、あらゆるものを作らねばならなかったのだ！　私は、この世界で自分の蒸気機関の知識を実用化し、帝国を我が物とするのに十年の歳月を要したのだぞ？」

　翔馬は、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

　──くそ、こいつは馬ば鹿かじゃない。ハッタリは通じないか……いや、俺は何も出来なかったわけじゃない。ちゃんとサーマルガンを作り上げた。

　でも、サーマルガンの原理は十九世紀の人間には通じない。電気に詳くわしく無ければ電磁誘ゆう導どうなんて概念は想像すらつかないだろう。

　どうする？　どう言い返せばいい……考えろ、考えるんだ。

　──まてよ？　俺は一ヶ月でサーマルガンを作ったのに、こいつはあの蒸気機関車を作るのに十年の歳月を掛かけたと言った。

　その差はどこにある？　俺がサーマルガンを作れた理由……蒸気機関車を作るのに十年掛かった理由……。

　──そうか！

　翔馬は目を見開くと、皇こう帝ていを正面から見返して言った。

「蒸気機関を作るために時間を掛けざるを得なかったあなたと違い、俺の知っている技術は、ほとんど時間が掛からなかった。

　そこにある品物を見ればわかるとおり、俺の世界の技術は鉄を必要としていない。この世界の魔ま法ほうに基もとづいたテクノロジーと相あい性しようがいい。

　魔法というのは、過程をすっ飛ばして、いきなり結果が出せる。光あれ！　と唱えれば、いきなり光が現れる。燃料も電力も必要としない。

　俺は、魔法を取り込むことでいくつもの技術を実用化した。たとえば、さっき言った一秒間に何十発も撃てる銃だが、金属のケースに火薬と弾だん丸がんをセットして底に雷らい管かんを付けたものを作ればいい。こいつを銃の後方から装そう塡てんし、雷管を後方から叩たたく。

　こいつをミスリル加工に長たけたクラフトたちに、魔法の精錬技術を使って大量生産させたんだ」

　皇帝は目を見開いた。

「金属ケースに弾丸と火薬をセットするだと？　それはどういう構造だ？」

　翔馬は、テーブルの上に置かれている、ミスリル製のカップを指差した。

「そのカップの中に火薬を入れて、上から弾丸を押し込んで、底に雷管を取り付けたようなものさ。当然もっと細いし小さいけどね。

　こいつを銃じゆう身しんの後方から差し込んで、底についている雷管を叩く。火薬は発火し弾丸が飛び出す。コップの底の方にぐるりとくびれを作っておいて、そこにツメを引っ掛けて引っ張り出す仕し掛かけを作っておけば、撃ち終わった空のコップはそのまま外れて、次の弾丸を込めることができる。

　いちいち銃じゆう口こうの先せん端たんから火薬と弾たまを押し込んで、雷管をハメ込むマスケット銃なんかより、はるかに早く撃てるということは想像できるだろう？」

　皇帝は、ミスリルのカップを手に取り、考え込んだ。

「……こういう円えん筒とう形の金属容器を作り、底に雷管……内部に火薬を詰めて弾丸で上から蓋ふたをする……ペンチのようなものでかしめれば、弾丸は外れない……こいつを銃身の後ろから……後ろから込めるというのはアイディアだな……後ろから閉へい鎖さして、雷管を叩く。

　発火して発生したガスは、ケースが受け止めるので後方からガスが漏もれることは無い……というわけか」

「俺は、その実物を見たことがある。概念だけの知識じゃない。再現するのは簡単だ。クラフトの一族の魔ま法ほう精せい錬れんによるミスリル加工の腕うで前まえは見事だからね」

　皇帝は、しばらくカップを持ったまま考えていたが、やがて、はっとしたように目を見開いて翔馬を見た。

「お前は硝しよう石せきを見つけたのか！」

「硝石？　ああ、木炭と硫い黄おうと混ぜて作る、黒色火薬の原料のことだね……いや、硝石は見つけていない。でも、それに代わるものを見つけた。

　そいつは、黒色火薬より燃ねん焼しよう速度が速く、威い力りよくも大きい物質で、あなたの世界ではあと百年くらい過ぎないと発見されない物質だ。俺の世界ではそれを無む煙えん火薬と呼んでいる」

　──本当は無煙火薬でもなんでもない、瀬里奈の電でん撃げき魔ま法ほうを利用したサーマルガンなんだが、こう言っておいたほうが、この男には信しん憑ぴよう性せいがあるように感じるだろう。

　翔馬の狙ねらいは的中した。

「無煙火薬だと？　燃焼するときに煙けむりを出さんというのか！　そんなこと……いや、燃焼速度が速く、高温になるとしたら、煙とならない高圧のガスを瞬しゆん時じに発生させることも可能ということか……」

「そうだ、この無煙火薬を使った小口径の連れん発ぱつ銃じゆうは、弓と槍やりしか持っていない歩兵を遠えん距きよ離りから打ち倒たおすことができる。

　銃の数はそう多くは無い。しかし、火薬式の銃じゆう器きを知らないこの世界の兵士は、銃の前にパニックを起こし、壊かい走そうするだろう。

　たとえ蒸気機関車を破壊できなくとも、それに随ずい伴はんする兵士を戦せん闘とう不能に追い込めば、武力侵しん攻こうは不可能になる。

　俺はそういう戦い方をアンゼリカ王国に教えた。

　あなたがこのまま侵攻を続ければ、兵士はことごとく新型の連発銃によって打ち倒され、帝てい国こくは無残な敗北を喫きつするだろう」

　皇帝は翔馬を見み据すえると、ゆっくりと言った。

「なるほど、アンゼリカ王国の作戦が、ことごとくわが帝国軍の兵士達を無力化することを目的としていたのは、お前の仕業だったのか。

　たしかに、お前は私よりも文明の進んだ世界から来たらしい。お前の持っていた品物や、お前の言葉はそれを裏付けている。

　どこまで本当かわからんが、お前の言葉にもいくらかの真実はあると見た……雷管と火薬の入ったケースに弾丸を一体化させる、というアイディアは驚いた。確かにそれが作れれば、銃器の世界に革命が起きるだろう。

　お前が、私の知らない知識を持ち、そのうちのいくつかを実用化させていることは間ま違ちがい無さそうだ……。

　と、なると、問題は、お前の目的だな……」

　翔馬は、自分の脇わきの下に、冷たい汗あせが流れるのを感じた。

「お前は、アンゼリカ王国の国こく賓ひんである、あの瀬里奈という極ごく悪あく魔女に召喚され、アンゼリカ王国のために働いていたはずだ。

　アンゼリカ王国が、わが帝国と戦うために、お前の知識と道具を役立てる、それがお前の役目だろう。

　お前が大たい砲ほうの様なものを作っている、という情報もいくつか聞いていた。おそらく、黒色火薬に代わる何かを手に入れたのだろう、と思っていた……」

　皇帝はそこで言葉を切ると、あらためて翔馬の顔を見据え、言葉を続けた。

「お前は、アンゼリカ王国の切り札のはずだ。お前は最重要人物として、こんな前線に出てくるような人間ではないはずだ。

　もし、私がアニス女王なら、お前を城の奥深くに幽ゆう閉へいし、絶対に外に出さん。ましてや、こんな最前線に、独りで送り出すはずが無い！

　だが、お前はここに来た。それはつまり、お前でなければ出来ない任務があったからに違ちがいない。

　言え！　お前の目的は何だ！　何をするために、ここに来た！」

　──やばい。なんと言えばこいつを納得させることができるだろう？　考えろ、考えるんだ。こいつが納得できる理由だ。それを思いつけ！

　翔馬を見る皇帝の目に、残ざん忍にんな光が宿った。

　それは権力を持っている人間に特有の傲ごう慢まんな光だった。

「言わなければ、少々手て荒あらなことになるぞ？　お前は私と同じ、技術を理解している異世界人だ。できることなら手荒なまねはしたくないものだが……」

　その、皇帝の言葉を聞いたとき、翔馬の脳のう裏りに一つのアイディアがひらめいた。

　──思いついた！　でも、こんな話をこいつが信じてくれるだろうか？

　翔馬は脳内で、素早くその理由をシミュレートした。

　──うん、行ける！　皇帝の口ぶりだと、どうやら王国内の情報を帝国に流しているヤツがいるらしいが、そいつが、瀬里奈が普ふ段だん、俺に、どんな風に話しかけているのか、俺がどんな扱あつかいを受けているのか、そういった情報を流してくれていたら、きっとこの『理由』に説得力が生まれるはずだ！

　でも……大だい丈じよう夫ぶか？　前回、帝国軍に捕つかまったときに尋じん問もんに使われた真実の椅い子す、とやらを持ち出されたら、噓うそがばれてしまう。

　いや、皇帝は、さっき、この部屋の中では魔法は使えないと言った。だとしたら、あの言葉の真しん偽ぎを判定する真実の椅子とやらは、この部屋では使えないはずだ！

　翔馬はゆっくりと言った。

「俺がここに来た理由は、ユーロディエル帝国に亡命するためだ」

　その、翔馬の言葉は、予想すらしていなかったのだろう、皇帝は、目を見開いた。

「亡命だと？　お前はアンゼリカ王国を裏切るのか！」

「裏切るも何も、あの国は俺の生まれ故郷でもなんでもない。俺はいきなり呼び出されただけの人間だ。そもそも恩義もなければ、共に戦う義理もない」

　さらっと言ってのけた翔馬を、皇帝は信じられないものを見るような目で見て言った。

「確かに、お前も私も、異世界の人間だ。国家に恩義も未練もないことは理解できる。しかし、お前にも召喚主マスターがいるだろう？　召しよう喚かん魔ま法ほうは、召喚者が真に必要としている相手を全身全ぜん霊れいを懸かけてこの世界に呼び寄せるというものだ。そうやって召喚した相手は、いわば魂たましいの双ふた子ごとも言うべき存在で、その結びつきは死が二人を分かつまで続くと言われている。

　お前の召喚主は、あの瀬里奈のはずだ。お前は召喚主である瀬里奈を裏切るのか？　そんなことができるのか？」

　翔馬は肩かたをすくめてみせた。

「必要とされていることと、待たい遇ぐうがいいことが、イコールで結ばれていればいいんだけどな……」

「どういう意味だ？」

「きっと、あなたは大切にされたのだろう、だが俺は違った。

　俺は単なる道具として呼び出され、使われただけだ！　召喚主はご主人様で、俺は従僕。瀬里奈の機き嫌げんを損そこねれば、容よう赦しやなく電撃魔法を食くらわされる！

　最前線に引っ張り出され、圧あつ倒とう的に不利な状じよう況きようを『なんとかしろ』と押し付けられ、逃にげるときは足手まといだと、トカゲの尻しつ尾ぽのように無む慈じ悲ひに切り捨てられた！

　俺は、そんな待遇に嫌いや気けが差して逃げ出したんだ！」

　両手を広げて、まくし立てながら翔馬は考えていた。

　──アンゼリカ王国の国内の情報を帝国が収集しているとすれば、俺が瀬里奈に何度も電撃魔法を食らっていることは、ウワサになって広がっているから知っているはずだ。

　モーントーン砦とりでから撤てつ退たいするときに、走そう竜りゆうから落ちて、俺が帝国軍に捕まったというのも、当然知っているだろう。

　こいつらは、瀬里奈のツンデレなセリフを、そのまま伝え聞いている可能性が高い。人を介かいして伝え聞いた情報は、ニュアンスが伝わらない言葉だけのものになる。

　俺と瀬里奈の間あいだ柄がらとか、俺が捕まったときに、瀬里奈がどれだけ心配していたか、とかそんな踏ふみ込んだところまで知っているわけがない。

　翔馬の読みは当たったようだった。

　皇こう帝ていは、何かに思い当たったように考え込んだ。

「確かに、瀬里奈が召喚してきた異世界人に、暴言を浴びせ、電撃魔法を食らわした、という話は聞いている……モーントーン砦を攻こう略りやくした後で、追つい撃げきしていた部隊が、見慣れぬ道具を持った若い男を確保した、というのも事実だ……あれはお前だったのだろう？」

　翔馬はうなずいた。

「そうだ、卵狩がりの猟りよう師しが走竜の卵を割って、野生の走竜の群れが襲おそって来たので、そのどさくさにまぎれて逃げることができたが、あのまま捕まっていたら、もう少し早く会えたかもしれないな」

「お前を尋問したときの記録を読んだが、あの時、お前は真実の椅子に座らされて尋問を受けていた。あの椅子にかけられた呪じゆ文もんは、質問に対する答えが噓なら即そく座ざにわかる。だが、お前はその尋問をすり抜ぬけた……どうやったのかね？」

「どうするも、こうするもない。ちゃんと正直に答えただけさ。お前の仕事は何か？　と聞かれたから、俺は荷物運びだ……とね」

　皇帝は笑った。

「荷物運びのわけが無かろう。お前はアンゼリカ王国の……いや、瀬里奈の危機を救うために召喚された人間だぞ。国こく賓ひん待たい遇ぐうで遇されてもおかしくはないはずだ」

「いや、俺は単なる荷物運びだった。瀬里奈に『あんたなんか、ただの荷物運びよ』と言われて、最前線のあの砦に連れて行かれたんだ。だから、そう答えた。俺は噓をついていたわけじゃない。だからあの真実の椅子は、俺の言葉を噓と判定しなかった。

　瀬里奈は、自分が逃げることを優先させた。俺が捕まろうが殺されようが、そんなことはどうでも良かったんだ……そんな扱いを受けたんだ、俺が逃げ出したくなるのも当然だろう？」

「それは……確かにそう考えても無理は無いが……私と私を召喚したエレノアとの関係とは、かけ離はなれすぎていて、信じられないと言うか、納得できないと言うか……」

　あいまいな表情を浮うかべる皇帝を見て、翔馬はため息をついてみせた。

「はあ……いいな、あんたは。心の底からうらやましいぜ……」

　皇帝の目に憐れん憫びんの色が混じった。

「お前は、苦労したのだな……まだ若いのに」

　その表情と、言葉を聞いて、翔馬は再び胸の中で小さくガッツポーズをした。

　──よし！　皇帝は、俺の言葉を信じた！

　完全に信じたわけじゃないだろうが、俺に対する疑ぎ惑わくの度合いはかなり下がったはずだ。

　少なくとも、このまま外に連れ出されて首を刎はねられずに済みそうだ。

　皇帝は、衛兵を見て言った。

「この者を、尋問用の竜車に連れて行け。手足は自由にしても構わん。毛布一枚を与あたえて、車に施せ錠じようし、常時見張りを立てておけ」

「了りよう解かいしました！」

　衛兵は、そう答えて敬礼すると、椅子に座っている翔馬の前に来て、翔馬を立たせると椅子に縛しばり付けられていた翔馬の腰こし縄なわを解ほどき始めた。

　皇帝は椅子から立ち上がった翔馬を見て言った。

「済まんが、まだ自由にしてやるわけにはいかない。お前がアンゼリカ王国で、あの瀬里奈にひどい目に遭あわされていた、ということに間違いは無いようだが、昨日まで敵の陣じん営えいだった人間を、そう簡単に信用はできん」

「俺をどうするつもりだ？　帝国に送るのか？」

　皇帝は首を振ふった。

「いや、それは考えていない。お前はしばらくここで私と行動を共にしてもらう。峡きよう谷こく砦とりでに立て篭こもるアンゼリカ王国の連中に、降こう伏ふくを呼びかける際の人ひと質じちにもなるし、なによりお前の言うところの無む煙えん火薬とやらの正体を聞かせてもらわねばならんからな」

「俺は、無価値の人間だ。人質にしても、譲じよう歩ほは引き出せないと思うけど……まあいい、あんたに殺されなかったことを感謝するとしよう」

「殺しはせんよ。お前の知識には唯ゆい一いつ無む二にの価値がある。そんなもったいないことをするはずが無いだろう？　さあ連れて行け！」

　翔馬は室内で使われる手て槍やりと呼ばれる短い槍を突つきつけられ、腰に縄を巻かれた状態で、皇帝専用の竜車から出された。

　帝てい国こく軍の前線基地は、翔馬が忍しのび込んだときよりも明るく照らし出されている。

「ずいぶん明るいんだな……」

　あたりを見回した翔馬のつぶやきを聞いて、衛兵が答えた。

「かがり火と魔法光源を増やしたんだ。お前に忍び込まれたせいで、皇帝陛下の身辺警護をしている近衛このえ連隊の連隊長は必死だ。もし、次に同じようなドジを踏んだら降格されて左さ遷せんだからな……」

　何気ない会話を交かわしながら、翔馬は視線を素早く竜車の車輪の陰かげに走らせた。

　──俺が帝国軍に捕まった、ということは、ライナさんの使い魔まのネズミから伝わっているはずだ。

　使い魔をコントロールする魔法は、帝国軍も使っているから、魔法探知しても、それだけでは王国軍の使い魔か帝国軍の使い魔かは、判別できない。

　きっと、あのあたりにも、斥せつ候こうのネズミがいるに違ちがいない。

　翔馬はネズミに聞こえるように大きめな声で言った。

「この俺を皇帝陛下の右みぎ腕うでとして使ってくれれば、アンゼリカ王国は三日と持たない。戦争は三日で終わる。あんたらも無事に国に帰れるだろう……」

「それが本当なら嬉うれしい限りだな」

「本当さ。俺はもうアンゼリカ王国を見限った。あの暴力魔ま女じよから逃げられるなら、なんだってする。魔女をとっ捕まえたら、殺さずに俺のところに連れてきてくれ。顔を踏んづけて、今までやられたことを全部やり返してやりたい。あいつに、人間の尊厳ってモノを教えてやるんだ」

　翔馬の後ろに立って、腰に巻いた縄を握にぎっていた衛兵は、皇帝専用の竜車から三つ隣となりの竜車を指差した。

「あれがお前の今夜の宿だ。尋問する捕ほ虜りよを収容するための特別製だ。外と連れん絡らくができないように窓が無いが、我が慢まんしろ」

「密閉されたら、息が出来なくないか？」

「安心しろ、通気口はついている」

「そうか、それなら安心だな……通気口はどこだ？　屋根の上か？」

「ああ、屋根の上だ……なぜそんなことを気にする？」

「窓が無いとなると、中は蒸むし暑くなりそうだからな、ちゃんと熱気が抜けるかどうか確かめておかないと心配でね」

　──今の会話を使い魔のネズミが聞いていれば、きっと俺が閉じ込められた後で、屋根の上の通気口にやってくるはずだ。

　翔馬は、そんなことを考えながら、尋じん問もん用の竜車の中に入った。

　薄うすっぺらなじゅうたんが敷しかれ、簡素な小さなテーブルと、それを挟はさむように椅い子すが二脚きやく置かれているだけの竜車の中を見回して翔馬は聞いた。

「俺はどこで寝ねればいいんだ？」

　縄を持っていた衛兵の後ろにいた別の衛兵が、抱かかえていた毛布を翔馬に投げてきた。

「こいつを使え、二枚用意した。特別扱あつかいだぞ」

「床ゆかに寝ろってことか……」

「文句を言うな。野営地で屋根がある場所で寝ることができる上級将校と同じ扱いなんだぞ？　感謝して当然だ。用があれば室内の紐ひもを引け。外のベルが鳴る。この車の周囲は常に複数の衛兵が見張っている。変な気を起こすなよ？」

「俺は帝国のために働くと決めたんだ。そんなことをするわけがないじゃないか」

「その性しよう根ねが本当かどうか、確かめぬうちは、信用するわけにはいかないんでね、悪く思わんでくれ。明日の朝、また来る」

　衛兵はそう言うと竜車の扉とびらを閉めた。

　ガチャリ、と扉の外で錠じようが締しまった音がした。

　竜車の中には、小さな魔法光源があるだけで、衛兵の言ったように窓は無い。唯一天てん井じようにある通気口が天窓のように外の明かりを室内に引き込んでいるのが見える。

　翔馬は、ぼんやりと浮かび上がったテーブルの上に抱えていた毛布を置くと、椅子を引いて座り、腕うでを組んで竜車の中を見回した。

　──平成の日本にある工事現場の仮設事務所に使われているコンテナハウスと同じくらいの大きさだな。窓が無いのは、魔法探知を避さけるためなのかもしれない。

　車内を見回していた翔馬は、車内の四よ隅すみの天井近くに、ユリの花の形をしているミスリル製の装そう飾しよくがついているのに気がついた。

　──あれ？　なんだこれ？　これと言って装飾も何も無い殺風景な車内なのに、何でこんな装飾がついているんだ？

　同じようなものが、皇帝の竜りゆう車しやの中にもあったけど、あれより一回り大きい。

　翔馬は椅子から立ち上がると、ゆっくりと、そのユリの花の装飾に近づいた。

　ラッパのように広がったユリの花から伸のびた茎くきに見える細いパイプが、壁かべ伝いに下に伸びて、その先が壁の中に消えている。

　──このパイプは何だ？　もしかして、ここからガスとか薬品とかを車内に送り込んで、中の人間を殺すためか？

　いや、わざわざ捕虜にして、こんな車の中で殺す理由がない。

　だとしたら、コイツの目的は何だ？

　この形は、メガホンに似ている……もしかして、収容した捕虜を洗脳するためのスピーカーのようなものか？

　そこまで考えたとき、翔馬は逆の可能性に気がついた。

　──いや、違う。これはこの車内の会話を聞き取るための装置かもしれない！

　この竜車には、戦場で捕虜になった敵兵が収容される。帝国軍の衛兵がいるところでは話せない機密事じ項こうでも、味方しかいない密室なら、気を緩ゆるめて話してしまうだろう。

　それを聞き取り、情報を収集するための装置だ！

　昔の戦せん艦かんとかには、放送装置の電源が使えなくなったときのために、こんな風に声を直接パイプを通じて伝える設備があって、実は今でも海上自衛隊の護ご衛えい艦かんには、こういう装置……確か……伝声管……って言ったっけ？　これがあるって聞いたことがある。

　この竜車の外では帝国軍の情報部の連中が、このユリの花をかたどった集音装置が拾う車内の音に聞き耳を立てているに違いない。

　翔馬は唇くちびるを嚙かんだ。

　──くそ、もし、ライナさんの使い魔のネズミが通気口にやってきても、話ができないじゃないか！　どうする？

　俺は王国を裏切って、帝国に付いた、と帝国軍に思わせなくちゃならない。そして、それと同時に、ネズミを介かいして王国軍の連中に、俺の無事と、明日の決戦で、帝国軍の蒸気機関車を破は壊かいするタイミングを伝えなくちゃならない。

　翔馬は腕を組んで考え込んだ。

　どれほどの時間、そうして考えていただろうか。

　頭の上の方で、カリカリという何かを齧かじるような音が聞こえて、翔馬は我に返った。

　見上げると、通気口の金かな網あみの向こうに、小さな黒いシルエットが見えた。そいつはひくひくと鼻先を震ふるわせながら、金網の一部を齧っている。

　思わず声を掛かけようとした翔馬は、慌あわてて言葉を飲み込んだ。

　──いけない！　俺の声を聞いているヤツがいるはずだ。

　誰だれかに話し掛けるんじゃなくて、あくまでも、独り言に聞こえるようにつぶやかなくちゃいけない。薄うす暗ぐらい部屋で、壁に向かって一人で話していたら、おかしくなったと思われる。なるべく不自然に聞こえないように……と言ってもそれはそれで難しいよな。

　とにかく、やってみるしかない。

　翔馬は、自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、ぼそっとつぶやいた。

「皇こう帝てい陛下に信用してもらうためには、俺の知識と道具で帝国を勝利に導かないといけないってわけか……こんなことなら、あんな連れん発ぱつ銃じゆうなんか作るんじゃなかったな……」

　天井の通気口にいるネズミの動きが、止まった。

　翔馬は独り言を続けた。

「こんなことになるなら、もっと早く帝国に逃にげれば良かった……あの性しよう悪わる魔女に、いきなり召しよう喚かんされて、電でん撃げき魔ま法ほう食くらって、右も左もわからないまま言われるままに連発銃を作ったものの、使い物にならなかったら、精神置ち換かんの魔法でガマガエルと中身を入れ替かえてやる！　って脅おどされて……。

　蒸気機関車を一発で破壊できる兵器で狙ねらうことでもできりゃ別だが、いくら連発ができると言ったって、あんな小さな弾たましか撃うてない小しよう銃じゆうが二十丁あるかないかで、あの蒸気機関車を倒たおせるわけないじゃないか。まったくむちゃくちゃだぜ……。

　まあ、王国の連中も、心の拠より所になっている、あの峡きよう谷こく砦とりでが落ちれば、話し合いのテーブルにつくだろう。

　相手の心の拠り所を破壊して、そののちに交こう渉しようすることで有利に話を進めるというのが無む駄だな犠ぎ牲せい者しやも出ない、一番いい方法だ……うん、明日、それを皇帝陛下に進言しよう。

　皇帝陛下は、俺に使い道があると思ううちは俺を殺したり、帝国に送ったりしないで、自分の目の届くところに置くだろう。俺はしばらくここにいることになりそうだ……」

　──独り言にしては少し話しすぎたかな？　少し予防線を張っておくか……。

「頭の中で考えていることを口に出して、答えを見つける、というのは俺の変なクセだけど……一人で、こんなことをぶつぶつ話しているのを聞かれたら、頭がおかしくなったと思われるかもしれないな……まあいいや、寝よう」

　翔馬はそうつぶやき終わると、床に衛兵に渡わたされた毛布を敷き、もう一枚に包くるまって天井を見上げた。

　真上に見える通気口の金かな網あみ越ごしのネズミのシルエットは、しばらくじっとしていたが、翔馬の話が終わったのを確かく認にんしたのだろう、鼻をひくひくさせながら金網の上を一周歩き回り、視界から消えた。

　──さて、今の俺の独り言の意味がちゃんとライナさんに伝わればいいんだが……少なくとも、俺が事実と違うことを口にしている。ということは伝わるだろう。

　問題は、俺の言葉のどこまでが噓うそで、どこまでが本当なのか。その判断だな……。

　翔馬は、そんなことを考えながら目を閉じた。

　それからしばらくすぎた頃ころ。

　翔馬が収容されている捕虜収容用の竜車の後ろに張られた天幕の中で、耳に聴ちよう診しん器きのような金属製の細いパイプを入れていた帝てい国こく軍の兵士が、後ろに座っていた上級将校らしい男に振ふり向いて報告した。

「寝てしまったようです、寝ね息いきが規則正しくなりました」

「狸たぬき寝ね入いり、ということは無いか？」

「いえ、これは寝ている呼吸の仕方です。過去の経験から申しまして、間ま違ちがいないと思います」

　上級将校は、兵士が聞き取った内容が書かれているメモボードを見て、うなずいた。

「そうか……話し相手がいない状態ならば、普ふ通つうは何も話さんものだが、ずいぶんと独り言を言う奴やつだったから、もしかすると我々をだまして脱だつ走そうを企くわだてるつもりかもしれん、と疑っていたのだがな……」

「独り言をつぶやいて考えをまとめるクセがある……と自じ嘲ちようぎみにつぶやいておりました。噓かホントかわかりませんが、そのつぶやきも演技だとしたら、食えないヤツですね、こいつは……」

　上級将校は、首をひねった。

「演技とは思えんな……あいつが皇帝陛下と話しているときも、子供が一いつ生しよう懸けん命めい背せ伸のびしているようにしか見えなかった。それは考えすぎだろう。聞き取った内容を報告書にして、後で私のところに持ってきてくれ。確認して、皇帝陛下にお渡しする」

「了りよう解かいしました！」

　聴ちよう取しゆ係の兵士はそう答えて敬礼した。
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「王国を捨てて帝国に付いたぁ？……本当にそう言ったの？　あいつが？」

　目を丸くする瀬せ里り奈なに、ライナはうなずいて見せた。

「はい、こんなことになるなら、もっと早く帝国に逃げれば良かった……あの性悪魔ま女じよに、いきなり召喚されて、電撃魔法食らって、右も左もわからないまま言われるままに連発銃を作ったものの、使い物にならなかったら、精神置換の魔法でガマガエルと中身を入れ替えてやる！　って脅された……と」

　ライナはそこで言葉を切ると、瀬里奈の顔をのぞきこんだ。

「瀬里奈様は、精神を入れ替える魔法も取得されていらっしゃるのですか？」

「使えるわけないじゃん！　そんな魔法！」

「ですよねえ……」

　ライナは、そう答えると考え込んだ。

「どうも変なんです……翔しよう馬ま様の言っている内容も変ですけど、使い魔まのミョルが竜車の屋根のところまで来ているのを見て知っているのに、ミョルの方を見ないで、独り言をつぶやくような言い方でずっと話しているんですよ……」

「目を合わさない……ってことは、本気で裏切るつもりかもヨ！」

　ミルチの言葉を聞いた瀬里奈は、その形の良い眉まゆ毛げを吊つり上げた。

「そんなことするわけないじゃない！　あんなに必死になって、サーマルガン作っていたのよ？　蒸気機関車を確実に仕留めるためだ、って言って、命がけで敵の前線基地に忍しのび込んで行った翔馬が、なんで、ここに来て裏切るのよ！」

　ミルチはニヤニヤ笑いながら答えた。

「わかんないヨ？　だって、瀬里奈に電撃魔法で脅されて働かされたって言ってたんでしょ？　逃げたかったのかもしれないヨ？」

「あんたねえ……」

「ミルチ、冗じよう談だんもそれくらいにしておきなさい。確かに、傍はたから見れば瀬里奈様の電撃を食らいまくって、コキ使われていたように見えますけど、あれはちゃんと双そう方ほう納なつ得とくずくで、翔馬様も電撃食らって喜んでいるようなところが……」

「それ、フォローになってないヨ」

「あら、そうですか？」

　翔馬が帝国軍に捕とらえられた次の日の朝早く。峡谷砦の会議室で、使い魔のミョルを回収して戻もどって来たライナから報告を聞いて、わいわい言い合っている瀬里奈たちを見て、王国軍情報部の責任者であるフィラメント少しよう佐さが、ゆっくりと言った。

「もしかすると、なんらかの方法で、監かん視しされているのかもしれませんね……」

「え？　でも、私がミョルの目を通じて見た限りですと、翔馬様一人で竜車の中に監かん禁きんされていましたよ？　監視する人はいなかったみたいですけど……」

　フィラメント少佐は難しい顔になった。

「もしかすると……声だけを聞き取る装置のようなものがあって、ショーマ様はそれに気が付いたのかもしれませんね。話が全部帝国軍に筒つつ抜ぬけだったとしたら、誰かに話し掛けるような言い方じゃなくて、独り言っぽく話すしかありません」

　ライナは何かに気が付いたように、はっと目を見開いた。

「……そういえば、翔馬様が監禁されている竜車のすぐ後ろにぴったりとくっつくように天幕が張られていました。もしかしたら、あの天幕の中で翔馬様の声を聞いていたのかもしれません」

「普ふ段だんは、鈍どん感かんなくせに、そういうことには気が回るのよね、あいつは……」

　瀬里奈が、不ふ機き嫌げんそうな口調でつぶやいた。

「ライナさん、覚えている限りでいいので、ショーマ様の独り言の内容を書き出して戴いただけますか？」

　フィラメント少佐の言葉を聞いたライナは、持っていた小さな書類挟ばさみの中から、数枚の報告用紙を取り出した。

「そういうことになると思ったので、ミョルを通じて聞き取った言葉を、ここに書き出しておきました。記き憶おく魔ま法ほうを使いましたので、間違いは無いと思います」

　ライナはそう言うと、翔馬のつぶやきを並べた報告用紙を瀬里奈たちに配った。

　報告用紙を受け取って、そこに書かれている翔馬のつぶやきを読んだ瀬里奈は、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「なにこれ？　わけがわかんないんだけど……」

「ええ、私も聞いたときはびっくりしました。頭を打って混乱しているのかと……」

「本当のことは言えないから、ウソを混ぜているんだヨ！」

「意図的にウソを混ぜていることは間違いありません……真実とは逆の意味で言葉を使っている部分もありそうです。この言葉から、ショーマ様が伝えたいメッセージを読み取るのは、そう簡単ではありませんね……」
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「もしかしたら、私らが、希望的に解かい釈しやくしてるだけで、ホントは翔馬の気持ちをそのまま口に出していたのかもしれないヨ？　本気で帝国に付くつもりかも……」

「あんたねえ！」

　眉を吊り上げて怒おこる瀬里奈を制してフィラメント少佐が言った。

「いえ、ミルチ嬢じようの言うことも、もっともです。もしかしたら、私たちはショーマ様の言葉を、自分たちの都合がいいように解釈してしまうかもしれません。

　こうあって欲しい、こうなればいいのに、という願望で解釈すれば、事実とは違ちがうものを見てしまうかもしれません」

「じゃあ、どうしろって言うのよ！　あいつを裏切り者として扱あつかえって言うの？」

「それは最悪のケースです。事案を推察するときは、さまざまなケースを想定しておかねばなりません。こうに違いない。と思い込んで動いてしまえば、もし、事実が思い込んだものと違った場合、取り返しがつかない結果を生じます。

　まして、我々が読んでいるのは、ショーマ様のつぶやいた独り言だけです。ニュアンスがわからないまま、ただ文面だけを読んで判断すれば、意味を逆に取ってしまう可能性もあるのは事実です」

　瀬里奈は、はっと目を見開いた。

「そうか……そう言えば、ネットで読んだことがあるわ……私の世界にある、有名なバスケットのスポーツマンガの名セリフに『あきらめたら、そこで試合終しゆう了りようですよ』ってのがあるんだけど、そのセリフを『あきらめたら？　そこで試合終了ですよ』って書き換かえちゃったヤツ。

　？マークを入れて、ニュアンスを変えるだけで『あきらめるな』という意味のセリフが『あきらめろ』になっちゃうってネタ。

　そうか……それとおなじことになるってことか……」

　ライナがとりなすように言った。

「あ、でも、私がミョルを通じて翔馬様の言葉を直接聞いておりますので、ニュアンスの違いで意味を間違うことは無いと思いますが……」

「でも、面と向かって話ができなかったんだヨ？　独り言、としてつぶやいただけだから、ニュアンスも違ってくるんじゃないの？

　このショーマの言葉の中にある情報を、箇か条じよう書がきに書き出してみれば、確実な部分と不確実な推察とを分類できるんじゃないかな？」

「書き出すって、どんな風に？」

　ミルチはチョークを持って石板の前に立つと、こう書いた。

『一・翔馬は帝てい国こく側について皇こう帝ていのために働くと言っている』

「それは方便じゃないの？　殺されないためにウソをついているのよ、きっと！」

　そう答えた瀬里奈を見て、ミルチは笑いながらうなずいた。

「そうだヨ。私もそう思ってる。ショーマはそんなことしない！　ってネ。でもそれが本当かどうかはショーマに聞いてみなけりゃわからないよネ？　つまりそれは推察であって、ショーマの言葉じゃないってコト。

　言葉のなかにあることだけを並べて、それがウソかどうかを検証してみたほうがいいと思うんだ。こんな風にね……」

　ミルチはそう言うと石板に、箇条書きで翔馬の言葉を書き始めた。

『二・翔馬は自分の知識と道具で帝国を勝利させないといけない。

　三・翔馬は連れん発ぱつ銃じゆうを作ったことを後こう悔かいしている。

　四・もっと早く帝国に逃にげればよかったと思っている。

　五・瀬里奈にいきなり召しよう喚かんされて電でん撃げき魔ま法ほう食くらわされて働かされている。

　六・連発銃が失敗したらガマガエルと精神を入れ替かえると瀬里奈に脅おどされている。

　七・連発銃は二十丁足らずしかない。

　八・連発銃では蒸気機関車を倒たおせない。

　九・峡きよう谷こく砦とりでが破は壊かいされれば王国は交こう渉しようのテーブルにつくと思っている。

　十・心の拠より所が破壊されて、ショックを受けているときに交渉するのが一番良い。

　十一・その方法を明日皇帝に進言するつもり。

　十二・翔馬は、しばらくここにいる。

　十三・翔馬は考え事を口に出すクセがある。』

　ミルチが書き出した箇条書きを読んで、フィラメント少佐は目を輝かがやかせた。

「ああ、これはわかりやすい。これなら分ぶん析せきが簡単だ！

　まず、帝国皇帝に信用してもらわなければならない、というのは、おそらく真実です。ショーマ様は、捕とらわれたときに、帝国に亡命したいと申し立てたのでしょう。別世界から来た、見知らぬ技術を持つ男を味方につければ、帝国の力はさらに増します。

　帝国の拡大を推おし進めている皇帝が、その機会を見過ごすはずが無い、と踏ふんだのだと思います」

「この、連発銃を作ったのを後悔している、というのはウソだよね？　翔馬が作ったのはサーマルガンで、連発銃なんかじゃないもの……」

「『五・瀬里奈にいきなり召喚されて電撃魔法食らわされて働かされている』ってのは半分ホントだよネ！」

「どこがホントなのよ！」

「前半分」

　ミルチにさらっと言い返された瀬里奈は、言葉に詰つまった。

「そ、そりゃあ、いきなり召喚して、電撃魔法食らわした……ってのはホントのことだけど……」

「翔馬様は、全部ウソだと思われないように、本当のことを混ぜて、つぶやいているのかもしれません」

　瀬里奈は不満そうに答えた。

「どうせなら、もっと違う部分にホントのことを混ぜればいいのに……これって当て付けじゃない！」

「瀬里奈様がショーマ様に、電撃魔法食らわした、という、周知の事実を混ぜることで、説得力を強めようとしたのでしょうね……さすがです」

　うんうん、と納得するフィラメント少佐をちらっとにらんで、瀬里奈が言葉を続けた。

「『七・連発銃は二十丁足らずしかない』ってのは全部ウソで、『八・連発銃では蒸気機関車を倒せない』ってのはホントよね。でもその前に『蒸気機関車を一発で破壊できる兵器で狙ねらうことでもできりゃ別だが』ってわざわざ付け足しているのは、なぜかしら？　ここだけちょっと不自然よね。これはどう判断すればいいのかしら？　サーマルガンで狙えるぞ、ということを伝えたいのかな？」

　ライナはうなずいた。

「ええ、言葉が不自然ですね、この言葉が無くても意味は通じます。この言葉は、わざわざ付け足しているように思えます」

「ここが伝えたいことってわけね……」

　瀬里奈はそうつぶやいた後で、ぽん！　と手を叩たたいた。

「そうか！　否定しているけど、これは逆なんだ。つまり、翔馬は、蒸気機関車を一発で破壊できる兵器で狙うことができるぞ、って言いたいんだ！　ターゲットサイトの魔ま法ほうを掛かけた人形は蒸気機関車の弱点になる場所にちゃんと取り付けることが出来たってことよ！」

「帝国軍に発見されて捕とらわれたが、作戦は成功した……ということですね。うん、確かにそういう意図だと思われます」

　フィラメント少佐はそう言うと、ライナが書き出した翔馬のつぶやきの文面を指差した。

「単なるウソやデタラメではなく、逆の意味に言っている、とすれば、次の『九・峡谷砦が破壊されれば王国は交渉のテーブルにつくと思っている』と『十・心の拠り所が破壊されて、ショックを受けているときに交渉するのが一番良い』というのも、逆の意味に取れば良いのでは無いでしょうか？

　これは王国のことを言っているのではなく、帝国のことです。峡谷砦は蒸気機関車。と読み替えればいいわけです」

　瀬里奈は目を輝かせた。

「なるほど……翔馬がつぶやいているのは、王国の攻こう略りやく方法ではなく、帝国の攻略法ってことね！」

「はい、帝国軍の心の拠り所である蒸気機関車を破壊して、動どう揺ようしているその時を狙って停戦交渉を有利に進めろ、という意味かと思われます。俗ぞくに言われる『一いち撃げき講和』というテクニックです」

「翔馬は、それをやれって言ってるわけね。んでもって、その次の『十一・その方法を明日皇帝に進言するつもり』というのと、次の『十二・翔馬は、しばらくここにいる』というのは、間ま違ちがいなく、私たちへのメッセージね」

「そう思って間違いないと思います。最後に付け足しのようにつぶやいている『十三・翔馬は考え事を口に出すクセがある』というのは、おそらく、今までのつぶやきを聞かれている事を考えて付け足した言い訳でしょうね」

　そう言ってうなずいたライナを見て、ミルチが悪戯いたずらっぽく笑いながら言った。

「でも、この箇条書きにしたヤツを読むと、どう見てもショーマは裏切り者だよネ！」

「いいわよ別に！　裏切ったら本気でぶっ飛ばすだけだから！」

　腕うでを組んで口をへの字にした瀬里奈を見て、ライナは小さく首を振ふった。

「私も、翔馬様も、瀬里奈様が本気になったらどうなるか、それを知っています。翔馬様が裏切るというのはありえませんね」

「だれだって命は惜おしいもんネ！」

　ミルチは、うんうん、とうなずいた。

「では、ショーマ様は無事、そしてターゲットサイトの照準となる標的の目印は、無事に取り付けられた、ということを前提にして、今後の作戦を進めようと思います」

　そう言って立ち上がったフィラメント少しよう佐さを見て、瀬里奈が声を掛けた。

「ちょっと待って！　その、ターゲットサイトの魔法が、本当に使えるかどうか、試ためしてみたいの！」

「試す？　どうやって？」

「峡谷砦の見張り台から、最大魔ま力りよくでセンサリングの魔法を前方に投射してみるわ。

　センサリングの魔法の目標は、翔馬が持って行った、私の残留思念を込めた人形よ。反応が返ってきたら、翔馬の作戦は成功したってことがわかるわ。

　もし、反応が返ってこなかったら、ターゲットサイト無しであのサーマルガンを撃うたなけりゃならないわね。命中率はお世辞にも高いとは言えなくなる。命中させるには至近距きよ離りから撃ち込む必要があるわね」

「そうなったら、サーマルガンの配置場所を変えねばなりませんね……」

「翔馬の立てた作戦のまま、進めていいのか、それとも別の方法を考えるべきなのか。今の状態では、情報が少なすぎて判断できない。だから、確実にターゲットサイトが使えるのかどうか、確かく認にんしたいの！」

　フィラメント少佐はしばらく考えていたが、やがて顔を上げた。

「一つだけ心配していることがあります。瀬里奈様がセンサリングで探たん索さく魔法の波動を送り出すのは構いません。問題はその探索魔法が、蒸気機関車の蒸気を溜ためているドームを探さぐっていることが、帝国軍にバレないか、ということです。

　それを知られたら、我々が何を狙っているのかそれが帝国軍にわかってしまいます」

　瀬里奈は微笑ほほえんだ。

「それなら大だい丈じよう夫ぶです。私の探索魔法の波動は、私が思念を込めたものにしか反射しません。その反射を受け取ることができるのは私だけです。魔法探知を行っている帝国軍の兵士は、探索波動を感じ取ることはできるでしょうが、それが何を探している波動なのか、までは判別できないと思います」

「わかりました。守備責任者に連れん絡らくして、見張り台への立ち入り許可をもらって参ります。少々お待ち下さい」

　フィラメント少佐はそう言い残すと、会議室を出て行った。

　その後ろ姿を見送ったライナが、瀬里奈に聞いた。

「魔力は鉄によって無力化されます……センサリングの魔法に効果があればいいのですけど……」

「大丈夫よ、私には自信があるの。私の仮説を試してみたいの……」

「どういうことですか？」

　驚おどろくライナを見て、瀬里奈は言葉を続けた。

「鉄に魔法が効かない。鉄が近くにあると魔法の効力は失われる。そう言われ続けてきたわ。実際に、魔力が鉄に吸い取られていく感かん触しよくを何度も感じたことがある。でも、それってどういう理り屈くつなんだろうってずっと考えてきたの。

　人間の身体からだの中にだって鉄はあるわ。血が赤いのはヘモグロビンという鉄分を含ふくんだ赤血球に存在する色素タンパク質のためよ。もし、少しでも鉄があれば魔法が効かないのだとしたら、私たちは魔法を使えないはずよ。

　だから、こう考えたの……鉄は魔力を吸収する。でも、その吸収する魔力は鉄の量によって左右される。人間の血液の中の鉄は微び量りようだから吸収されてもそれよりも強い魔力を持っていれば魔法を使うことができるんじゃないか。

　つまり、帝てい国こくが使っている鉄の防具や鉄の竜りゆう車しやが吸収してしまう魔力の総量よりも大きな魔力。吸収されてもなお残るほどの魔力があれば、鉄を凌りよう駕がして魔法の力は作用するんじゃないか……ってね。

　魔力は、術者から発せられると、急速に拡散するわ。距離が遠いと効果が薄うすくなるのはそのためよ。

　火球の魔法も、作り出して、それを空中に維い持じするだけで、すごく魔力を使うでしょ？　高熱源体を作り出して、それを維持して、相手にぶつける……これに使う魔力は、ライナには悪いけど、実務魔法とかとは比べ物にならないわ」

　ライナはうなずいた。

「はい、わかります。瀬里奈様の火球に比べれば、私の使っている経理魔法なんか、ロウソクの炎ほのおよりも小さいはずです」

「魔力の消しよう耗もうが大きいから、火球を作って、動かして、敵にぶつける。ってところまで魔力を使って、そこから先は気を抜ぬいちゃっていたのよ。

　魔ま導どう師しの先生から、魔力をコントロールする方法を教わったので、無む駄だな魔力は使わないというやり方が、身についちゃっていたのね。

　考えてみれば、私が最初にこの世界に来て、お城の塔とうをぶっ壊こわしたときは、気を抜いていなかったのよ、パニックになっていたから、全力で暴れてたのよ。

　それを思い出して、実を言うと、昨日の夜試してみたの」

「本当ですか？」

「砦とりでにあった、鹵ろ獲かく品ひんの帝国軍の鉄のヘルメットに、火球をぶつけてみたの。いつもと違ちがって、火球を作った後も気を抜かないで、ヘルメットに当たっている火球に、ずっと魔力を注ぎ続けたの。どうなったと思う？」

「もしかして、鉄が熱くなったんですか？」

「そうよ、鉄のヘルメットが真っ赤になったわ……もっとも、三十分くらいかかったし、今日の朝、起きるのが辛つらかったけどね。とにかく、鉄に魔法は効かないんじゃなくて鉄は魔力を吸収するだけ。吸収し切れなかった魔力は、魔法として作用する。という、私の仮説が正しかったことは証明できたのよ」

　ライナは目を輝かがやかせた。

「すごいです！　本当ですか？　魔力が鉄に勝つなんて！　魔法学の歴史が変わります！　今までの常識が吹ふっ飛びますよ！」

「魔力は、この世界のすべてのものに作用する、鉄も例外ではないってことだヨ！　瀬里奈みたいに、けた外れの魔力を持った人間がいなかったから、今まではそれが証明できなかったんだと思うナ……」

「帝国の連中は、鉄の兵器や防具を作れば、魔法に勝てる。鉄は無敵だと思い込んでいます。その自信満々な思い込みを、ぶっ壊してやりたいですね！」

　ライナが、そう言って嬉うれしそうに笑ったとき、フィラメント少佐が戻もどって来た。

「見張り台への立ち入りは大丈夫です。衛兵に話を通しておくそうです……どうかしましたか？　何か、いい話でも？」

「鉄にも魔法が効くって話をしていたんだヨ！」

　ミルチの言葉を聞いて、フィラメント少佐は、ぽかん、と口をあけた。

「鉄に？　そんな馬ば鹿かな……」

「そう思うでしょ。ところが違ったんだヨ！　瀬里奈がスゴイ発見をしたんだ……あ、詳くわしい話は私とライナがするから、瀬里奈は、見張り台に行ってセンサリングの魔ま法ほうを掛かけてきなヨ！」

　ミルチはそう言うと、会議室の出口を指差した。

「あ、うん、ありがと。じゃあ、行って来るね！」

　瀬里奈はそう言うと、会議室を出た。

　峡きよう谷こく砦とりでの最上部にある見張り台へと続く階段を登りながら、瀬里奈は考えていた。

　──私が想おもいを込めた人形は、鉄でできた蒸気機関車にくっついているはずだ。鉄は魔法を吸収する……もしかしたら、思念がすべて吸収されてしまって、センサリングの魔法でも探し出せないかもしれない。

　そこまで考えてから、瀬里奈は首を振った。

　──いえ、違うわ。私の想いは、蒸気機関車なんかに負けない！　たとえあれが何トンという鉄の塊かたまりでも、私の想いは、それに勝つ！　これは想いの勝負よ！




　見張り台は、峡きよう谷こくを塞ふさぐダムのような形をした峡谷砦の最上部に材木を組んで作られた足場の上にある、六畳じよう間ほどの小屋だった。

「ご苦労様です！」

　直立不動で敬礼する衛兵に、軽く会え釈しやくを返した瀬里奈は、見張り台の小屋の窓に進み出た。

　目下に峡谷砦の三重になった防ぼう壁へきと防ぼう御ぎよ陣じん地ちが広がっているのが見える。その防壁と陣地のど真ん中を一本の川が流れ、下流に生おい茂しげっている森の手前で右に曲がり、森を迂う回かいするように下流に続いている。

　この川は下流でさらにいくつかの川と合流し、国境のモーントーン川へ流れ込む。

　森の向こう、ここから十数キロ離はなれたあたりから、行く筋もの煙けむりが立ち昇のぼっているのが見える。

　そこが帝国軍の前線基地だ。

　一回深呼吸をして、目を閉じて両手を前に差し出した瀬里奈はゆっくりと、そして力強く呪じゆ文もんを唱えた。

「森しん羅ら万ばん象しように存在するすべての物よ、我は渾こん身しんの力を以もつてこれより汝なんじらに問う！　在りしものの中で、我が想いを込めしもののみ我が問いに答えよ！　ここに在りと！『物体センサ検知リング』！」

　瀬里奈の両手の指先から、ゆらゆらと陽炎かげろうのように視界をゆがめる目に見えない空気の流れのようなものが流れ出した。

　それは、この世界の魔法学では探索波動と呼ばれる、精神エネルギーの奔ほん流りゆうである。

　目に見えないエネルギーの流れは拡散しながら谷を流れ降くだっていく。

　その境界線は目には見えない。しかし、鳥や動物には感じるものがあるのだろう、砦の防壁のところに止まっていた鳥の群れが一いつ斉せいに飛び立った。

　広がっていく探索波動は、防壁を乗り越こえ、ついに森に達したらしく、森の中にいた鳥たちが、ギャアギャアと鳴きながら群れを成なして飛び去っていく。

　両手を広げた瀬里奈は、自分の送り出している探索波動が、森の中に達したことを感じ取っていた。

　それは、意識の先せん端たんが無限に広がっていく感触だった。樹木を石を、そして川の流れを感じ取りながら、意識が先に先にと進んでいく。

　森の落ち葉の上を、木々の枝の先を渡わたり、意識の先端はついに帝国軍の前線基地へとたどり着いた。

　そのとき、瀬里奈の意識が、ぐい、と引っ張られた。

　その先には、大きな深い穴のようなものがあった。

　──あれ？　なにこれ？　何があるの？

　瀬里奈は一いつ瞬しゆん混乱したが、すぐに気がついた。

　──これは……魔ま力りよくを吸い取っているんだわ！　魔力を吸い取る巨きよ大だいなもの……鉄の塊……こいつが蒸気機関車だ！

　この鉄の塊のどこかに、私の想いを込めた人形があれば、それが目標……でも、こんなブラックホールのようなものの中から、何かを感じ取るなんて無理よ……。

　瀬里奈の魔力エネルギーを吸い取っている蒸気機関車は、底なし沼ぬまのようだった。瀬里奈が精神力を振ふり絞しぼり、送り出す精神エネルギーは、何の反応を返すことなく飲み込まれている。

　──ダメ！　負けちゃダメ！　返って来る事を信じて、送り込むのよ！

　瀬里奈は、自分に、そう言い聞かせると、ただひたすらに魔力を注ぎ込んだ。

　どれほどの時間、そうやっていただろうか。五分、十分……いや、実際には、もっと短かったかもしれない。だが、瀬里奈にとって、その時間は数時間以上続いたように思えた。

　──もうダメだわ……もう立っていられない。

　瀬里奈の心の中に、何度目かの諦あきらめが襲おそってきた、そのとき。

　注ぎ続けてきた魔力を飲み込む穴の底に、何かを見たような気がした。

　それは、ほんのかすかな光だった。漆しつ黒こくの闇やみの中に光る点。髪かみの毛一本の光。

　それは、瀬里奈の魔力を吸収し続けた深い深い穴が、魔力によって埋うめられ、穴の底が見えた瞬間だった。

　その光に、瀬里奈は見覚えがあった。

　忘れるはずが無い、自分の想い。自分の分身とも言えるその思念のカケラ。

　──あった……あった……鉄でできた機関車のど真ん中に……あった。

　やってくれていた。翔馬はちゃんと帝国軍の機関車に目標を取り付けてくれていたんだ！

　それを知った、それを理解した瀬里奈の集中力はそこで切れた。

　ふっと魔力の奔流が止まり、その場に崩くずれるように倒たおれ掛かった瀬里奈を、様子を見に来ていたライナが駆かけ寄って支えた。

「瀬里奈様！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

「え？　あ、ああライナ。ありがと……やったよ、翔馬がやってくれたわ……間ま違ちがいない。目標は蒸気機関車の上にあるわ……これで、勝てるよ」

「はい、勝ちましょう！　勝って、翔馬様を取り返すのです！」

　ライナはそう言って、にじんできた涙なみだを拭ぬぐった。
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　瀬せ里り奈なが、すべての魔ま力りよくを注ぎ込んでセンサリングの魔ま法ほうを掛かける、その少し前。

　翔しよう馬まは皇帝専用の竜りゆう車しやの中にあるソファーに座って、皇帝から香こう茶ちやを振ふる舞まわれていた。

　ミスリル製のカップを持った皇帝は、翔馬の前に置かれた、同じデザインのカップを指差して言った。

「安心したまえ、そのお茶は私が飲んでいるものと同じだ。毒は入っていない」

「それは信じている……ただ、ちょっと、このお茶の香かおりに馴な染じみが無かったから……」

「そうか、私は好きなのだがな……元の世界の紅茶に似ている感じがするのでね」

「あなたの世界でも、インドのお茶が輸入されていたのですか？」

　皇帝は、どこか嬉うれしそうな表情を浮うかべてうなずいた。

「ああ、東インド会社が運んできた紅茶を良く飲んでいた……インドの紅茶というのは、懐なつかしい言葉の響ひびきだな。あの芳ほう香こうを再現したくて、色々なハーブを取り寄せてお茶にしたのだが、どうしても再現できなくてな……」

　皇帝の言葉を聞いた翔馬は考えた。

　──東インド会社が解散していないってことは、インドでセポイの反乱が起きる前……俺の世界の歴史では一八五七年より前ってことか。

　いや、もしかしたら、皇帝のいた世界は、インドでセポイの反乱が起きなかった世界なのかもしれない。俺の世界の歴史とよく似た歴史を歩んでいるけれど、同じ世界じゃない。いわゆる並行世界というヤツなんだろう。

　翔馬はそんなことを考えながら答えた。

「紅茶というのは、お茶の葉を発はつ酵こうさせる事で、あの香りが出るらしいですよ。発酵させれば、似たような香りが出るかもしれません」

　翔馬の言葉を聞いた皇帝は驚おどろいたように目を見開いた。

「なんと、紅茶というのは発酵させていたのか。それは知らなかった……ということは、この世界にも発酵させれば、あの香りになるようなハーブがあるかもしれんな……部下に言って試ためさせるとしよう。それにしても、お前の知識は銃じゆう器きから紅茶まで網もう羅らしているのだな……驚きを超こえて一種の畏い敬けいの念を抱いだきそうだ」

「俺のいた世界は、あなたのいた世界より二百年ほど進んでいますからね。二百年分の知識と経験の結果を知ることができる。あなたの時代も、十七世紀の頃ころから見れば、知識の量は段だん違ちがいのはずです。違いますか？」

　翔馬の言葉に、何か感じるものがあったのだろう、皇帝は少し考え込んだ。

「そうか……お前が私を見る目は、私がチャールズ二世を見る目と同じ、というわけか……二百年の間にあった様々な発明や発見を知っている身から見れば、古い時代の人間を下に見るのも無理は無いのだな……」

「俺は、大英帝てい国こくの歴史を知っています。それはあなたの世界の歴史と同じものではないかもしれないけど、国家の指導者がどんな決断をして、その結果どうなったか。それはわかります。俺の世界の大英帝国は世界中に植民地を持っている、列強と呼ばれる強大な国家でした。しかし、二百年後、その植民地の多くは、英えい連れん邦ぽうという形を取っていますが、すべて独立し別の国家になっています。

　あなたの時代では、弱小の国家を侵しん略りやくし、文明の発達が遅おくれた地方を、一方的に併へい合ごうする、いわゆる帝国主義が、当たり前だった。でも、そのやり方は摩ま擦さつを生むだけでした。その摩擦は戦争を引き起こし、戦火はついに世界中に広がりました。

　俺の世界ではその戦争を第一次世界大戦と呼んでいます」

「ふむ、列強同士の戦いが、世界中に広がった、というのか……」

「はい、そうです……」

　皇帝はしばらく考えていたが、やがて、ゆっくりと言った。

「ならば、私の帝国は問題ない。なぜなら、この世界には列強と呼べる国が存在しない。どの国も、我が帝国のような技術を持っていない。古ふる臭くさい魔法にしがみついた、近代化以前の国家ばかりだ。我が帝国は安あん泰たいだ、ということだな」

「確かに、そのとおりです。しかし、この世界では鉄は稀き少しような金属で、石炭もほとんど産出しません。鉄で作られた蒸気機関車は魔法に対し無敵ですが、帝国の総力を挙げても、数台しか作れないのでは意味がありません。戦いの勝敗を決定するのはやはり数だと思うのですが……」

　皇帝は、顔の前に右手の人差し指を立てて、小さく左右に振ふった。

「蒸気機関車、という呼び名はふさわしくないな。帝国ではあれを『陸上戦せん艦かん』と呼んでいる。つまり、私のいた世界における『戦艦』と同じだ。

　戦艦を沈しずめることができるのは、戦艦だけだ。戦艦は力の象しよう徴ちようであり無敵の存在でもある。そして、この世界で戦艦を持っているのは、私だけだ。

　陸上戦艦を押し立てて進しん撃げきすれば、それを押しとどめることは誰だれにもできない。隣りん国ごくを併合するための交こう渉しようを行うときに、陸上戦艦は実に有効だ。数ではなく、存在そのものが効力を発するのだよ」

　その、皇帝の言葉を聞いて、翔馬は思った。

　──列強各国が『砲ほう艦かん外交』をリアルタイムでやっていた時代の人間ならではの考え方だな……。

　皇帝も帝国も、陸上戦艦が無敵であると信じ切っている。

　それを打ち砕くだくことができれば、この戦いは終わらせることができるに違いない。

　翔馬は胸の中に浮かんだ思おも惑わくを押し殺して、話を変えた。

「確かに、鉄の塊かたまりである陸上戦艦には、どんな魔法も通用しません。無敵の存在ですね。しかし、ミスリルなら苦労して製鉄から始めなくとも、クラフトたちの工作技術があれば、もっと簡単に作り出せたはずなのに、なぜ、そうしなかったのですか？」

　皇帝は、翔馬の顔を見て、小さくため息をついた。

「……君は、魔法カースト制という制度を知っているかね？」

「いいえ、知りません」

「そうか……そういえば、君が召しよう喚かんされたアンゼリカ王国は、アニス女王による王権国家で、そういった身分制度は無かったのだな。ならば知らなくても当然だ。

　魔法カースト制というのは、一言で言ってしまえば、人間の価値を魔力で決める、というものだ。君が知っているかどうかわからんが、この世界の人間は、誰も皆みな、魔力を持って生まれてくる。しかし、その魔力には個人差がある。強く大きな魔力を持つものもいれば、小さな魔力しか使えないものもいる。そしてその魔力の差は、訓練や努力によって、どうにかなるものではない。

　つまり、魔力が小さい人間は、どんなに努力しても人の上に立つことは無く、死ぬまで下層階級に置かれ、魔力が大きい人間は、その魔力によっていくらでも贅ぜい沢たくな暮らしができる、というわけだ。

　私が召喚されたユーロディエル帝国は、魔法カースト制により身分が決められていた。帝国とは名ばかりで、国家の実権はカースト制の最高位である魔ま導どう師したちによって組織されたギルドが握にぎっていたのだ。

　私の世界の貴族のような血筋による世せ襲しゆう制と違い、たとえ高位の魔導師の子であっても、魔力が無ければ人の上に立つことは無い。その特権はあくまでも魔力を持つ人間一代限り、というこの制度は、ある意味で平等に見える。しかし、魔力と人間の資質とは全く別なのだ。

　自己中心的で強ごう欲よくで無責任な、とても指導者になれそうも無い人間でも、魔力さえ持っていれば、特権階級になれる反面、温おん厚こうで誠実で責任感あふれる人間であっても、魔力が少なければ、いくら努力しても、経験を積んでも絶対に上位の身分になれず、一生肉体労働の下積みで終わる。それが魔法カースト制なのだ……」

　皇帝は言葉を切ると、翔馬の顔を正面から見つめて聞いた。

「生まれついた魔法の才能だけで、すべてが決まる。努力も勤勉も、何の意味も持たない。こんな国が豊かになると思うかね？」

　翔馬は首を振った。

「いいえ、ならないと思います。人間は、誰でも自分を認めて欲しい、自分の出した結果を賞賛して欲しい、という欲よつ求きゆうがあります。その欲求が満たされたとき、人は喜びを感じます。その喜びが一いつ切さい与あたえられないとしたら、人間は結果を出そうとはしないでしょう」

　皇帝は、大きくうなずいた。

「そのとおりだ。この国は、長い間、労働するものに対価を与えることをしなかった。生産性は低く、やっと実った収しゆう穫かく物も、すべて特権階級の手に渡わたる。そういう身分制度が長い間続いていたのだ。

　先代のエレノア女皇は、高い魔力と、高い資質を兼かね備えた高潔な女性だった。彼女は、この疲ひ弊へいし困こん窮きゆうした帝国を何とかしようと考えていた。だが、魔導師どもはギルドを作り、浪ろう費ひと権力争いに明け暮れるばかりで、エレノアの言葉に誰一人として耳を貸さなかった。

　失望したエレノアは、帝国を救うことのできる人物を、この世界の外から召喚することを決意し、禁きん忌きそして封ふう印いんされてきた召喚魔ま法ほうを用いたのだ」

「そして、召喚されたのが、皇帝陛下だったのですね……」

「そうだ。私は、魔法カースト制を滅ほろぼすためにこの国に召喚されたのだ。私が稀少金属である鉄を精せい錬れんし陸上戦艦を造った理由はそこにある。私の敵は魔導師だった。奴やつらの魔法攻こう撃げきに対たい抗こうするには、何よりも鉄が必要だったのだ」

「ミスリルで蒸気機関を作ることは可能だけれど、ミスリルでは、魔法の影えい響きようを受けてしまって魔導師との戦いに勝てない……ということだったのですね」

「そういうことだ。鉄鉱石を集め、精錬し、錬れん鉄てつを作り出すには苦労した。だが、そうやって作り出した鉄の武器と防具は、魔力が少ないというだけで、下層階級に押しやられ、搾さく取しゆされていた人々が魔導師たちと戦うとき、何よりも心強い存在となった。魔法攻撃を無効化された魔導師たちは、ただ逃にげ惑まどうしかなかったのだ。

　この帝国を魔導師どもから取り戻もどした私は、魔法カースト制を廃はい止しし、すべての臣民に平等に機会を与えた。努力すれば報むくわれる、そういう社会を作り上げたのだ。

　君は、さっき、なぜ、ミスリルで蒸気機関を作らないのか？　と聞いたが。実は民生用としてすでにいくつものミスリル製の蒸気機関が作られて、帝てい都とや鉱山で稼か動どうしている。私が設計して、クラフトたちが作ったものがね。

　かつて魔導師が魔ま力りよくによって独どく占せんしていた仕事の多くは、技術により作り出された機械によって肩かた代がわりされている。機械は、手順さえ知っていれば誰でも動かすことができる。帝国における真の平等は、技術によってもたらされたのだ」

　翔馬はうなずいた。

「なるほど……では、ミスリル製のレールの上を走る蒸気機関車などもすでに実用化されているのですね」

「蒸気機関によって鉱山の地下水をくみ出し、ミスリルのワイヤーロープで鉱石運うん搬ぱん車を引っ張ることで、帝国におけるミスリルの生産量は飛ひ躍やく的に増えた。

　ミスリルはもはや装そう飾しよく用の金属ではない。橋や建物の支柱として使われ、レールとして敷ふ設せつされる、文明を支える金属となったのだ」

　そう言って、誇ほこらしげにうなずいた皇こう帝ていを見て、翔馬は思った。

　──この男は、この世界に産業革命を持ち込んだんだ。

　産業革命によって、生産力を飛躍的に増大させて、覇は権けん国家として世界中にその影響力を及およぼすことになった十九世紀のイギリスを再現するつもりなのか……。

「なるほど、あなたは、この世界に文明の光を灯ともした文明の父となったわけですね。素す晴ばらしい業績だ。しかし、蒸気機関は大量の石炭と水を消費する。俺の世界のイギリスでは、石炭を豊富に産出していたが、この世界では、石炭を、ほとんど産出しないと聞いています。石炭に代わる燃料はあるのですか？」

　翔馬の言葉を聞いた、皇帝の表情が曇くもった。

「うむ、帝国国内をくまなく探させたのだが、石炭は、あまり質の良くない亜あ炭たんと呼ばれるものを少し産出するだけで、良質のウェールズ炭のようなものはどこにもない。

　やむをえず燃料として木材を使用することにしたのだ。

　帝国の針葉樹林のうち、南の平地に面した森林は、ほぼ使い尽つくし、現在はさらなる奥地まで木材の伐ばつ採さいが進んでいる。

　アンゼリカ王国の南西に広がるこの原生林からは、木質が緻ち密みつで油ゆ脂し分を多く含ふくんだチーク材が採れる。このチーク材は、石炭並みの熱量を持っており、燃料として申し分ない。

　帝国は燃料を必要としている。アンゼリカ王国を併合するために兵を出したのは、ひとえにこの森林資源を手に入れるためだ」

「根こそぎ収しゆう奪だつするような無計画な伐採は森林破は壊かいと呼ばれる行こう為いです。

　そもそも森林は治水のためにも重要な役割を持っています。森林を失った山に降る雨は、そのまま表土を削けずり下流に流れ出し、大雨のたびに川が氾はん濫らんするようになります。灌かん漑がい設備が破壊され、耕作地や都市が洪こう水ずいの被ひ害がいを蒙こうむるようになるのは間ま違ちがいありません。

　燃料資源としての森林伐採は最小限にとどめるべきだと思います」

　翔馬の言葉を聞いていた皇帝は、少し驚おどろいたような表情になった。

「森林破壊……というのは、まるで悪い事のような表現だな……なぜ、森や自然を保護しなくてはならんのかね？」

「森林は、一度伐採すれば、回復するまでに、百年単位の時間が掛かかります。回復が追いつかねば、森は二度と甦よみがえらないからです」

「それは知っている。私が聞きたいのは、なぜ、森を甦らせねばならんのか？　ということだ。森も自然も、文明の敵ではないか。森を切り拓ひらき、都市を造り、文明の灯りを点ともすことこそが、人類の進化の証あかしだぞ？」

　理解できない、という顔をする皇帝を見て、翔馬は、以前遊んだパソコンのゲームを思い出していた。

　そのゲームは架か空くうの星の上で、いくつもの国家に分かれ文明発達を競きそうもので、プレイヤーは国家の指導者として原始時代から始まり、様々な文化やテクノロジーを選せん択たくし、蛮ばん族ぞくや好戦的な隣国と戦いながら国力を高め、軍事的優位に立って覇権で世界を征せい服ふくするか、宇宙船を作って他ほかの星に旅立つことで勝利する、というゲームだった。

　──あのゲームの中で、森林は国家の発展を阻そ害がいするものとして扱あつかわれていた。

　労働者に森林を切り倒たおさせると、開発ポイントを得ることができて、そこに耕作地か小屋を建てると、国家の収入が増えるというシステムだった。

　皇帝がいた十九世紀のイギリスは、製鉄に使う木炭にするために森を切り倒し、森を切り拓いた後の土地を羊の放牧地として利用していた。

　時代が進んで、現代に入って環かん境きよう保ほ護ごという概がい念ねんが登場するまで、森林を保護することに何のメリットもない、というあのゲームのシステムと同じで、自然保護とか環境保ほ全ぜんとか、そんなことを言っても、皇帝には理解できないに違ちがいない。

　翔馬は小さくため息をつくと、肩かたをすくめて言った。

「燃料資源の確保ができなければ、蒸気機関による産業革命は成功しない……兵を出して占せん領りようし、接収するのもやむをえないですね……」

　翔馬の言葉を聞いた皇帝は、怪け訝げんな顔になった。

「やむをえない？　いや、それは当然の権利だろう」

「当然って……」

　驚く翔馬を見て、皇帝は言葉を続けた。

「君は『進化論』というものを知っているかね？」

「はい、ダーウィンの唱えたヤツですよね？」

「そうだ、ダーウィン博士の唱えた進化論は、実に合理的で示し唆さに満ちている。生物は、常に環境に適応して進化して行く。常に生存競争の状態に置かれ、適応できない種は淘とう汰たされて行く。まさしくそのとおりだ。

　そして、この構造は、国家や民族にも当てはまる。

　世界の歴史を紐ひも解とけば、様々な民族が国家を興おこし、繁はん栄えいし、そして滅めつ亡ぼうしていったことが記されている。

　国家もまた、生物と同じ生存競争に晒さらされているのだ。劣おとった国家、弱い国家は淘汰され消えて行くのが自然の摂せつ理りなのだ。

　強大で、優すぐれた文化と軍事力を持つ帝てい国こくが、劣った弱いアンゼリカ王国を併へい吞どんし、支配下に置くのは、当然のことであり、正しいことなのだ」

　堂々と胸を張ってとんでもないことを言ってのける皇帝を見て、翔馬は思った。

　──すげえ、これが帝国主義ってヤツか。

　他国に攻せめ込み、資源や領土を奪うばい取ることを、ダーウィンの進化論をこんな風に理論武装に使って正当化したところで、俺の時代では『ふざけんな』の一言で終わりで、国連によってたかってフルボッコだろうけど、こいつの生きていた時代は、これが当たり前だったんだ……。

　そこまで考えてから、翔馬は気がついた。

　──そうか、この世界には国連が無いどころじゃない。国家の首脳を集めた会議すら開かれていないんだ。いわゆるウィーン会議みたいなものが開かれる前の世界に、いきなりビクトリア朝の大英帝国が出現したようなものなんだ。

　ビクトリア朝の大英帝国は、パックスブリタニカと呼ばれるほどの強大な国力を持ったいわばチート国家みたいなものだ。他の国に攻め込んで、資源や領土を分ぶん捕どって、やりたい放題やっても、誰だれもそれを止められない。

　国家の間には、法律も警察も何も無い。暴れてやりたい放題のことをやっている国家を止めるには、力ずくで押さえ込んで殴なぐりつけ、お前がやっていることは割に合わないんだ、と教えるしかない。

　それができるだけの武力と国力が無ければ、止める方法は何一つ無いんだ。

　翔馬が、そんなことを考えていたとき。

　皇帝専用の竜車の外が騒さわがしくなった。

「魔法だ！」

「魔法が掛かけられている！」

「気をつけろ！」

　という叫さけび声が聞こえて来るのと、皇帝の机の上に置かれた、道どう化け師しが水すい晶しようを掲かかげている姿をかたどったミスリル製の置物の水晶が赤く光り始めるのは同時だった。

「魔法が！」

「防ぼう御ぎよ用の鉄板を張ってある竜車の中にまで魔力が浸しん透とうしているだと？」

「皇帝陛下！　何者かが魔法攻撃を仕し掛かけてきております！」

「窓を閉めます、竜車の中央にお移り下さい！」

　皇帝の周りにいた衛兵達が、口々に叫びながら飛び出してきた。

　机の上の置物の水晶の赤い光は、さらに輝かがやきを増し、ついには直視できないほどになった……と思った、次の瞬しゆん間かん。

　水晶が、パン！　という破は裂れつ音と共に砕くだけ散った。

「魔力探知水晶が！」

「くそ！　なんという魔力だ！」

　皇帝を守るように飛び出した衛兵の中にいた、黒いローブを肩から掛けた、従軍魔導師らしい男は、右手にクリスタルを持って、それを頭上に掲げていた。

　そのクリスタルは、くるくると回るように様々な色を発していたが、やがて青い光を発して停止した。

「魔力波動の分ぶん析せきが終わりました！　これは探たん索さく魔法と思われます！　何者かが強力な魔力で探索波動を送り出しているようです！」

　その声を聞きながら、翔馬は確信していた。

　──こいつは瀬里奈の仕し業わざだ。

　あいつ以外に、こんな、鉄板を張った竜車の中にまで浸透してくるような強い魔力を持っている人間はいない。

　翔馬と同じ結論に達したのだろう、皇帝が言った。

「これは、あの性しよう悪わる魔ま女じよの仕業に違いない！　探索魔法と言ったな？　何を探しているのかわかるか？」

　従軍魔導師は首を振ふった。

「いえ、魔力の強さと、魔力波動の種類の判別はできますが、何を対象として探索波動を送り出しているのか、その目標まではわかりかねます、申し訳ありません……」

　探索波動とは、どんなものか、翔馬は知らなかった。もっとも、魔法の概念を持たない翔馬は、説明されても理解できるようなものではないだろう。

　だが、そのとき、翔馬は、誰かがふわっと自分に触ふれたような気がした。

　──あれ？　この感覚は……。

　それは、匂においも音も無い、まさに雰ふん囲い気き、気配としか言いようの無い感覚だった。

　翔馬はつぶやいた。

「間違いありません。これは瀬里奈です。きっと、俺を探しているのだと思います……正確に言うならば、俺が大切だから探しているんじゃなくて、俺が知っている無む煙えん火薬の作り方を帝国に教える前に、俺をこの世から消すために探しているのではないかと……」

「火薬か……確かに、この世界で火薬を使えるようになれば、圧あつ倒とう的な攻こう撃げき力を持つことができる。我々の持っている錬れん鉄てつの技術と組み合わせれば、大たい砲ほうを作ることも可能だ。陸上戦せん艦かんに搭とう載さいすれば、向かうところ敵無しだ。

　アンゼリカ王国にしてみれば、火薬の製造法が帝国に伝わる前に、お前を消そうと企たくらむのも無理は無いな」

　やがて、従軍魔導師の持つ魔ま力りよく分ぶん析せき用のクリスタルの青い輝きが、すうっと消えていった。

「探索魔法は収束したようです……それにしても、想像を絶する魔力です。これほどの魔法エネルギーを使える人間がこの世に存在しているとは……」

　絶句する従軍魔導師に皇こう帝ていが聞いた。

「探索魔法をやめた、ということは、探していた対象を発見した。ということか？」

「いえ、そこまでは……発見したので、探索魔法を終しゆう了りようしたのか、それとも発見できずにあきらめたのか……判別はつきません」

「そうか……」

　皇帝はそう答えると、翔馬に向き直った。

「アンゼリカ王国にとって、お前が重要人物であることは間ま違ちがいないようだな。瀬里奈が必死に探そうとするのも当然。ということか……」

　翔馬は、皇帝を正面から見て言った。

「俺の価値は、俺の脳内にある無煙火薬の製造法にある。これを帝国に伝えれば、俺はもう用済みだ。あなたも瀬里奈のように、他国に広がるよりは消してしまったほうがいい、と考えるかもしれない。

　そんなことになったら、俺が命がけで王国を裏切って、帝国に亡命した事が無む駄だになる。残念だが、そう簡単に教えるわけには行かない」

　皇帝は、しばらく無言のまま翔馬の顔を見つめていたが、やがて、小さくうなずいた。

「なるほど、お前の考えも、もっともだ。ましてやこれほどまでに執しつ拗ように探索されれば、生命の危険を感じるのは無理も無い。

　だが、安心しろ。無煙火薬の製造方法を、無理を言ってお前から聞き出すつもりは無い。火薬が無くとも、あの陸上戦艦があれば、当分の間、わが国は無敵だ。この世界のすべてがわがものとなるのだからな」

「そうでしょうか？」

　翔馬の言葉を聞いて、皇帝は面おも白しろそうに笑った。

「……ほう、私の言葉に異議を申し立てると言うのか。面白い。無理だと思う根こん拠きよを言ってみたまえ」

「この世界には、帝国だけが存在しているわけではないからです。帝国以外の国が、連合して帝国に敵対したらどうなりますか？」

「なに、簡単な話だ。そいつらも滅ほろぼせばいいだけのことだ。こちらには陸上戦艦がある、さらにお前が作った無煙火薬があれば、大砲も小しよう銃じゆうも作れる。何を恐おそれると言うのかね？」

「確かに、戦争を仕掛ければ、勝てるでしょう。でも、犠ぎ牲せいは必ず出ます。戦いが長引けば国家は疲ひ弊へいします。

　戦争を吹ふっかけて占領し国家を滅亡させても、その国家の国民が唯い々い諾だく々だくと従うとは限りません。叛はん旗きを翻ひるがえし、破は壊かい工作に走る人間が出てきたらどうします？　たとえばアンゼリカ王国を占領して、木材を切り出すとしても、それに従事する人間が非協力的だったら、生産性は低迷します。どんなに資源を手に入れても、それを運ぶインフラを整備しなければ、その資源は役に立ちません。輸送インフラは最大の攻撃目標になります。

　兵士を張り付けて、監かん視しさせるという方法もありますが、占領地の治安維い持じに戦力を割さけば、正面戦力が足りなくなります。

　戦争というのは、当事国だけが一対一で戦うものじゃないんです。一方の国が周辺の国を味方につけて、国家を連合して、相手の国に戦いを挑いどみ始めれば、多勢に無勢で必ず負けます。

　いくら高性能の兵器があろうとも、それを支えるのが人間という名前の資源である以上、人的資源が多い方が優位に立つんです」

　皇帝は黙だまったまま考え込んだ。

　そのまま無言の時間が流れていく。

「お前が言っていることはすべて仮説に過ぎない。この世界には、十五年前のユーロディエル帝国の魔法カースト制のような固定化した身分階層の下で、多くの人々が虐しいたげられている国家がいくらでもある。

　そのような国を滅ぼせば、国民の多くは我が帝国を救世主のように歓かん呼この声で迎むかえるのではないか？　お前の言うところの、被ひ占せん領りよう国家の国民が抵てい抗こうするという状態にはならんだろう」

「そうでしょうか？　たとえ、固定化された身分制度を取っている国家でも、それが続いているということは、それを良しとする人々、その制度で利益を得ている人がいるはずです。それらの国家を攻せめ滅ぼせば、そういった人々の恨うらみを買うはずです。

　紛ふん争そうの種はどこにでもあります。あなたの帝てい国こくの中にも、あなたに敵対する人はいるはずだ。国家の指導者というのは、どんなに優すぐれていても、国民から百パーセントの支持を得ることはできない。社会というのは、人々の持つ様々な利害をすり合わせて、より良い方向へと進んでいくものだと思います。

　国家が拡大すればするほど、摩ま擦さつは大きくなり、最終的には燃え上がるでしょう。

　帝国を拡大する事よりも、今は内政に力を注ぐべきだとは思いませんか？

　確かに、あの陸上戦艦は一いつ切さいの魔法攻撃が効かない、無敵の兵器のように思えます。しかし、もし、あの陸上戦艦が破壊され、無力化されたらどうします？

　魔法テクノロジーの応用によって、あの陸上戦艦を破壊する方法が編み出され、その方法が拡散すれば、もはや帝国は無敵の存在ではなくなります」

　翔馬の言葉を聞いて、皇帝は笑った。

「ははは、何を言うかと思ったら……魔法テクノロジーの応用であの陸上戦艦を破壊するだと？　そんなことはありえない。あれは鉄だ、鉄の塊かたまりだ。いかなる魔法をも無力化する錬鉄の塊だ。どんな魔法をもってしても、あれを破壊することはできぬ。

　わからぬか？　異世界から来た我々が持つ力を！　お前の知識……いや違ちがうな。知識だけではない。概がい念ねんだ。視点だ。

　この世界の住民には到とう底てい思いつかない、全く異なる位置から物事を見て、推察できるその視点こそが力なのだ！

　イギリスの片かた隅すみで、蒸気機関の設計と組み立てをやっていた、名も無いエンジニアの私が、わずか十五年で、帝てい国こく皇帝となったのも、知識と、そしてこの世界の人間が持っていない近代的な視点を持っていたからだ。

　お前は、その若さでありながら、物もの怖おじすることも無く、正々堂々と私に意見した。

　そして、その意見は、感情的でも情じよう緒ちよ的でもなく、実に合理的で、先見の明に満ちていた。

　きっと、お前の世界では、発言する人間の年ねん齢れいや利害、立場に関係なく、純じゆん粋すいに物事を論じることができるのだろう。

　その視点は、私には無い。そんなことができるとは思ってもいなかった。

　今の私が皇帝の座についたように、お前もまた、この世界を統すべる王となることができる！

　私の権力とお前の知識があれば、この世界のすべてが手に入るだろう……」

　皇帝はそこで言葉を切ると、翔馬の顔を正面から見つめて、ゆっくりと言った。

「……私の片かた腕うでとなり、帝国による世界征せい服ふくを成し遂とげようではないか！　私は、お前に世界の半分をやっても良い……とすら考えている」

　その、熱意に満ちた目を眺ながめながら、翔馬は思った。

　──うわ、世界征服なんて事まで言い出しやがった。

　十九世紀の帝国主義で固まった脳みその持ち主を、二十一世紀の高校生が説得するなんてのは無理だったのかな……。

　でも、世界征服を成し遂げて、王として君臨するのは、それはそれで悪くない……というか……向こうの世界では『世界征服』って単語は、ギャグにしかならないけど、こっちの世界では現実味があるってのがスゴイよなあ……。

　そこまで考えてから、翔馬は、はっと気がついた。

　──そういえば、俺は、この後どうするのか、それを真しん剣けんに考えたことが無かった。

　目の前のことを、なんとかしなくちゃ。ばかり考えて、元の世界に戻もどれるのかどうか、それを後回しにしてきた。

　──俺は、どうなるんだ？　というか、どうしたいんだ？　元の……平成の日本に戻るのか？　俺一人で？　それとも瀬里奈を連れて？　でも、そんなこと、できるのか？

　考え込んでいる翔馬を見て、皇帝が言った。

「軽々しく答えが出るものでもなかろう。だが、私はお前が気に入った。その理性的で合理的な視点は、実に貴重だ。

　とは言え、自由にしてやるわけにはいかん。瀬里奈がどんな魔法を使ってくるかわからんからな。この戦いが終わるまで、お前は私の保護下に置き、護衛をつける。鉄で囲われた私専用の竜車のうちの一両をお前に与あたえる。良いな？」

　翔馬は頭を下げた。

「ありがとうございます……一つだけ、お聞きしてもよろしいですか？」

「うむ、質問を許す。なんだね？」

「皇帝陛下は、自分が暮らしていた、元の世界に戻りたいと思ったことはありますか？」

　その翔馬の質問は、予想外だったのだろう、皇帝は目を見開いた。

「何だと？　あ、うむ、そのことか……無い、と言ったら噓うそになるな。向こうの世界は私が生まれ育った場所だ。父も母も兄弟もいれば、友人達もいる。その人々に会いたいと思うときは、今でも時々ある。

　だが、私の居場所はここだ。私をこの世界に召しよう喚かんしたエレノアのいる、この世界こそが私の生きるべき場所だ。元の世界に戻ろうとは思っていない……」

　そう答えた後で、皇帝は翔馬に聞き返した。

「……お前は、元の世界に戻りたいのか？」

「ああ……できることなら……戻る方法があるなら、戻りたいね」

「元の世界に戻る方法か……戻る方法はある。召喚魔法とは、召喚者の魔力によって、本来この世界に存在しないはずの異世界の人間をこの世界に引き止めているものらしい。つまり、召喚者の魔力が消えた場合……具体的に言えば死んだとき、召喚魔法の効力も消え、被ひ召喚者は元の世界に戻るのだ」

「俺の場合は、召喚者は瀬里奈だ。瀬里奈は自力でこの世界にやってきた異世界人だ。その場合はどうなるんだろう？　瀬里奈だけを元の世界に戻すとか、俺と瀬里奈で一いつ緒しよに元の世界に戻るとか、そういうことはできるんだろうか？」

　皇帝は苦笑いを浮うかべて首を振ふった。

「私も、魔法に関してはシロウトだ。今の言葉もエレノアの言葉の受け売りなのでね。召喚者も共に戻れる方法があるのかどうなのか、よくわからない。

　詳くわしいことを知りたければ、異世界を渡わたり歩く『時の旅人』に聞くがいい」

「そういえば……アニス女王もそんなことを言っていた……『時の旅人』とは何者なんですか？」

　皇帝は、どこか憧あこがれるような表情で答えた。

「時の旅人とは……そうだな、真の賢けん者じやだ。私は彼らに示し唆さされたのだ。この世界を動かす変数になりたまえ。とね……」

「変数？　どういう意味ですか？」

「そうだな、一言で言えば、変革者ということだろう。この世界は過程をすっとばして結果が生じる魔法テクノロジーを用いることに満足し、全く進歩して来なかった。

　創意工夫も、実証も実験も無い。昨日と同じ今日、今日と同じ明日が続く世界だったのだ。

　時の旅人は、私にこう言った。『停てい滞たいとは、ゆっくりと滅びへ向かう道に他ほかならない。停滞した世界に変数を送り込み、変革をもたらすことは、世界を前進させることでもある。たとえ、災さい厄やくが訪おとずれようとも。それを乗り越こえることで、世界は前に進む。世界とは、人間とは、それほど弱いものではない』……とね」

「停滞とは、ゆっくりと滅びへ向かう道に他ならない……ですか」

「そうだ。だから私は、あの陸上戦せん艦かんを造り上げたのだ。個人の才能に限定されていた魔法と違い技術は普ふ遍へん的だ。誰だれにでも平等に扱あつかえ、誰にでも平等に作用する。技術は模も倣ほうされ拡散していくことで、その恩おん恵けいは広く人々の上に降り注ぐ。技術は、そうやってこの世界を変えていくだろう。それこそが私の役目なのだ」

　皇帝はそう言うと、にっこりと微笑ほほえんだ。

　──くそ、そんな顔で笑うんじゃねえ……お前は悪役でなけりゃならないんだ。そうじゃないと俺の中のモチベーションが下がるんだ！　それじゃ困るんだよ！

　皇帝の微笑を見た翔馬は、自分でもどこか理り不ふ尽じんだと思いながら、胸の中で、そんなことをつぶやいていた。
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　その日の夜。翔しよう馬まは帝国軍の将軍や参さん謀ぼうたちが作戦会議を開いている帝国軍の大型竜車の中にいた。

　とは言っても、会議に参加していたわけではない。皇帝と参謀たちが囲んでいるテーブルから離はなれた部屋の隅すみに座らされて、左右に衛兵が立っている。という状態だ。

　──敵として扱うなら、作戦会議の場に置いておくわけがない。かといって、全面的に信用しているわけでもない、という、今の俺の状態を証明しているような扱いだな……。

　翔馬は、そんなことを考えながら、帝国軍上層部の指揮官達の会議の内容を聞いていた。

　最初に質問したのは、帝てい国こく竜りゆう騎き兵へい連隊の青い制服を着た指揮官だった。

「第一近衛このえ竜騎兵連隊、連隊長、サミュエル・ポーン大たい佐さであります。

　当初の作戦計画では、陸上戦艦と随ずい伴はんして、竜騎兵と歩兵が前進し、陸上戦艦が防ぼう壁へきを突とつ破ぱするのと同時に、竜騎兵及および歩兵が突破口から突とつ入にゆうし、陣じん地ちを確保。陣地内にいる敵兵を掃そう討とうした後に、陸上戦艦が進しん撃げきを開始し、以下同様に、三重の防壁を突破し、峡きよう谷こく砦とりで本体の城じよう壁へきに取り付く。ということになっておりましたが、新しい作戦計画では、陸上戦艦が単独で前進して三重の防壁をすべて破は壊かいし、峡谷砦本体の城壁まで道を開いた後に、全軍をもって総そう攻こう撃げきに当たる。という風に変へん更こうされております。

　この変更理由をお聞かせ願えますか？」

　皇帝の横に座っていた、参謀らしい若い男が立ち上がった。

「それは、王国側に『連れん発ぱつ銃じゆう』という新兵器が配備されていることが明らかになったためです。この新兵器は、簡単に言うならば、矢の矢じりだけを、魔法を用いずに『火薬』という薬品の燃ねん焼しようガスで高速で水平に発射するもので、皇帝陛下のいらっしゃった世界では、実に殺傷力の高い武器だったそうであります。

　王国の性しよう悪わる魔ま女じよ、瀬せ里り奈なが異世界より召喚した異世界人が、この武器の発射速度を高める技術を導入したため、今までの戦いのように、歩兵、騎兵を突破口から突入させる、という戦術で攻撃を行えば、犠ぎ牲せい者しやが増えるであろう、という結論に達したわけです」

「なるほど、防壁を突破し、そこから騎兵と歩兵を突つっ込ませる、という我々の作戦は、敵から見れば、狙ねらいを定める場所を教えているようなもの……戦艦が破壊した防壁の突破口に狙いを定めておけば、そこから入ってくる騎兵や歩兵を撃うつだけでいい……というわけか」

　参謀はうなずいた。

「はい、しかし、この『連発銃』という武器は、対人用の口径の小さな弾だん丸がんを発射するもので、陸上戦艦の鉄板を貫かん通つうするだけの力はありません。

　ですから、まず、陸上戦艦だけで、敵の防壁を破は壊かいし、防壁の効力を失わせた上で、破壊した突破口から一気に突入します」

「数の優位をそのまま維い持じして、敵の防壁を無力化する、というわけか……」

　そのとき、一人の指揮官が手を挙げた。

「しかし、敵の連発銃とやらを無力化できるわけでは無い、犠牲者の数は変わらんのではないかね？」

　参謀は、壁かべに掛かけた地図を指差した。

「総攻撃の前に、後方の陣地より、敵てき陣じんに蒸気砲を撃ち込みます。砲兵陣地は幾いく重えにも防衛を固めてありますので、前回のように、敵の奇き襲しゆうを受け、破壊されるおそれはありません。敵の手が届かぬ距きよ離りから発射され降り注ぐ砲ほう弾だんは、敵の戦意を挫くじくと同時に、防衛陣地をも弱体化させます。

　御ご存ぞん知じのように、蒸気砲はピンポイントで狙い撃ちができるような兵器ではありません。敵の連発銃の潜ひそんでいる場所に当たるかどうかは、わかりません。しかし、いつ、頭上から砲弾が落下してくるかわからない恐きよう怖ふの中で、待ち伏ぶせを続けるというのは、苦行です。戦いとは単に剣けんや槍やりで敵を打ち倒たおすことを指す言葉ではありません。敵に苦行を強しいることで、敵の精神力を削けずるのも立派な戦いだと信じます」

　その参謀の発言が終わると、皇帝が笑いながら言った。

「敵に苦行を強いるもまた戦争なり、か……我々はモーントーンの渡しの戦いでそれをイヤと言うほど味わったからな……それがどれほど効果的か、言うまでもないだろう」

　居並ぶ将官たちの間に苦笑いのような低い笑い声が広がった。

　その光景を見ていた翔馬は、胸の中で小さく舌打ちをした。

　──くそ、こいつら余よ裕ゆうにあふれてるじゃないか。もっと焦あせって、余裕のない精神状態じゃないと蒸気機関車を破壊しても、パニックにならないぞ。

　俺の立てた作戦は、こいつらが頼たのみの綱つなにしている蒸気機関車が、目の前で破壊され、呆ぼう然ぜんとなったところで、一気に反はん撃げきに出る、というものだ。

　考えてみれば、この、俺の立てた作戦は、そうなるだろう、という予測で立てたもので、そこに願望が混じっていたのかもしれない。

　帝てい国こく軍は蒸気機関車を無敵と信じている。その無敵と信じているものが、目の前で破壊されることで、パニックになる……なるに違ちがいない。

　俺はそう考えた。でも、それは、パニックになって欲しいと思ったから、そういう結論を出しただけで、そうならないかもしれない、という可能性を最初から排はい除じよしていたのかもしれない……。

　翔馬は、目の前に居並ぶ帝国軍の将官たちを見回した。

　──どいつもこいつも、やる気にあふれて、自信満々だ。でも、その自信は慢まん心しんしているわけじゃない。こいつらの、この自信は、どこから来るんだ？

　帝国軍の将官たちの様子をじっと観察していた翔馬は、やがて、あることに気がついた。

　──こいつらの視線に、時々、憧あこがれのヒーローを見るような視線が混じる。

　その視線が向けられるのは……皇帝だ。

　そうか、こいつらの自信を支えているのは……皇帝の存在なんだ！

　昼間、皇帝が話していたことが本当なら、帝国で虐しいたげられていた人々にとって、皇帝は、救世主であり、文句なしにヒーローだろう。

　帝国軍の軍人たちは、この皇帝に心しん酔すいしている。皇帝を信しん頼らいしきっている。だから余裕があるんだ！

　──こいつらの目の前で蒸気機関車を破壊して見せれば、確かにこいつらは衝しよう撃げきを受けるだろう。でも、きっと、こいつらのメンタルは、それだけでは崩ほう壊かいしない。なぜなら、こいつらにはもう一つ、皇帝という存在があるからだ。

　どんな破局を目にしても、こいつらの心の中には皇帝がいる。皇帝ならなんとかしてくれる。と思っている。

　こいつらをパニックに追い込むには、蒸気機関車を破壊するだけじゃダメだ。皇帝もなんとかしないと……。

　でも……どうすればいいんだ？　皇帝は後方でとんでもない数の護衛に守られている。とても手出しなんかできる状態じゃない。皇帝を何とかできる距離にいるのは、俺だけだ……。

　翔馬は顔を上げて、自分の左右に立っている衛兵を見上げた。

　──こいつらは、俺を瀬里奈の魔ま法ほうから守るための護衛、という名目だけど、俺の監かん視し役も兼かねているのは間ま違ちがいない。俺が妙みようなアクションを起こせば、あっという間に取り押さえられてしまうだろう。

　特とく殊しゆ部隊を送り込んでもらう、というのも、偽ギリ装ース服ーツの存在が知られてしまった今となっては、敵の警けい戒かい線を突破するのは、おそらく不可能だ。

　翔馬の目は、将官たちと談だん笑しようする皇帝をじっと見つめていた。

　──皇帝を暗殺する必要は無い。というか、殺してはいけない。

　あの男の価値観と方法論が悪いだけで、あの男がやっていることがすべて悪いわけではない。

　歴史ってのは試行錯さく誤ごの繰くり返しだ。後の時代から『愚ぐ行こう』と呼ばれる行こう為いでも、その時代、その場所で、その決断をした指導者は、それを正しいと信じて行った。

　俺は、十九世紀の列強が行った帝国主義が、世界にどんな災さい厄やくを引き起こしたか、それを歴史として知っている。でも、それは、歴史の結果を知っているから言えることで、自分たちが、その歴史のど真ん中にいれば、見えるものじゃない。

　でも、その行き着く先が災厄だとわかっているなら、それを見過ごすべきじゃない。

　──ああくそ！　悪、即、斬！　みたいな単純な話なら、どんなに楽だろう。

　悪いヤツはぶっ殺せばいい。全部やっつけて、めでたしめでたし。それで終わるならそんな楽なことは無い。

　でも、世界というのはそんな単純なものじゃない。もっと複雑で、入り組んで、色々な物事がリンクしている。悪いヤツをぶっ殺しても、悪の組織をぶっ潰つぶしても……その後も、世界は続いていくんだ。

　陸上戦せん艦かんを破壊しなくても、皇帝を倒せば、帝国の侵しん攻こうは止まるだろう。でも、その後どうなるのか、予想がつかない。

　弔とむらい合戦だ！　と復ふく讐しゆうに燃えて、自じ暴ぼう自じ棄きの戦いを挑いどんできたら、王国は終わりだ。

　翔馬がそんなことを考えていると、皇帝と目が合ってしまった。

　はっと息を吞のんだ翔馬に、皇帝は笑いながら呼びかけた。

「ショーマ殿どの。何かあるかね？　君はあの峡谷砦の構造をよく知っている。攻こう略りやくについて何かアドバイスをしてくれんか？」

　翔馬は焦った。

「え？　あ、いえ、特に問題は無いと思いますが……」

　そう答えながら、翔馬は必死に考えた。

　──いや、ここで何か帝国軍にとって優位に立てるような戦術を言えば、俺の信用度が上がるかもしれない。監視が緩ゆるくなれば、色々やれることも出てくるに違いない。

　よし、以前から考えていたあれを言ってみよう。

　翔馬はゆっくりと言った。

「蒸気砲の砲弾に石を使っていますが。あれを焼いてみてはいかがでしょう？」

　会議室にいた帝国軍の将官たちがざわついた。

「石を焼くだと？」

「それにどんな意味があるんだ？」

「焼けば、もろくなるだけではないか？」

　怪け訝げんな顔を見合わせる将官たちだったが、皇帝だけは違っていた。

「おお！　そうか！　その手があった！　焼ホツト玉シヨツトだな？」

　皇帝は驚おどろく将官たちを見回して説明を始めた。

「私の世界では、ごく普ふ通つうに使われていた兵器だ。私の世界の大たい砲ほうの砲弾は鉄で作られている。その鉄の砲弾を、炉ろで真っ赤になるまで熱し、それを発射するのだ。

　焼けた砲弾を木造の建築物に打ち込めば、命中した箇か所しよの周囲の木材を燃え上がらせることができる。

　わが軍が使用している砲弾の多くは石製で、鉄ではないが、熱して打ち込めば、材木を燻いぶらせることぐらいはできる。運良く可燃物に命中すれば、火災を起こさせることも可能だ……砲弾を熱する炉を作るのにさほど時間は要しない、装そう塡てんする際に少々手間が掛かかるが、道具を使えば大だい丈じよう夫ぶだろう。峡谷砦を陥かん落らくさせるには持ってこいかもしれん……さすがだな、ショーマ殿」

「いえ……大したアイディアではありませんが、お役に立てれば幸いです」

　そう答えて一礼した翔馬は、胸の中でうなずいた。

　──皇帝が、俺のアイディアを採用して命令を下せば、今から砲弾を焼く炉を作らねばならない。

　そして、石の砲弾を焼くには手間が掛かる。焼けた砲弾は手では持てない、当然道具が必要になる。弾丸を装塡するのにも時間が掛かるし、石によっては焼くと割れてしまうものもあるだろう。

　そして、打ち込まれた焼玉は、水で濡ぬらした厚手の布をかぶせることで、類るい焼しようを防ぐこともできる。

　砲ほう撃げきというのは時間当たり、どれくらいの量の弾丸を打ち込めるか、が勝負だ。

　弾丸の準備や装塡に手間が掛かれば、当然発射速度は落ちる。休む暇ひまなく降り注ぐ砲弾と、散発的に打ち込まれる砲弾とでは、兵士のストレスが大きく違う。

　皇帝が俺のアイディアを採用すれば、峡きよう谷こく砦とりでの兵士はきっと楽になる。

　そこまで考えてから、翔馬は気がついた。

　──でも、この焼玉のことと、その対処法を、どうやって王国軍に伝えればいいんだ？　昨夜ゆうべは、俺の寝ねている竜車の通気口に、ライナさんの使い魔まのミョルらしいネズミがやってきたが、あのあと、俺はずっと監視下に置かれている。

　翔馬が色々考えていると、皇帝が右手を挙げた。

「よし、部隊配置が決まったところで、十分休きゆう憩けいにしよう。従兵！　お茶を配ってくれ。トイレに行くなら今のうちに行って来てくれ」

　作戦会議に出席していた将官たちは、ほっとした顔になって、立ち上がった。

　トイレに行くのだろう、数人が会議室用の大型竜車のドアに向かった。

　──そうか！　トイレだ！

　今は夜。もしかしたら夜の闇やみにまぎれて、使い魔が来ているかもしれない！　外に出れば、俺の声を届けることができる！

　翔馬は顔を上げて、左右に立っている衛兵に言った。

「俺もトイレに行きたいんだが……いいかな？」

　二人の衛兵は顔を見合わせた後で、うなずいた。

「いいだろう、我々が護衛する。ついて来い」

　衛兵に前後を挟はさまれて会議用の大型竜車の出入り口を出ると、夜の野営地は、昨夜と同じような、かがり火と魔法光源に照らし出されていた。

「真昼並みに明るいんだな……」

　翔馬がつぶやくと、衛兵の一人が、峡谷砦の方角を指差して答えた。

「王国軍の偽ギリ装ース服ーツ部隊に備えているのと、昼夜兼けん行こうで、工兵部隊が橋の補強をしているせいもある」

「昼夜兼行で？　夜中も工事しているのか？」

「ああ、そうだ、総そう攻こう撃げきは明日あしただからな。それまでに陸上戦艦の進しん撃げき路を完成させねばならない……工兵隊はよくやっているよ」

　翔馬の後ろにいた衛兵がうなずいた。

「ああ、帝国軍の兵士の間には、工兵隊の連中を、最前線で戦わない腰こし抜ぬけだ、みたいなことを言うヤツもいたが、最近では、誰だれもそんなことを言わん。みんな一目置いている」

　衛兵の見ている先、森の木々の向こうで、何か大きな生き物のようなものが動くのが見えた。

「なんだあれ！　何かいるぞ！　木よりも大きいものが動いてる！」

　翔馬の指差す先を見た衛兵はこともなげに答えた。

「ああ、建設用ゴーレムだ。橋を補強する岩を運んで来たんだろう。建設魔導師も二交こう替たいで働いているからな」

　森の木々の向こうを動いている巨きよ大だいなシルエットの方から、ガラガラどすん！　と重量物を落とす音が聞こえて来た。

「あれを戦争に使えば、敵の陣じん地ちとか、簡単に破は壊かいできそうだけどな……」

　翔馬のつぶやきを聞いて、衛兵は笑いながら首を振ふった。

「魔法で動く魔導機械は、解デイス呪ペル魔・マ法ジツクを掛かけられれば、一発で無効になる。ゴーレムなんか、ただの土と石になってしまう。戦争には使えんよ」

「だから、陸上戦艦が必要になる……というわけか……」

「そうだ、鉄の塊かたまりに魔法は通じない。あいつは無敵だ」

　衛兵が胸を張って指差す先に、黒い鉄の塊があった。シリンダー周りから白く湯気を吐はき出しながらうずくまるそいつのシルエットは、機械というよりも、巨大な爬は虫ちゆう類るいのように見えた。

　翔馬の前に立っていた衛兵が、竜車の先にある、組み立て式の野外トイレのドアが開いて、帝国軍の将校が出てくるのを確かく認にんした後で、振り返って言った。

「良し、空いたぞ。入れ」

「わかった……」

　翔馬がそう言って、トイレのドアを開けようとしたとき。

「うわっ！」

　翔馬と入れ替かわりにトイレを出た帝国軍の将校が、悲鳴のような叫さけび声を上げた。

「どうした！」

「ネ、ネズミが足元を……」

「……なんだ、ネズミか」

「驚かせるなよ……」

「なんか、最近、ネズミが多いよな……」

「野営地の残飯を狙ねらって野ネズミが集まってるらしい」

　叫び声を聞いて張り詰つめた空気が、再び元に戻もどりつつあるのを感じなから翔馬はトイレに入った。

　簡単なパネル状の板を組み合わせて作られたそのトイレの壁へき面めんには、光ひかり魔ま法ほうで光る小さな魔法結けつ晶しようが取り付けられているために、それほど暗くは無い。

　洋式便座によく似た便器には、消しよう臭しゆう魔法が掛かっているらしく、排はい泄せつ物ぶつの臭においは全く無い。

　──この魔法が掛かった便器を俺の世界に輸出できれば、きっと大金持ちになれるな……。

　便座を見下ろした翔馬は、そんなことを考えながらズボンを下ろさず、カチャカチャというベルトの音だけを立てて、そのまま便座に座った。

　座って、二呼吸もしないうちに、右足の足元に、小さな黒い影かげが動いた。

　それは、一いつ匹ぴきのネズミだった。

「ミョル……」と呼びかけそうになった翔馬は、慌あわてて言葉を飲み込んだ。

　──いけない、衛兵が聞き耳を立てて、トイレの様子をうかがっているはずだ。疑われるわけにはいかない。

　翔馬は、言葉に出さず、右手を小さく振ってみせた。

　ネズミは、同じように右手を挙げて振り返した。

　──間ま違ちがいない、こいつは、ライナさんの使い魔、ミョルだ！
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　でも、どうやって情報を伝えよう？　昨夜みたいに独り言をつぶやくわけにも行かないし……。

　顔を上げた翔馬は、トイレの壁かべのすぐ外にいる衛兵の気配を感じて、はっと目を見開いた。

　──そうか、別に独り言をつぶやく必要は無いんだ。この衛兵と会話して、情報を伝えればいいんだ！

　翔馬は、小さくうなずくと、衛兵に話しかけた。

「皇こう帝てい陛下は、素す晴ばらしいお方だな。蒸気砲ほうの弾だん丸がんを炉で焼いてから木造の建物に打ち込み、火災を起こす、という俺のアイディアを、すぐに理解して、認めてくれた。

　これは使える、と思ったらためらいがない。俺は、使えないとか、手間が掛かるとか、もっと色々言われると思っていたよ……」

　翔馬に話しかけられた衛兵は、トイレの中で翔馬が何をしているのか、少し不安だったのだろう、ほっとしたような口調で答えた。

「ああ、皇帝陛下は、新しいアイディアや、考え方を取り入れることにこだわりがない。常に即そつ決けつ即そく断だんだ。だからこそ、たった十五年で帝国をここまで大きく出来たのだ」

「ああ、本当にすごい人だ……俺の提案した、砲弾を焼く、という方法が上手うまく行ってくれるといいな……焼いた弾たまを撃うち込んでも、濡らした厚い布で覆おおわれたら、効果は無いんだが、あいつらには、そんな方法は思いつかないだろう……」

　翔馬はそこで言葉を切ると、あらためて聞いた。

「総攻撃は明日、日の出と同時……だったよな？」

「ああ、そうだ」

「明日は俺も皇帝陛下たちと一いつ緒しよに、前線を視察できるんだろうか？」

「さあな、それは俺達にもわからん。皇帝陛下に頼たのんでみるんだな」

「そうか……そうだな。しかし、あの無敵の陸上戦せん艦かんと、そして皇帝陛下、という二つの柱がある限り、帝国軍は不ふ滅めつだな。戦せん闘とう力抜ばつ群ぐんの陸上戦艦が戦線を支え、素晴らしき皇帝陛下の存在が、兵士の精神を支える。たとえどんな局面になろうとも……そう、あの陸上戦艦が破壊されても、皇帝陛下がいる限り、兵が崩くずれることは無い。

　王国を見限って、皇帝陛下の下に逃にげ込んだのは正解だったな……あのまま、性しよう悪わるで、癇かん癪しやくもちで、自分の思い通りにならないと電でん撃げき魔法を浴びせまくる瀬里奈に使われていたら、俺の人生は生き腐ぐされになるところだったよ……」

「生き腐れというのはひどいな……」

　壁の向こうにいた衛兵は笑った。

「だからこそ、皇帝陛下のお身体からだが心配だ。こんな最前線に出てきて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ああ、確かに危険だ。だが、皇帝陛下は、安全な場所から指図することを嫌きらう。あのお方の周囲には常に、我々近衛このえ連隊の兵士と宮きゆう廷てい魔導師が付き添そい、物理攻撃と魔法攻撃の両方からお守りしている。ネズミ一匹通さんから、安心しろ」

　翔馬は足元にいるミョルを見て、皮肉な微び笑しようを浮うかべた。

「それなら安心だ……でも、さっき、ネズミが入ってきていたぞ？」

「そ、それは、まあ、野原で野営しているのだから、野ネズミくらいは、入ってくるだろうさ……俺が言っているのは、もののたとえだ！」

「ははは、ごめん、気を悪くしたのなら謝るよ」

　翔馬は、そう言うと、便座から立ち上がり、ベルトの金具をカチャカチャ言わせてから便器の蓋ふたを閉じた。

　そのまま無言で、足元にいるミョルに手を振って見せると、ミョルも手を振り返した。

　──よし、蒸気砲の砲弾を焼いてあることとその対処法、そして明日の日の出に総攻撃を開始するということ、そして陸上戦艦を破壊しただけでは、帝国軍は崩れない。という情報は何とか伝わっただろう。

　帝国軍が総崩れにならなくても、陸上戦艦を破壊するだけで、進撃は止まる。それをそのまま休戦に持ち込めるかどうか……それはやってみなけりゃわからない。

　翔馬は小さくため息をつくと、トイレの扉とびらを開けた。




　その頃ころ。翔馬のいる帝国軍の前線基地の警けい戒かい線ギリギリの地点にある、林の中に張られた擬ぎ装そう用天幕の下では、瀬里奈、そしてフィラメント少しよう佐さ、その部下の情報部員が、小声でつぶやいているライナの言葉に、一言一句聞き漏もらさぬように、息を殺して聞き入っていた。

「……あ、翔馬様が出て行きます……トイレの扉が閉まりました……」

「追いかけられないの？」

　ライナは眉まゆをひそめた。

「翔馬様は、トイレに来るときも、前と後を衛兵に挟はさまれておりました。とても近づける状態ではありません……ミョルとの繫つながりも、瀬里奈様のお力で強化して戴いただいているから、なんとかなっている状態で……動き回るのは無理かと……」

「じゃあ、仕方ないわね……でも、翔馬の無事が確認できたんだから、いいか……」

「はい、監かん視しは続いているようですが、虐ぎやく待たいはされていないようです。監視している兵士の口調も、さほどひどいものではありませんでした」

「そう……なら一安心か……問題は、明日の総攻撃をどう迎むかえ撃つか、ってことね」

　ライナはうなずいた。

「翔馬様の話では、総攻撃は明日、日の出と共に開始される。帝国軍は蒸気砲を使用し、その弾丸は炉ろで焼かれ、木造の建物に打ち込まれると、そこで発火するおそれがある。

　でも、水で濡ぬらした厚い布で覆えば、類るい焼しようは避さけられる……とのことでした」

　ライナの言葉を黙だまって聞いていたフィラメント少佐が、小さくうなずいた。

「その情報は、ありがたいですね……さっそく濡らした布を大量に用意させましょう。それより、あまりここに長く居ると、敵の警戒部隊に発見されるかもしれません。戻りましょう」

「そうね、砦とりでで、おいてけぼりにされたミルチが怒おこってるだろうし……」

「ミルチは、こういう隠おん密みつ作戦には向いていませんから、仕方ありませんね」

　ライナは、そう答えて小さく肩かたをすくめた。

　フィラメント少佐の部下が、撤てつ収しゆうの準備をはじめたのを見ながら、瀬里奈がつぶやいた。

「翔馬が言っていた。陸上戦艦を倒たおしても、皇帝がいるかぎり、帝国軍は崩れない……ってどういう意味なんだろう？」

「それは、ショーマ殿どのの言っていた、帝国軍を支えている二つの柱、という言葉を説明しただけではありませんか？　衛兵を安心させるためのお世辞のようなものではないかと……」

　怪け訝げんな顔をするフィラメント少佐を見て、瀬里奈は答えた。

「確かに、お世辞っぽいんだけど……それだけかなあ？　わざわざ言うってことは、別に意味があるんじゃないかしら？」

「意味……と申しますと？」

「陸上戦艦をぶっ壊こわすだけじゃ勝てない。皇帝もやっつけなきゃダメだ……って言いたいんじゃないかしら？」

「皇帝も？　どうやって？」

「ライナさんの言うとおりです。帝国皇帝は帝国軍の陣じん地ちの一番奥にある、護衛の兵士と魔ま導どう師しに厳重に守られた鉄製の竜車のなかにいるのですよ？　そこは、近づくことも、魔法攻撃も無理な安全圏けんです。いくらなんでもそんなことは無理です！」

　首を振ふるフィラメント少佐を見て、瀬里奈は答えた。

「確かに、普ふ通つうに考えれば無理だわ、不可能。誰だれもがそう思うでしょう。でも、翔馬はきっとその不可能を可能にする方法を見つけたのよ！　だから、言葉を重ねて『皇帝が大事だ、皇帝が帝国軍を支えている』って言ったんだわ！　きっと翔馬の言葉の中に答えがあるはずよ！　少佐、メモ見せて！」

　少佐は、持っていたバッグの中から、ライナが伝えていた翔馬の言葉を書き取ったメモを瀬里奈に渡わたし、撤収準備を始めていた部下に、撤収作業を一時中止するように伝えた。天幕の下で、小さな明かりを頼たよりに、少佐のメモを読みはじめた瀬里奈を見て、少佐は、部下に言った。

「おい、控ひかえのメモはあるか？」

「はい、こちらに……」

　差し出されたメモを受け取ったフィラメント少佐は、瀬里奈と同じように、会話のメモを読みはじめた。

「……最初の方の会話は、蒸気砲の砲弾が焼かれている、という話と、それを帝国軍が採用した。そして焼かれた砲弾への対処法ですね……」

「そうね、問題は、その後の、少佐がお世辞じゃないか？　と言った部分よね。ここでは、いかに帝国皇帝が重要人物か、ということついて、繰くり返しているわね。

　ここを、少佐は、単なるお世辞だ……って判断したけど。私はそうは思えないのよ。

　だって、翔馬は、サーマルガンを作った時の会議で、帝国軍は蒸気機関車……陸上戦艦を無敵と信じて、それを心の拠より所にしている。奴やつらがそれを攻せめ込ませて、峡きよう谷こく砦とりでの城じよう壁へきに取り付いて、それを破は壊かいした時……奴らが『勝った！』と思ったその最高潮の時に、目の前でそいつをぶっ壊して、戦意を挫くじくんだ！　って言っていたわ！

　そして、翔馬は陸上戦艦をぶっ壊す方法を考え出してぶっ壊せるサーマルガンを作り上げた。

　でも、帝国軍に捕つかまって、帝国軍の様子を見てみたら、実は、陸上戦艦をぶっ壊しただけじゃ、帝国軍の戦意は挫けない、って気がついたのよ。完全に挫くには、皇帝もぶっ壊さなきゃダメだって！」

「それはわかります……というか、皇帝を暗殺できるなら、そもそもサーマルガンも必要ありません。倒せばそこで終わりです、戦争も終わりですし、帝国も終わります。皇帝はユーロディエル帝国そのものですから。

　それが不可能だから、せめて陸上戦艦だけでも破壊できる武器を、というのでショーマ様は対戦車サーマルガンを作られたわけです。今さら不可能なことをやれ。とおっしゃる理由は無いと思われますが……」

「そうか……そう言われてみればそうよね……」

　瀬里奈はそう言うと右手を握にぎって、親指のツメを嚙かんだ。

　そのとき、ライナがおずおずと言った。

「もしかしたら……あわせ技わざを使え、ってことかもしれませんよ？」

「あわせ技？」

「ええ、陸上戦艦を破壊して、帝国軍がショックを受けているその隙すきを狙ねらえってことかもしれません……」

　瀬里奈は目を輝かがやかせた。

「そうか！　目の前で、無敵だと信じていた陸上戦艦が、見たことも無い武器にぶっ壊されて、呆ぼう然ぜんとしているその精神状態の時を狙って、皇帝をやっつけろ、ってことか！

　いかにも心理作戦が得意な、あいつらしい戦法ね！」

「でも……翔馬様は、肝かん心じんの、皇帝を倒す方法は、何一つお話しになっていないのですけど……」

「そう見えるだけよ！　あいつのことだから、言葉の裏を読み取らなきゃダメ！　素す直なおじゃないし、人の裏をかくことばかり考えてるし、人間としては、ある意味最低なヤツなんだから！」

「瀬里奈様……もしかして……『性しよう悪わるで、癇癪もちで、自分の思い通りにならないと電撃魔法を浴びせまくる』って翔馬様の言葉に怒おこってます？」

「怒ってないわよ！　帝国軍で言われている私の評判に合わせただけってことぐらい、わかってるわよ！……ちょっとムカついてるけど……」

　瀬里奈はそう答えると、視線をメモに落とした。

　そのまま、しばらく無言の時間が過ぎた。

　時間にして一分ほど過ぎたとき、何かに気がついたのだろう、瀬里奈の目が見開かれた。

「そうよ！　これよ！　なんで、これに気がつかなかったんだろう！　すごいわ、さすがは翔馬よ！」

「何かわかりましたか？」

　瀬里奈は、ぶんぶん、と首を振るようにうなずいた。

「翔馬は、すッごいヒントを、ちゃんと言ってるのよ！　最後に！」

「すッごいヒント？」

「そうよ、これなら皇帝をやっつけることができるわ！　小さな傷しか負わせられないけど、同時に何十箇か所しよにも傷を負わせれば殺すことは無理でも、前線に立てないようにすることくらいはできるはずよ！　ライナ！　あなたはここに残って！　あなたでなければ、皇帝は倒せないわ！」

「え？」

　ライナは目を見開いて絶句した。
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　次の日の朝早く。東の山の稜りよう線せんに、太陽が姿を現す、その少し前。

　皇こう帝ていは竜りゆう車しやの中で、進しん撃げき前に全軍の兵士に対し訓示を行うために、礼服から戦せん闘とう服に着き替がえていた。

　それを見守るように立っている翔しよう馬まを振ふり返って、皇帝は言った。

「ついに決戦の日が来たな……峡きよう谷こく砦とりでは今日一日で落とすつもりだ」

「それがよろしいでしょう、戦いは長引かせるものではありません。峡谷砦は王国の拠より所です。王国の民たみも兵士も、アニス女王も、あの砦は難なん攻こう不ふ落らくだと思い込んでいます。

　確かに……今までの魔ま法ほうテクノロジーしか持たぬ軍隊では、あの砦を陥かん落らくさせることは不可能でしょう。しかし……」

　翔馬の言葉をさえぎって、皇帝が言った。

「わが帝てい国こくの陸上戦せん艦かんなら、それが可能だ……そうだな？」

「はい、可能です」

　──俺の作ったサーマルガンが命中しなければ……の話ですが……。

　翔馬は、後に続く言葉を胸の中でつぶやいた。

　従兵に着替えを手伝わせている皇帝は、翔馬の胸中にある考えに気がつく様子も無く、機き嫌げんが良さそうに笑った。

「ははは、そうだな。進軍が始まるのと同時に、この総司令部の竜車も前進させる。陸上戦艦が、峡谷砦の三重の防ぼう壁へきをすべて突とつ破ぱし、峡谷砦の城じよう壁へきに体当たりを食くらわして大穴を空ける、その瞬しゆん間かんを、私と共に見ようではないか」

「連れて行っていただけるのですか？」

「ああ、当然だ。部下の中にはお前は危険だ、と主張するヤツも多いが……お前も俺と同じ、武器を持ったことも無く、魔法も使えん異世界人だ。一人では何もできん……そうだろう？」

　翔馬はうなずいた。

「ええ、全くそのとおりです」

　その答えを聞いた皇帝は、翔馬を見み据すえた。

「そこで、何のためらいもなく私の言葉を肯こう定ていするお前が怖こわいな……お前は自分に幻げん想そうを抱いだいていない。お前くらいの年ねん齢れいの若者に特有の、根こん拠きよの無い自信、根拠の無い主観的無む謬びゆう性をお前は持っていない。

　自分を客観的に見て、自分にできることとできないことを冷静に推おし量ろうとする。

　まるで百ひやく戦せん錬れん磨まのベテラン兵士のような考え方だ。

　お前の世界では、お前くらいの年齢の若者は、みんなお前のような考え方をするのか？」

　翔馬は首を振った。

「いいえ、違ちがいます……俺はどっちかと言うと変わり者で……通っていた高校でも、変なヤツと言われていました」

　皇帝は笑った。

「なるほど、変わり者か……それで安心した。若者がみんなお前のような考え方をしている世界があるとしたら、そこは実に恐おそろしく合理的で効率的な世界だ。

　そういう世界はある種の人間には天国であるのと同時に、別の種類の人間から見れば煉れん獄ごくに等しい。

　世界というのは天国でも煉獄でもない、その間にあるべきだと、私は思っている……」

　皇帝はそう言うと、着替えを手伝い終わった従兵に小さく一礼して、連れん絡らく将校に向き直った。

「よし、兵の前に立つ！　準備をしろ！」

「了りよう解かいしました！」

　連絡将校は、敬礼すると竜車を出て行った。

　やがて、前線基地に、整列の信号ラッパが響ひびき渡わたった。

　竜車の外が、人間が一いつ斉せいに動くざわめきと、歩調をあわせて走る、ザッザッ、という足音で満ちた。

　皇帝が出入り口から竜車の外に出る。

　翔馬は随ずい行こうする参さん謀ぼう総長や、将官たちの列の一番後ろについて外に出て、竜車の脇わきに立った。

　例によっていつもの衛兵二人が左右につく。

　日の出前の空は、まだ薄うす暗ぐらく、近くの山やま裾すそは朝あさ霧ぎりが掛かかってうっすらと白い。

　翔馬の目の前を、走竜を従えた騎き兵へいと、槍やりと弓を持った歩兵が埋うめ尽つくしていた。

　兵士の隊列の前に置かれた閲えつ兵ぺい用の台の上に、皇帝が立った。

　その、斜ななめ後ろに立った従軍魔ま導どう師しが、拡声魔法らしい呪じゆ文もんを唱えているのが見えた。

『諸君！　戦いの朝が来た！』

　それが、皇帝の第一声だった。

『我々の戦いは、侵しん略りやくのための戦いではない。併へい合ごうのための戦いである！

　我々は、鉄てつ拳けんである！　わが帝国の一部となることを拒こばむ、因習と迷めい信しんに満ちた頑がん迷めいな王国の民の目を開かせ、文化国家へ目覚めさせるための、愛の鉄拳なのだ！

　この戦いの後、王国の民は、共に手を取り、強大な帝国を支える兄弟となる！　よいか！　敵を憎にくんではならぬ！　我々は憎しみ合うために戦うのではない！

　我らは無法者ではない！　我らは軍律を重んじ、規律正しき軍人である！

　我らは優等なる国家の民として、劣おとった国々の模も範はんとならねばならぬのだ！』

　──併合を頼たのんだわけじゃない。そもそも侵略と併合ってどこが違うんだ？　両方とも他ほかの国の領土や財産を自分の物にすることに変わりは無いじゃないか。

　確かに、アンゼリカ王国の司法、納税、軍事などの国家運営の根幹部分を帝国が握にぎり、アニス女王を、そのまま領主という名目で飾かざっておけば、名目上アンゼリカ王国は帝国の一地方として併合しただけであり侵略ではないという言い訳はできるだろう。

　でも、それは国家じゃない。

　そこに住んでいる人間が、自分たちの意思で自分たちの進む道を定めることができて、初めて国家と呼べるんだ。

　それを許さないとしたら、それは誰だれがなんと言っても侵略なんだ……。

　翔馬は、帝国皇帝の訓示に胸の中でツッコミを入れながら、ぼんやりと部隊を見回していた。

　翔馬の目が捉とらえたのは、前進基地の片かた隅すみに積みあがっている土と石の山だった。

　──あれ？　なんだあの土と石の山は……昨夜ゆうべトイレに行ったとき、あんな物はあそこに無かったぞ？

　翔馬が一点を見つめているのに気がついたのだろう、衛兵の一人が小声で聞いて来た。「おい……何を見ている？」

「え？　あ、ああ、あそこにある土と岩の山だ。昨夜トイレに行ったときはあんなところに土も石も積み上がってはいなかったはずだ、と思ってね……」

　翔馬の視線を追った衛兵は、そのことか、という風な表情になった。

「あれは帝国軍工兵隊の仕事が終わったという証しよう拠こだ」

「工兵隊の？」

「ああ、あの土と岩は、建設用ゴーレムの材料だ。突とつ貫かん工事で橋や道路の補強をやっていたのを見ただろう？　工事が終わったので、魔法を解いたのさ」

　翔馬は、森の木々の向こうで動いていた、ずんぐりとしたゴーレムのシルエットを思い出していた。

「あのでっかいゴーレムが、魔法を解かれると、あんな風になっちゃうんだな……」

「ああ、魔法で、吹ふき込まれただけのかりそめの生命だからな……それでもあいつらのおかげで、陸上戦艦が進撃できるわけだ。きっちり間に合わせてきやがった、やっぱりうちの工兵隊は、すげえよ」

「ああ、そうだな……」

　翔馬は、そう答えながら、目の前で帝国軍の兵士達に、檄げきを飛ばしている皇帝の背中を見ていた。

　──工兵隊もすごいが、それだけのモチベーションを与あたえられる。というカリスマもすごい……こういう人間が、本当にいるんだよな……世界を変える『変数』という話。あながちウソでも無さそうな気がする。

　皇帝の演説は、最後のところに差し掛かかっていた。

『……よいか、諸君！　敵は、難攻不落の名も高き峡谷砦！　その守りの堅かたさは、もはや伝説として語り継つがれている。

　だが、その伝説は書き換かえられる！

　いつ！　それは今日！

　誰の手によって！　それは我々の手によって！

　我らはこれより戦いに赴おもむく！　この戦いは、古き伝説に終しゆう止し符ふを打ち、新しき伝説を打ち立てるだろう！

　いや、これは伝説ではない！　未み来らい永えい劫ごうにわたって語り継がれる神話である！

　我らは行く！　我らは帝国軍不敗の神話を打ち立てに行くのだ！』

　皇帝の言葉が終わるのと同時に、軍楽隊がファンファーレを奏かなで、それに続いて、帝国の国歌が演奏された。

　数万の兵士が、朗々と歌い上げる中、ゆっくりと東の稜線に太陽が姿を現した。

　国家が終わるのと同時に皇帝が叫さけんだ。

『いざ、兵士よ進め！　勝利に向かって！』

　数万の兵士は、うぉおおおおおお！　という腹の底から響く声と共に、前進を始めた。

　先頭を行くのは、黒こく煙えんと白い蒸気を吐はいて進む陸上戦艦。

　その後に、走竜に乗った近衛このえ竜りゆう騎き兵へいと、兵士の群れが続く。

　演説を終えて演台を降りた皇帝は、参謀本部の参謀達を見回して言った。

「よし、総司令部も動くぞ！　竜車を所定の位置まで前進させろ！」

　ばたばたと動き出した参謀達を見ていた翔馬は、衛兵に腕うでをつかまれた。

「お前はこっちに来い、あの、前線指揮用の竜車に乗るんだ」

　指差した先には、通信用の腕うで木ぎ式信号機を備え、屋根の一部が望ぼう楼ろうのように突つき出して二階建てになっている竜車があった。

　──自家用飛行機とかを飛ばす、河か川せん敷しきの飛行場に置いてある、移動式の管かん制せい塔とうみたいなデザインだな。

　翔馬はそんなことを考えながら、その竜車に乗り込んだ。

　竜車の広さは、捕つかまった最初の晩に閉じ込められた、捕ほ虜りよ収容用の竜車を一回り大きくしたくらいのサイズで、部屋の中央には二階に登る梯はし子ごがあり、壁かべ際ぎわにカウンターのような机が並んでいる。カウンターには、報告用紙と筆記具が置かれており、梯子の反対側に大きく峡きよう谷こく砦とりで一帯の地図が貼はられた板が下がっている。

　──最前線からやってきた伝令の報告を、カウンターのところにいる参謀が報告書に書いてまとめ、それを地図の所にいる別の参謀に渡し、報告の内容を逐ちく次じ地図に書き込んでいくのだろう。

　問題はその狭せまさだ。どうみても、大人の男が十人も乗れば、車の中は一いつ杯ぱいだ。

「俺は、どこに座ればいいんだ？」

　翔馬が聞くと、衛兵は困ったような顔で車内を見回した。

「この車に乗せろ、と言われただけで、そこから先は聞いておらんのだ……」

　そのとき、皇こう帝ていの声がした。

「おお、ショーマ。よく来た、君はその隅すみにある参謀用の椅い子すに座っていてくれ。衛兵の諸君は、兵員輸送用の竜車に乗ってくれたまえ」

「し、しかし、監かん視しはよろしいのですか？」

「構わんよ、攻こう撃げきが始まった今、寝ね返がえるはずもあるまい。私の身辺警護は参謀たちが兼けん務むする。前線指揮所の移動が終わり、ここで指揮を執とるようになれば、君たちはこの指揮車の警護についてもらう、今までご苦労だった」

「お言葉、ありがとうございます！」

　二人の衛兵は、直立不動で敬礼すると、指揮車から出て行った。そして、入れ替かわりに入って来たのは、将官の軍服に身を包んだ参謀達だった。

　どやどやと乗り込んできた参謀達は、手て馴なれた様子でそれぞれの持ち場についた。

　きっと演習などで、何度もこの車を使っているのだろう。

　竜車の外では、輸送係の兵士が走り回って、車輪が動かないように止めてあった車止めを外していたが、やがて、ピィーッ！　という笛の音と共に、ガタン、と竜車が動き始めた。

　皇帝は、ぐらぐらと揺ゆれる車内で、皇帝用の装そう飾しよくのついた椅子に黙だまって座っていたが、竜車が野営地を出て森の中を通り、小川を渡ったのを見て、立ち上がった。

　そのまま揺れる車内で梯子につかまった皇帝は二階を見上げて言った。

「登るぞ！　防ぼう壁へき突とつ破ぱの様子が見たい！」

　その言葉を聞いた参謀たちは慌あわてた。

「お待ち下さい、皇帝陛下！　竜車はまだ移動中で、揺れます！」

「固定が終わってからお登り下さい！」

「ぐずぐずしていたら、防壁突破の瞬しゆん間かんを見られないではないか！　私は陸上戦せん艦かんの雄ゆう姿しが見たいのだ！」

「しかし……」

「安心しろ、しっかりつかまって手を離はなしたりはしない！」

　皇帝はそういい残すと、梯子に手を掛けて、三段ほど駆かけ上がって……足を止め、そのまま振ふり返った。

「ショーマ、お前も見るか？　陸上戦艦の雄姿を……」

　翔馬は、思わず立ち上がった。

「はい、見せて下さるのなら！」

　皇帝は、にやっと笑って右手で招いた。

「来い！」

　そのやり取りを聞いていた参さん謀ぼうの一人が立ち上がった。

「皇帝陛下！　身辺警護に参ります！」

「よし、許す！」

「ありがとうございます！」

　皇帝、参謀、そして翔馬の順番に梯子を登った先には、四よ畳じよう半はんほどの広さの部屋があった。

　前と右側、そして後方の三箇か所しよに大きく開いた窓があり、左の壁際には、腕木式信号機の操作盤ばんが置かれている。

「皇帝陛下、移動中は、従軍魔導師の視界がさえぎられやすく、敵の狙スナ撃イプ矢アローへの対処が遅おくれる場合がございます。あまり窓に近寄らぬようにお願いします！」

「ああ、わかった……」

　皇帝はそう答えると、竜車が向かっている峡きよう谷こくの方を向いている窓の前に進み出た。

「おお！　見ろ！　わが陸上戦艦が防壁めがけて突とつ進しんしていくぞ！」

　皇帝の言葉のとおりだった。真っ黒な煙けむりを噴ふき上げて、谷の中央に作られた道路を、陸上戦艦が進んでいく。

　帝てい国こく軍の騎き兵へいと歩兵は、その後方五百メートルほど下がった地点で、密集隊形を組んで待機している。

　進んで行くのは陸上戦艦だけだ。

　やがて、突とつ撃げきする陸上戦艦を支し援えんするように、密集隊形を取っている騎兵と歩兵のさらに後ろにある森の中から、白い蒸気と共に、黒い小さなものが発射されるのが見えた。

「蒸気砲ほうの支し援えん砲ほう撃げきが始まったな……少々タイミングが遅おそいが、砲ほう弾だんを焼く手間が入ったのだから仕方が無いか……」

　撃うち出された蒸気砲の砲弾は、縦にくるくると回りながら放物線を描えがき、木製の第一防壁に命中し、そこで派手に砕くだけ散った。

「砲ほう弾だん破は砕さい！　防壁に対するダメージは小さいように思われます！」

　拡大視覚魔ま法ほうを使って観察していた参謀が報告する。

「やはり焼いた石は、強度に問題がありそうだな……」

　皇帝がそうつぶやいたとき、参謀が言った。

「命中箇所から白い煙が上がっております！　火災を誘ゆう発はつさせたように見えます！」

「おお！　そうか！」

　皇帝は翔馬の方を振り返った。

「ショーマ、お前の策、効果があったようだな！」

「ありがとうございます」

　そう答えて頭を下げながら、翔馬は思った。

　──一番外側の第一防壁には、守備部隊を配置していない。第二防壁に薄うすく配置して、攻撃を受けたら直ちに第三防壁に撤てつ収しゆう。反はん撃げき部隊は第三防壁の内側。峡谷砦の城壁際で待機。というのが、王国側の迎げい撃げき作戦だ。

　ここまでは、俺の書いたシナリオどおり……というわけだ。

　陸上戦艦は、坂道に挑いどむ蒸気機関車のように……というよりも蒸気機関車そのままなのだが……煙えん突とつから勢いよく黒煙と白い蒸気の混じった煙を吐き出しながら、速度を上げて第一防壁の正面にある、扉を閉とざした木造の門に突っ込んだ。

　上に弓兵を配置する矢倉を組んだ木造の門は、巨きよ大だいな鉄の塊かたまりの突進を支えることができなかった。

　陸上戦艦は、大きな門扉ごと、門を押し倒たおすように突とつ破ぱした。

　その光景を見ていた帝国軍の兵士たちから、うぉおおおおお！　という歓かん呼この叫びが上がった。

「おお！　やったぞ！　一番外側の防壁を突破した！」

　門を破は壊かいして防壁内に進入した陸上戦艦の操縦室の上に突き出ている信号柱にある、腕木式信号機が、カタカタと動き始めた。

　参謀がそれを解読する。

「我、防壁突破ニ成功セリ。防壁内ニ敵ノ姿無シ。コレヨリ次ノ防壁突破ノ準備ス」

　参謀の報告を聞いていた皇帝は、考え込んだ。

「ふむ、王国軍は第一防壁の内側には、守備部隊を配置していなかったようだな……」

「多勢に無勢ですから、兵を全体に薄く配置するよりも、一箇か所しよに集中して、迎むかえ撃つ方が効果的、と判断したものと思われます。

　守備兵は次の第二防壁の内側と、第三防壁と峡谷砦の城じよう壁へきの間に、配置されているのでしょう」

　翔馬の言葉を聞いた皇帝は笑った。

「そうか、お前が言うのだから間ま違ちがいないだろうな」

「あ、いえ……俺が帝国に走ったことを知って、王国軍は作戦計画を練り直した可能性もあります。俺の知っている守備兵の配置位置が、正しいとは限りません。あくまでもご参考程度にお聞き下さい」

「わかっている。状じよう況きようは常に変化する。その変化した状況に応じて命令も臨機応変に変えねばならない、ということだな」

　皇帝が、そう答えたとき、竜車が、ガタン、と揺れて止まった。前を見ると、他ほかの竜車が、翔馬の乗った竜車を囲んで円えん陣じんを描かくように停とまっていた。

　輸送係の兵士が竜車に駆け寄って来て、車輪に車止めを掛かけ、停止した輸送用の竜車から降りて来た護衛の兵士が配置につき始めた。

　そこは、出発した野営地から二キロほど進んで、森を抜ぬけ、小さな川を渡わたった、少し開けた場所で、どうやらここが次の前線基地になるらしい。

　見上げると、峡谷をまたいで作られた、ダムのような大きさの峡谷砦が正面に見えた。

　第一防壁を突破した陸上戦艦が停止しているその上を、蒸気砲から発射した弾だん丸がんが、くるくると回りながら飛んで行くのが見える。

　炸さく裂れつしない石の弾丸は、建物に命中したときだけ、そこが破壊されるので、ああ、あそこに当たったのか、というのがわかるが、それ以外の着ちやく弾だん地点がよくわからない。

　もともと、命中精度が低いので、数撃てば当たる、という考え方の武器なのだ。

　──やはり発射速度が、がくんと落ちているのがわかる。焼いた砲弾の扱あつかいに、苦労しているんだろう。この間かん隔かくで落ちてくる砲弾なら、さほど怖こわくは無い。

　翔馬がそんなことを考えていると、一人の士官が梯子を登って来た。

「参謀本部付通信係、スパークス少しよう尉い！　これより信号操作配置につきます！」

　士官は敬礼して申しん告こくすると、信号機の操作盤の前に座った。

　やがて、停止していた陸上戦艦の操縦室の上に立っている腕うで木ぎ式信号機が、カタカタと動き、一呼吸ほどの間をおいて、再び前進を始めた。

「我、コレヨリ攻撃ヲ開始ス……とのことです」

　信号機の信号を読んだ参謀の言葉を聞いて、皇こう帝ていがうなずいた。

「よし！、第二防壁突破と同時に本隊を前進。第二防壁内に展開させろ」

「了りよう解かいしました！」

　参謀は、信号機の操作盤の前に座っている通信係の士官に向かって言った。

「各部隊指揮官宛あてに信号を送れ！」

「信号、送ります！」

　通信係の士官が命令を復唱し、腕木式信号機の操作盤を動かし始めると、屋根の上の方から、キリキリ、カタカタ、という信号機の音が聞こえて来た。

　その音が止まると、陸上戦艦の後方に展開していた歩兵と騎兵の中に立っていた旗の下に、するすると、赤と白の小さな旗が揚あがった。

「受信確かく認にん信号、揚がりました！」

「よし！」

　皇帝がうなずくのと、第二防壁の門に陸上戦艦が、のしかかって行くのは同時だった。第二防壁は、木製の第一防壁と違ちがい、下半分が石いし垣がきで作られている。門も両側の支えは石積みの円柱型の塔とうになっており、門だけが木製だ。

　防壁の門が、陸上戦艦の体当たりを受け、揺ゆらぐのが見えた。一呼吸ほどの時間を置いて、どすん！　という鈍にぶい音が伝わってきた。

　陸上戦艦は、再び体当たりするために、ゆっくりと後退し始めた。

「さすがに一回では破壊できんか……」

「先ほどの木製の門は、門扉を支えている柱が折れて倒とう壊かいしました。第二防壁の柱は、石垣で囲われて補強されています。やはり、強度が違うのでしょうね」

　翔馬は、そう答えながら、脳内で、三匹びきの子こ豚ぶたの童話を思い浮うかべていた。

　──さすがに、藁わらの防壁は無いが、木の門、石の門、石と漆しつ喰くいの門、まるで子豚の家だな。真っ黒な煙を吐はくあのオオカミにどこまで耐たえられるだろう？

　後退した陸上戦艦は、再び速度を上げて、第二防壁の門に向かった。

　門扉にぶち当たるのと同時に、石積みの門柱に大きく亀き裂れつが入ったのが見えた。

　──倒れるか？

　そう思ったが、門柱は持ちこたえた。だが、崩くずれるのは時間の問題だろう。

　同じことを思ったのだろう、皇帝がつぶやいた。

「……次で終わりだな」

「ええ、もう無理でしょう」

　翔馬の思ったとおり、三回目の突撃で、第二防壁の門は倒壊した。

　ガラガラという音と共に、土つち煙けむりを上げて崩れ落ちる門を見て、帝国軍の兵士達が、一いつ斉せいに歓かん声せいをあげた。

　うぉおおおお！　という声が峡谷に響ひびき渡る中、兵士達が前進を開始した。

　工兵隊が、陸上戦せん艦かんが壊こわした第二防壁の門を片付け、突とつ破ぱ口こうを開くと騎兵を先頭にして、第二防壁の中に突とつ入にゆうしていく。

　陸上戦艦の信号機が、めまぐるしく上下する。

「戦艦より通信！　第二防壁内制圧セリ、損害ハ皆かい無む！　第二防壁内ノ敵ハ少数」

　参謀の報告を聞いた皇帝は、嬉うれしそうにうなずいた。

「よしよし、幸さい先さき良いぞ。歩兵を前進させて第二防壁内の敵の掃そう討とうに当たれ、と伝えろ！」

「了解しました！」

　通信兵が操作盤を使って信号を送っていると、下の指揮室にいた参謀が、報告書の束を持って梯はし子ごを登ってきた。

「皇帝陛下！　峡谷の両側にある敵の出城攻こう略りやくに向かった近衛このえ師団司令部から届けられた状況報告です！」

「ご苦労！」

　そう答えて報告書を受け取り読み始めた皇帝の顔が、曇くもった。

「ふむ……妙みようだな。これを読むと、王国軍側は戦う気がないかのようだ……両側の山にある出城は、もぬけの殻からだ……」

　皇帝はそこで言葉を切ると報告書から顔を上げて翔馬を見た。

「これは、どういうことだね？」

「答えは簡単です。兵力は集中して運用する。もっとも地形効果の高い場所で……ということです。出城は敵の側面を突つき、峡きよう谷こく砦とりで正面への圧力を軽減することを目的に作られています。しかし、帝てい国こく軍の陸上戦艦は倒せません。帝国軍の正面への圧力を軽減させることは不可能です。

　王国軍は、兵力を分散させることよりも、第三防ぼう壁へきを最終防衛ラインとして、ここに兵力を集中させた方が有効であると判断したのです。

　第三防壁に取り付いた帝国軍の兵士は、防壁の兵と、峡谷砦からの両方の攻こう撃げきにさらされます。正面と……そして上からです。矢や石をよける盾たては一枚しかありません。前の敵の攻撃を防げても同時に上からの攻撃は防げません。

　不用意に近づけは、犠ぎ牲せいは増えるばかりでしょう」

「ふむ……確かにな。地形効果を使うというのはもっともだ。私が王国軍でもその方法を使うだろう。つまり主戦場は第三防壁、ということだな」

「はい、第三防壁を突破できるかどうか、それが峡谷砦の攻略を左右します。普ふ通つうの方法では、第三防壁にたどり着き、それを破壊することはできません。陸上戦艦でなければ、それは不可能です」

　前線指揮所から第三防壁の門を見ていた皇帝が、翔馬に聞いた。

「第三防壁の門の手前、第二防壁との間の道路上にある、あの石積みは何だ？」

「はい、おそらく、道路上を直進してこれないように、急きゆう遽きよ造られた障害物かと思われます」

　皇帝は怪け訝げんな顔になった。

「急遽、だと？」

「はい、俺が峡谷砦にいたときには、あのような石積みはありませんでした、見たところ乱雑な積み方ですし、おそらく、昨日今日、あたりに急遽、陸上戦艦の進路を妨ぼう害がいするために積まれたのではないかと……」

「そうか……言われてみれば、確かに乱雑だ。これといって陣じん地ちのようでもない。単なる障害物、ということか……」

　そうつぶやいた後で、皇帝は笑った。

「あんな石積みなど、迂う回かいすれば良いだけのことだ。確かに、直線で突っ込むことに比べれば、速度を上げにくいが、なに、陸上戦艦の力と重量があれば、防壁など、物の数ではない。第二防壁内の敵を掃討したら、陸上戦艦に前進を命じろ！　一気に決める！」

　翔馬はその言葉をさえぎった。

「お待ち下さい！」

「どうした？　何かあるのか？」

「あの第三防壁の門の内側には、角を取って転がりやすく加工した岩が積まれております。不用意に門を破は壊かいすると、この岩が転がり出て、坂を落ちてくる仕組みです。

　陸上戦艦を突入させる際は、道路上に部隊を配置しないようにしてください！」

　皇帝は目を丸くした。

「なんと、あの石は門もん扉ぴが開かぬように積まれたものではなかったのか！」

「はい、門は二重になっております。外側の門は偽ぎ装そうで、実際の門との間に岩が仕込まれております」

　皇帝は不敵な笑いを浮かべた。

「なるほど、姑こ息そくな細工をしたものだ……わかった。第三防壁を突とつ破ぱするときは、道路上に部隊を配置しないように各部隊の指揮官に伝えよう」

　参さん謀ぼうに、指示を出している皇帝の背中を見ながら翔馬は思った。

　──峡きよう谷こくの両側にある出城を放ほう棄きしたのは、兵力を分散させないという目的よりも、帝国軍の注意を正面だけに向けさせ、左右の山の斜しや面めんへの警けい戒かい心しんを無くさせる、という意味もある。

　左側の山の斜面に設けられた陣地には、俺の作ったサーマルガンが備え付けられている。

　そいつは一発しか撃うてない。敵に発見されたら、俺の立てた防衛作戦は水の泡あわだ。

　陸上戦艦は無理でも、通常の歩兵や騎き兵へい相手なら充じゆう分ぶん戦えるあの出城に立て篭こもって戦えば、帝国軍は部隊を分散させなければならない。

　その出城を放棄したということは、兵力を峡谷砦に集中させて守りを固めた、ということになる。砦とりでの外側に部隊が残っているはずがない。砦の外には敵はいない。それが、もっとも合理的な答えだ。誰だれもが納なつ得とくする、正しい答えだ。人間は、正しい答えを疑わない。これで、瀬せ里り奈なたちは、安全だ……。

　翔馬は、胸の中でうなずいた。




　一方その頃ころ。峡谷砦の外側の山の斜面を掘ほって作られたサーマルガン陣地には、瀬里奈とフィラメント少しよう佐さ、そして、サーマルガンの調整を行うクラフトたちの姿があった。

「第二防壁が突破されたわね……」

「わしの祖父じいさんが石を積んで作った門を、いとも簡単にぶっ壊しおって……帝国の連中は、建築家への敬意を持っとらんな……」

「それを言うなら、第一防壁の門だってそうじゃ。あれは、わしの一族が建てた門じゃぞ。あそこまで壊されたら、もう薪まきにしかならん」

　クラフトの爺じいさん達がそんなことを言い合っているのを聞きながら、フィラメント少佐は、瀬里奈に聞いた。

「敵地のど真ん中にいるライナさんは大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「心配だけど……あの子、ほんわかしているように見えて、結構しっかりしているし、やるべきことはきちんとやってくれる子だから、きっと大丈夫よ。問題はタイミングね」

「サーマルガンの発はつ砲ぽう音は、かなりのものですから、聞こえるとは思いますが……」

「陸上戦艦をぶっ壊されたのを見て、慌あわてた皇帝が竜りゆう車しやから飛び出して来れば、こっちのものなんだけどね……」

　瀬里奈がそう答えたとき、外を見張っていたフィラメント少佐の部下が、低い声で叫さけんだ。

「敵、陸上戦艦！　動き始めました！　第三防壁に向かっています！」

　瀬里奈は、陣地の外を向いているサーマルガンの砲ほう身しんの脇わきに駆かけ寄って、外を見た。

　真っ黒な煙けむりを噴ふき上げた陸上戦艦が、第三防壁にある門に向かって動き始めていた。

　そのとき、峡谷砦の上から、いくつもの黒い塊かたまりが炎ほのおを引いて空を飛んだ。

「おう！　投石機じゃ！」

「ミルチたちが反はん撃げきをはじめおったぞ！」

　炎を引いて飛んだ黒い塊は、陸上戦艦の周囲に落ちて、そこで燃え広がった。

「くそ！　命中せんかったか！」

「あの操縦室に命中すれば面おも白しろいことになったのにのう……残念じゃ」

　それは、植物油の入った壷つぼを燃えた布で包んだ、大型の火か炎えんびんだった。鉄製の陸上戦艦には、矢も魔ま法ほうも効かないが、それを動かしている人間は別である。鉄板に囲われて守られていても、燃える油をぶつけられれば、油は車体の隙すき間まを通って車内に入り込む。

　火炎びんは、対戦車砲ほうや、バズーカ砲を持たない歩兵が、戦車と戦うための一番単純で安価な兵器でもある。

　その頃、峡谷砦の最上部に接地された三基の投石機の前では、眼下の戦いを見下ろしながら、ミルチが叫んでいた。

「蒸気機関車が下がっちゃう！　急いで！」

「急げといわれても、こいつを元に戻もどすには時間が掛かかるんじゃ、そう急せかすな！」

　サフェダ老はそう言いながら、必死に投石機のアームを元に戻すウインチを回す。

「そもそも、わしらの投石機が、ぶん投げる火炎びんは、牽けん制せい用じゃ。命中しなくとも良い、とショーマ様はおっしゃっておったはずじゃぞ」

「命中しなくてもいいってのは、命中させるなという意味じゃないヨ！　命中しなくてもイイけど、命中させればもっとイイって意味だヨ！」

「そういう意味かのう？　ショーマ様は、当てるな、という意味で言っていたのではないか？」

「そんなワケないヨ！　サーマルガンは威い力りよくがあるケド、一発しか撃てないんだヨ？　あの蒸気機関車をやっつけられるのは、うちらの火炎びんだけなんだカラ！」

　やがて、投石機のアームが元の位置まで戻った。

　燃えやすいサラサラした植物油が詰まった壷を、燃えやすいリネンのような布で包んだ、火炎びんが、投石機のアームに載のせられると、油の入っている壷を抱かかえたクラフトが進み出て、柄ひ杓しやくで油をすくい取り布にかけた。

「よし、点火するぞ！　危ないから下がれ！」

　発射担当のクラフトがそう言うと、油の壷を抱えたクラフトが後方に下がり、代わりにもし途と中ちゆうで割れて炎が広がったときのために砂と毛布を持った消火班が進み出た。

「配置よし！」

「着火準備よし！」

「発射準備よし！」

　各班の報告を聞いた指揮官が、命令を下す。

「よし！　着火！」

「着火！」

　命令を復唱して、着火係が手に持った着火具のレバーを倒たおすと、ゼンマイ仕じ掛かけの回転するヤスリが、発火石を削けずって、派手な火花を散らし、あっという間に壷を包んだ布が燃え上がった。

「着火確かく認にん！」

「よし！　発射！」

　発射係が、投石機の重りを止めているくさびに繫つながるロープを引っ張ると、くさびが抜ぬけ、重りが、がくん、と動き始めた。

　その、重りの力で、投石機の長いアームが、ぶん、と音を立てて跳はね上がり、先せん端たんに載せてあった火炎びんが、長い炎を引いて空中に舞まい上がった。

「よし、飛んだ！」

「いっけー！」
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　ミルチは、峡きよう谷こく砦とりでの縁ふちに身を乗り出して、火炎びんの飛んでいく先を見た。

　だが、その頃には、帝てい国こく軍の陸上戦せん艦かんはどう見ても届かない第二防ぼう壁へきの後方にいて、さらに後退を続けていた。

　ミルチたちの放った大型火炎びんは、だれもいない第二防壁の内側に落ちて、空むなしく炎を上げて燃え上がった。

「馬ば鹿かーっ！　いくじなしーっ！　戻ってこーい！」

　ミルチは地団太を踏ふんで悔くやしがった。




　峡谷砦の上から発射された黒い煙と炎を引いて飛んできた黒い玉が、陸上戦艦のすぐ脇に落ちて、高さ二メートルほどの派手な炎を上げたのを見て、翔馬は愕がく然ぜんとした。

　ミルチが、陸上戦艦をダイレクトに狙ねらってくるとは思ってもいなかったのだ。

　──火炎びんは、派手に燃え上がるので、随ずい伴はんして前進してくる歩兵や騎兵をけん制するのに最適だ。命中させなくていいぞ。と言ったのに……。

　もし、あの大型火炎びんが、ボイラーの上にある蒸気ドームを直ちよく撃げきしていたら、せっかく貼はり付けた瀬里奈と俺の思念を込めた、あの、小さいフェルトの人形が燃え尽つきていたかもしれない。目標物が無くなれば、サーマルガンは、まず命中しない。あの人形があって、初めてサーマルガンは意味を持つ。

　火炎びんが命中すれば、操縦している人間にダメージを与あたえることができるかもしれないが、陸上戦艦は無傷だ。操縦者が交こう替たいすれば再び動き出す。つまり、火炎びんは時間を引き延ばすことはできるが、根本的解決にはならない。

「あのバカ……」

　思わず声が出た。

　翔馬は、皇こう帝ていに駆け寄った。

「陸上戦艦を直ちに呼よび戻してください！　あのままだと危険です！」

　翔馬の焦あせり方を見て、皇帝は驚おどろいたようだった。

「あの程度の火炎では、陸上戦艦はビクともせん、何をそんなに慌てているのかね？」

「鉄で作られた陸上戦艦にはさほどダメージは無いでしょう。しかし中に乗り込んでいる人間はそうではありません。

　油は、鉄板の隙間から流れ込みます！　ボイラーの焚たき口の炎が引火すれば、操縦員は炎に包まれます！　良く知りませんが、陸上戦艦の操縦は特とく殊しゆ技能だと思います。操縦員が死傷すれば、陸上戦艦は動かなくなります！」

　皇帝は目を見開いた。

「そうか、そういうことか、わかった！　おい！　陸上戦艦に通信！　補給と点検を行う、直ちに後方支し援えん基地まで帰き還かんせよ……だ！」

「了りよう解かいしました！」

　屋根の上の腕うで木ぎ式信号機が、カタカタキリキリ言うのを聞きながら、翔馬は言った。

「このまま、再び前線に出すわけには行きません。火か炎えん攻こう撃げきに対たい抗こうできるように改造を加えるべきだと思います！」

「改造だと？　今からか？」

「改造と言っても、簡単な加工をするだけです。操縦者のいる操縦室の上部にシャワーをつけて、水を流せるようにするだけでも充分かと！」

「シャワー？　ああ、そうか、油は水に浮うく。もし直撃を受けて燃え上がっても、油を洗い流してしまえば、問題ない、ということか！」

「はい、蒸気機関車は、燃料と水を積んでいます。インゼクタと呼ばれる、ボイラーに水を注水する機械にバルブを取り付け、パイプで操縦席の屋根まで引けば、いつでも水を噴ふん射しやできます……」

　そう答えながら、翔馬は考えていた。

　──そうだ！　俺に改造をやらせてくれるように進言してみよう。屋根の上にシャワーをつけるくらいの改造なら、俺にでもできる。

　陸上戦艦の車体に登って、点検ができれば、俺がボウガンに付けて飛ばした、磁石つきのあの人形が、ちゃんと貼り付いているかどうか確認できる。

　もし、それができれば、ターゲットになる、あのフェルトの人形を、火炎びんの直撃を受けても燃えない場所に押し込むことができるかもしれない……。

　翔馬は言葉を切ると、思い切って付け足した。

「その改造を俺にやらせてもらえませんか？　蒸気機関の構造に、それほど詳くわしいわけではありません、基本的な構造と部品の名前、そしてその部品が、どのような働きをするのか、程度のことしか知りません。しかし、何も知らないこの世界の人間よりは使えると思います！」

　皇帝は、黙だまったまま翔馬の顔を見つめていたが、やがて、ふっと笑った。

「陸上戦艦の至近距きよ離りに敵の火か炎えん弾だんが落下したときのお前の取り乱しようは尋じん常じようでは無かった。

　もし、私を謀はかり、王国に通じているのなら、あれほどまでに焦ることはあるまい。逆に、わが陸上戦艦の危機を望んだであろう。心の底からわが陸上戦艦を案じていればこそ、あのような振ふる舞いに出たのだろう。

　わかった、陸上戦艦の改造の指揮を執とれ、臨時の整備中隊への命令権を与える。私の命令書を持った参さん謀ぼうを一人付ける。監かん視し員いんでは無いから安心しろ」

「ありがとうございます！」

　翔馬は、一礼した。




　バイタル少しよう佐さと名乗る、二十代後半の若い将校に付き添そわれて、前線指揮用の竜りゆう車しやを出た翔馬は、そのまま、白い蒸気を噴き上げている陸上戦艦へと向かった。

　陸上戦艦には、青いツナギの作業服を着て、同じ色の帽ぼう子しをかぶった、整備兵たちが取り付いて、動輪周りの点検をしたり、木の桶おけのような給水塔とうからパイプを引っ張って、後ろに引っ張っている炭水車に給水を行っている。

「整備中隊の指揮官に命令書を渡わたして、話を通してきます。こちらでお待ち下さい」

　バイタル少佐はそう言い残すと、陸上戦艦の向こうに停とめられている大型の竜車に向かって小走りに駆かけて行った。

　後に残った翔馬は、ゆっくりと歩きながら、斜ななめ後ろから陸上戦艦に近づいた。

　野営地に忍しのび込んだときには、もっと小さいように感じていたが、近づいてみると、見上げるような大きさだ。

　翔馬が見たことがある、公園や遊園地などで保存されている日本の古い蒸気機関車よりも、ひと回り大きく感じる。

　立ち止まって、しばらく見ていた翔馬は、目の前の陸上戦艦が大きく感じる理由に気が付いた。

　──そうか、幅はばが広いんだ。

　俺が見てきた、日本の蒸気機関車は、幅一メートルちょっとのレールの上を走るために設計されているが、こいつは道の上を走る。

　接地圧を低くするために動輪の幅を広くしてあるので、なおさら大きく見えるんだ。

　ロードローラーのような幅広の動輪を見ていると、バイタル少佐が、整備兵たちと同じ青色のツナギを着て、同じ色の帽子をかぶった白しら髪が交まじりの中年のクラフトを連れて戻って来た。

　そのクラフトの帽子には、白い線が三本入っているところを見ると、どうやらその線が階級章の役割をしているらしい。

　バイタル少佐は翔馬の前に立つと、中年のクラフトを指して言った。

「こちらは陸上戦艦整備中隊、第一作業班班長のガラット大たい尉いです。あの陸上戦艦を製造した責任者でもあります」

　翔馬は頭を下げて、右手を差し出した。

「初めまして、皇帝と同じ異世界から来ました、ショーマ・ヤマブキと申します」

「ガラットです。大尉とかなんとか言われとるが。わしらクラフトには階級なんざ意味が無い。上下を決めるのは腕うで前まえ次し第だいだ。皇帝の命令書を読ませてもらったが、あいつを火炎攻撃から守るための改造をするそうだな。どうするつもりだ？」

　翔馬は説明を始めた。

「敵の火炎攻撃は、燃える油を壷つぼに入れて投げつける、というものです。油が燃えたくらいでは、鉄製の車体には何の影えい響きようもありませんが、操縦席で操縦している人間や、ボイラーに燃料を供給している人間はそうは行きません。あの火炎弾は乗っている人間を目標にしたものです……」

　翔馬の言葉を聞いたガラットは、急せかすように言った。

「そんなことは言われんでもわかっておる。それをどう防ぐか、という話を聞きたい」

「はい、油は水に浮きます。ですから燃える油を投げつけられても、車内に流れ込む前に大量の水を噴射して洗い流してしまえばいいのです。

　ボイラーに注水するインゼクタパイプにバルブをつけ、そこから分水して、操縦席の屋根の上にパイプを伸ばし、水を噴ふん出しゆつさせれば、火か炎えん弾だん攻こう撃げきを無力化できます」

　翔馬の言葉を聞いたガラットは、小さくうなずいた。

「うむ、インゼクタから水を持ってくるのか……確かに水圧がかかっておるから、水の勢いは充じゆう分ぶんじゃな。問題は水圧に耐たえられるだけのバルブと、シールが手元にあるかどうか、という点か……」

「インゼクタから分水するのが難しければ、炭水車の水を、蒸気ポンプで直接送り出す、という方法もあります……余っている蒸気ポンプがあれば……ですけど」

「予備のポンプはある……蒸気の取り回しもなんとかなるな……問題はどっちの方が時間がかからないか、だが……」

「インゼクタは、蒸気機関の運転に関かかわる重要な部品です。そこに加工して、不具合が出る可能性を考えると、蒸気ポンプで、別系統で水を送った方がいいかもしれません」

　ガラットは、顔を上げると、にやっと笑った。

「お前は、現実的にものを考える人間だな……気に入った。よし、蒸気ポンプを新設することにしよう」

　そう言って、くるりと背を向けたガラットを見て、翔馬は慌あわてて声をかけた。

「火炎弾が車体に影響を与えないかどうか、確かく認にんしたいのですが、ボイラーの上に乗ってもいいですか？」

　ガラットは、怪け訝げんな顔で振り返った。

「ボイラーの上？」

「あ、はい、ドームの隙すき間まとか、細いパイプとかのパッキングが熱の影響を受けないかどうか確認したいので……」

「油が燃えたくらいの熱なら、さほど影響は無いだろうが……まあ、気になるなら構わんよ、自分の目で見れば安心できるだろう」

「はい、ありがとうございます！」

　翔馬は胸の中でガッツポーズをした。

　──やった！　これで、堂々とこいつの車体の上によじ登って、ターゲットの人形を確認できる……というか、ここに忍び込むときに、あんなに苦労しなくても良かったってことだよな？

　でも、あのときは、こんな風になるなんて思ってもいなかったし、まさか、皇こう帝ていが俺のことを信用するなんて、誰だれも想像できなかったんだから仕方ないか……。

　翔馬はそんなことを考えながら、整備兵が立てかけた梯はし子ごを登って、陸上戦せん艦かんの車体の側面に延びるランボードと呼ばれる通路に立った。

　日本の蒸気機関車のランボードは、人が一人歩くのがやっと、位の幅しかないが、この陸上戦艦のランボードは、大人が行き違ちがいできるほどの幅がある。ランボードの外には、城の城じよう壁へきのような凸とつ型がたの胸きよう壁へきがいくつもついており、ここに弓兵や歩兵を乗せて、移動する城として使えるようになっている。

　ランボードの途と中ちゆうには銃じゆう座ざのような半円形の突つき出しがあり、バリスタと呼ばれる大型の弓が据すえつけられていた。

　火薬が使えたら、ここに大たい砲ほうを据えるつもりだったのだろう。

　翔馬は円えん筒とう形の車体の上に突き出している蒸気を溜ためるドームを見上げた。

　蒸気機関車の車体とは、要するに円筒形のボイラーであり、中には水が充じゆう満まんしている。後方の焚き口から石炭や緻ち密みつな木材を放ほうり込んで燃やし、その熱せられた空気と煙けむりを、水の中を通っている何本ものパイプを通じて前方の煙室に送り込み、煙を煙えん突とつから排はい出しゆつする。熱せられた空気がパイプからボイラーの中の水に伝わり水が沸ふつ騰とうし、蒸気が発生する。発生した蒸気は上部のドームに集まり、そこから太いパイプで、シリンダーに送り込まれ、ピストンを押す。

　その前後運動を動輪についているクランクで回転運動に変へん換かんし、車体を前進させるのだ。

　ボイラーが長くなると、火ひ床どこで燃やした煙が流れて行かない。そのため、ピストンを動かし終わった蒸気を排出するときに、煙室に送り込み、煙を蒸気の圧力で強制的に排出する。

　蒸気機関車が、走るときに、ボッ、ボッ、ボッ、とリズミカルな音を立てて煙を出すのは、この仕組みによる。

　翔馬は、車体の側面についている手すりを使って、丸くなっている車体によじ登った。太い丸木橋を渡るように、両手を左右に出してバランスをとりながら、ドームに近づいた。

　目の前にあるこんもりと丸いドームは、三ミリほどの厚さの鉄板で造られている。

　これは、いわばカバーであり、本当の蒸気溜めのドームはこの内側にある。むき出しにすると、外気に触ふれて水蒸気が水に戻もどってしまうため、カバーには断熱の意味もある。

　翔馬はドームに手をついて、その場にしゃがみこんだ。

　手に真っ黒な煤すすが付くが、そんなことは気にしていられない。

　ドームの表面は、塗と装そうされているが、その上に煤が厚く張り付き、ところどころでペンキのように剝はげ落ちている。

　──こりゃあ、しばらく掃そう除じして無いな……ということは、人形がくっついていてもわからないかもしれない。

　翔馬はドームに顔を近づけて調べ始めた。

　上には……無い。

　右側にも……無い。

　左側を覗のぞき込んだとき、ドームと車体の継つぎ目のところに、何かが貼はり付いているのが見えた。

　黒い、布のようなものだ。

　あわてて近づこうとした翔馬は、はっと目を見開いてから周囲を見まわした。

　整備兵たちは、みんな足回りの整備に追われており、車体の上に乗っているのは翔馬だけだ。きっと、車体の上部の清せい掃そうまで手が回らないのだろう。

　──よし、大だい丈じよう夫ぶだ。

　翔馬はそっと手を伸のばして、その布のようなものをつかんだ。

　それは、間ま違ちがいなく、瀬里奈が思念を吹ふき込んだ、フェルト製の小さな人形だった。

　──よし！　大丈夫だ、ちゃんとドームに貼り付いていた！

　小さくうなずいた後で、翔馬は気がついた。

　──でも、こいつをこのままここに貼り付けておいて大丈夫か？　強力磁石が入っているから、くっつけておいても簡単に落ちないだろうけど、ここに貼り付けておいたら、またミルチの火か炎えんびん食くらったり、散水装置の水圧で飛ばされるかもしれない。

　どこか、こいつを突っ込んでおける隙間とかが無いだろうか？

　翔馬は、ドームの周りを確認しはじめた。すると、薄うすい鉄板で造られたドームの左前方に、直径十五センチくらいの小さな点検用のフタを見つけた。

　フタの端はしに、半円形の穴が開いているところを見ると、どうやらそこに指を突っ込んで開けるらしい。

　翔馬が指を突っ込んで引っ張ると、少し抵てい抗こう感を残して、フタが開いた。

　中にはドームの内部にある蒸気溜めをボイラー本体に取り付けている太いボルトが見えた。そのボルトが緩ゆるんでいないかどうか、確かめるためのものらしい。

　──よし、この中に人形を入れておけば大丈夫だ！

　翔馬は、瀬里奈の人形を、蒸気溜めの基部に押し込んで貼り付けると、点検口のフタを元どおり閉めた。

　ドームから、身体からだを起こしたとき、後ろから声を掛かけられた。

「蒸気ポンプの取り付けが終わったぞ、様子を見てくれ！」

「うひゃ！」

　翔馬は飛び上がった。

　振ふり返ると、そこに、ガラットが立っていた。

「どうした？　何を驚おどろいておる？」

「あ、いや、ちょっと、足が滑すべりそうになったので……」

「なんだ、そうか、気をつけろよ、地上から五メートルはある、落ち方が悪ければ骨折ではすまんぞ」

「あ、はい、気をつけます……」

　ガラットと共に、車体の上を歩いて操縦席の屋根のところに行くと、ちょうどポンプの据すえ付けが終わり、散水用のパイプを屋根の上に伸ばすところだった。

「もう取り付けが終わったんですか？」

「ポンプを置いて、動力になる蒸気と、汲くみ上げる水の両方をパイプで引っ張ってくるだけだからな。置くスペースさえあれば作業は簡単だ」

　ガラットはそう言うと、屋根の上に手をついて、操縦席の窓を上から覗き込んだ。

「ポンプをボルトで固定したか？　よし、パイプの継ぎ手をよこせ、Ｌ型のヤツだ。水を屋根の上に撒まくためには曲げなきゃならんだろう」

　操縦席にいる部下から、Ｌ型の継ぎ手と五十センチくらいのパイプを受け取って、それを垂直に立ち上がっているパイプに取り付けているガラットを見て、翔馬が言った。

「その短いヤツを、散水のノズルにするんですよね？」

「ああ、そのつもりだ」

「だったら、ハンマーか何かで、叩たたいて平たくしたらどうでしょう？　水が水平方向に、広こう範はん囲いに流れると思うんですけど」

　翔馬の言葉を聞いたガラットは、うなずいた。

「そうか。散水用のノズルを探し出して付けるまでもない。実に簡単で、効果的な方法だな」

　ガラットは、腰こしに下げていたハンマーで、パイプの先せん端たんを、ゴンゴン叩いて潰つぶし、楕だ円えん形にすると、Ｌ型の継ぎ手を使って、屋根の上に伸びているパイプを水平方向に伸ばし、その先にパイプを取り付けた。

「よし、試運転だ！　蒸気ポンプに蒸気を送れ！」

「了りよう解かい！　送ります！」

　その返事と共に、シューッという蒸気の噴ふき出す音と、ロータリーポンプに繫つながっている蒸気タービンが回る、ヒューンという音が混じった音が聞こえ始め、一呼吸ほど置いて、パイプの先端から勢い良く水が噴き出した。

「うひゃ！」

　足元に水を掛けられたガラットと翔馬はその場で飛び跳はねた。

「よし、停とめろ！　大丈夫だ！　もういい！」

　蒸気を送るバルブは閉じられたが、タービンの惰だ性せいでポンプが回っているせいだろう、パイプの先から出る水の力は落ちたが、水はちゃらちゃらと流れたままだ。

「上手うまく行ったな」

「はい、これなら、操縦席の真上に火か炎えん弾だんの直ちよく撃げきを受けても対処可能です」

　翔馬はそう答えると、陸上戦艦の車体の上から、峡きよう谷こく砦とりでを眺ながめた。




　その頃ころ、峡谷砦では、第三防ぼう壁へきの外側に攻せめ寄せた帝てい国こく軍の兵士と、第三防壁の内側と峡谷砦の内部に配置された王国軍の守備兵との間で、激しい矢の応おう酬しゆうが行われていた。

　第三防壁の外側に陣じん取どった帝国兵から矢が飛び始めたのは、陸上戦艦が後方に下がった直後だった。

　帝国軍と王国軍、双そう方ほうの放つ矢の多くは、魔ま法ほう障しよう壁へきによって逸そらされて、見けん当とう違ちがいの方角に飛んでいくが、魔法が間に合わないものや、鉄の矢じりをつけている帝国軍の矢は、そのまま飛んで行く。

　ものの数分もしないうちに、第三防壁の内側に陣取った王国軍の盾たてに、何十本という矢が突き立った。

　負傷者もかなり出ているらしく、傷ついた兵士を乗せた担たん架かが、ひっきりなしに後方に送られていく。

　一方、帝国軍側も状じよう況きようは似たようなものだ。上から降ってくる矢や、岩、そして、火炎びんによって、負傷者がでているのは間違いない。こちらも、救護部隊が動き回っている。

　矢の応酬は、小一時間ほど続いた。

　膠こう着ちやくした戦せん況きようを動かしたのは、やはり陸上戦艦だった。

　投石機による火炎びん攻こう撃げきを受けて、いったん下がっていた陸上戦艦が、再び前進を開始したのだ。

　煙けむりと蒸気を吹き上げながら前進してきた陸上戦せん艦かんは、そのまま時速四十キロほどの速度で、第三防壁に作られた門ではなく、その脇わきの防壁そのものに体当たりした。

　ずずん！

　鈍にぶく、腹に響ひびくような低周波を伴ともなった響きと共に、漆しつ喰くいと土を厚く塗ぬり重ねた第三防壁の壁へき面めんにヒビが入り、押される形で後方に向かって大きく歪ゆがんだ。

「門を狙ねらわんだと！」

「くそ！　門の後ろに積み上げた丸岩が無む駄だになる！」

「良いではないか、あそこを狙ってくれるなら、こちらの思う壷つぼじゃ！」

「門を狙わんのはなぜかのう」

「皇こう帝ていめ、ショーマ殿どのの罠わなに、気がつきおったか？」

　サーマルガン陣じん地ちの中に、クラフトたちの怪け訝げんそうな声が飛ぶ。

　第三防壁は石積みの上に太い材木を組み、さらに漆喰を厚さ一メートルほど塗り固めた頑がん丈じような造りになっている。

　それに比べて、門もん扉ぴは、開放する必要性があるため木製であり、強度が低い。

　クラフトたちは、門を補強する際に、本来の門の前にさらにもうひとつ、全く同じ意い匠しようの門を建てて、門を二重構造にし、その隙すき間まに直径一メートルほどの球体の岩を積めこんだのだ。

　峡谷砦の前は、沢さわに沿って緩やかな下り坂になっている。

　外側の門扉を壊せば、球形の大岩は、その自重で転がり始める。

　最初はゆっくりだが、速度が乗ってくれば、猛もうスピードで転がっていくだろう。直径一メートルの球形の岩の重さは数トンはある。

　それだけの質量を持つ物体が、転がってくる恐きよう怖ふは、想像を絶するだろう。

　いかに蒸気機関で動く陸上戦艦といえども、重さ数トンの岩の直撃を受ければただではすまない。

　ただし、天然物である岩は、魔法で動かすことができる。

　帝国軍側の魔ま導どう師しが冷静になれば、岩を逸らすことは可能だ。この丸岩はいわば嫌いやがらせのようなものだが、それでも心理的に与あたえる影えい響きようは大きい。

　このとき、陸上戦艦が門に体当たりをしなかった理由は、仕し掛かけに気がついていたわけではない。

　帝国軍は上空から行った、猛もう禽きん類るいの使い魔まによる偵てい察さつで、門の後方に石が積まれていることを察知していたのだ。

　蒸気機関で動く鉄の塊かたまりといえども、陸上戦艦にも限界がある。数十トンに及およぶ積み上げられた岩を押しのけることは不可能であると判断したのだ。

　そして、第二防壁と第三防壁との間のスペースには、深さ二メートルほど掘ほり下げたジグザグの塹ざん壕ごうが何本も走っており、地じ盤ばんが緩くなっているために陸上戦艦は、そこを通ることができない。第三防壁に取り付くには、門の前に延びるその道を通るしかない。

　門を狙っても壊こわせないとしたら、狙うのは門の脇の防壁しかない。

　だが、そこしか狙えないということは、陸上戦艦は嫌でもそこに行くしかない、ということでもある。

　陸上戦艦が防壁を突つき崩くずそうとして体当たりを食らわした場所こそ、翔馬が設置したサーマルガンの正面だったのだ。

　第三防壁に体当たりした陸上戦艦は、前部をのし上げたため、動輪が浮ういてしまったのだろう。その場で立ち往生し、小刻みに前進と後退を繰くり返しはじめた。

「おお！　やったぞ！　動きが止まった！」

「瀬里奈様！　サーマルガンの用意は出来ておりますぞ！」

「今なら側面からぶち抜ぬけますぞ！」

　瀬里奈は首を振った。

「まだよ！　まだ早いわ。翔馬が言っていたもの。敵の蒸気機関車をぶっ壊すのは、敵が勝った！　と思った、その瞬しゆん間かんだ、って。

　勝った！　と思った喜びが、目の前で打ち壊される、その衝しよう撃げきの度合いが、この戦いを決めるんだ、って……だから、待つのよ。敵が、勝った！　と思うそのときまで！」

　そう言って瀬里奈が、陸上戦艦をにらみつけた……その頃。

　峡谷砦の上では、ミルチが小こ躍おどりして下を見ていた。

「やった！　動けないみたい！　今がチャンスだヨ！　よく狙って！」

「狙ってといわれてものう、こいつは、もともと狙って狙えるようなシロモノではないからな」

「爺じいちゃんは、一言多いんだヨ！　ダメモトって言葉があるでしょ？」

「ダメでもともと、というのと、もともとダメ、というのは意味が違ちがうぞ」

「いいから早く！　動き出しちゃうヨ！」

「発射準備！」

　クラフトたちが、ばたばたと走り回り、リネンに包まれた油の入った壷つぼが投石機のバスケットに置かれ、それに油が掛けられる。

「よし、着火！」

「着火します！」

　着火係が持った着火具が、ジジジジ、というゼンマイの音と共に派手な火花を散らし、壷を包んだ布が、ぱっと燃え上がった。

「着火確かく認にん！」

「よし！　発射！」

　発射係であるサフェダ老がロープを引くと。くさびが外れ、投石機のアームが大きく振ふられ、火か炎えんびんが炎ほのおを引きながら宙を舞まった。

　投石機の脇に待機していた魔導師がスナイプアローの呪じゆ文もんを唱えて、飛んでいく火炎びんをコントロールする。

　放物線を描かいて飛んだ火炎びんは、炎と、黒こく煙えんを引きながら、落ちていくが、風にあおられたのだろう、右にずれそうだ。

　だが、魔導師が右手を挙げて、左に振ると、空中を飛んでいた火炎びんは軌き道どう修正を始めた。

「今度は上手く行きそうだヨ！」

「敵の妨ぼう害がいを受けなければ命中しそうじゃな！」

　帝国軍の魔導師は、発見が遅おくれたのだろう、妨害を食くらったのは、陸上戦艦の操縦室に当たる、その寸前だった。

　そこまで、いい感じに飛んでいた火炎びんが、いきなり失速したのだ。

「あああ！　落ちちゃう！」

「魔法障壁じゃ！」

　ミルチたちの見ている前で、火炎びんは失速し、陸上戦艦のはるか手前で落ちた……はずだった。だが、ちょうどそのタイミングで進路を確保するために前進と後退を繰り返していた陸上戦艦は前進を開始していたのだ。

「あ、あああ！　当たる！　当たるヨ！」

　ミルチの言葉のとおり、火炎びんは、陸上戦艦の操縦室の真上に命中し、そこで一気に燃え上がった。

「やった！　やった！」

　ミルチはぴょんぴょんとびはねた。

　だが、下を見ていたサフェダ老が叫さけんだ。

「なんじゃあれは！　水が出ているぞ！　いかん！　消える！　油が流れ落ちてしまう！」

「なんだと！」

　投石機の所にいたクラフトたちが、一いつ斉せいに峡きよう谷こく砦とりでの縁ふちに駆かけ寄って、下を見た。

「なんじゃあれは、操縦室の上から水が出ておる！」

　その言葉のとおり、操縦室の上に、ホースのようなものが取り付けられており、そのホースから勢い良く水が噴ふき出しているのだ。

「くそ！　散水装置じゃ！　蒸気機関だから、水だけは豊富に持っておる……さっき引っ込んだときに、送水ポンプからホースを引っ張ってきて、屋根に取り付けたのじゃろう。敵にも工く夫ふうの知ち恵えを持ったやつがいるものじゃ……」

「どうすればいいの？」

「火炎びんは、鉄を壊すものではない。乗っている中の人間を炎で焼くことで、蒸気機関車を行動不能にするものじゃ。それができんとなると、あいつを止めることは不可能じゃな……兵士を狙って足止めするしかあるまい……」

　サフェダ老は、ため息をついた。
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　峡きよう谷こく砦とりでの投石機の前で、ミルチたちが落らく胆たんしていた……その頃ころ。

　帝てい国こく軍の指揮車の中では、皇こう帝ていが報告を受けていた。

「陸上戦せん艦かんより信号！　敵火か炎えん攻こう撃げきハ、放水ニヨリ、完全ニ排はい除じよセリ。当方負傷者ナシ。防ぼう壁へき突とつ破ぱ作戦ヲ続行セリ！」

「そうか、急造の改造だったが、整備中隊はよくやってくれた。後で私から賞しょう誉よを出す。忘れないように記録しておいてくれ」

「了りよう解かいしました！」

　参さん謀ぼうは、そう言うと持っていた記録用紙に、なにやら書き込んだ。

　皇帝は、翔しよう馬まに向き直るとにっこり笑った。

「お前の協力に感謝する、ショーマよ。共に帝国を支え、世界を手に入れようではないか！」

「ありがとうございます！」

　翔馬はそう言って一礼した後で、小さくためいきをついた。

　──なんだか、罪悪感が消えないな。どんな理由があるにしろ、信しん頼らいを裏切ったことに変わりはないんだものな。

　こういうことを割り切れたら、立派なスパイとかになれるんだろうけど、俺には無理だ。

　それにしても、なぜ、こんな風に罪悪感が湧わいてくるんだろう？　陸上戦艦をぶっ壊こわすために、野営地に侵しん入にゆうしたときは、皇帝は、侵しん略りやく者で、憎にくい敵でしかなかったのに……。

　こういうのを、情が移るって言うのかな。

　翔馬はそんなことを考えながら、峡谷砦の攻こう防ぼうに視線を向けた。




　陸上戦艦が、ミルチたちの放った火か炎えんびんの直ちよく撃げきを受ける光景を見た帝国軍の兵士たちは、一いつ瞬しゆん静まり返った。

　だが、操縦席の屋根から噴ふき出す水が、炎ほのおを流しさり、ゆっくりと後退しはじめたのを見て、大だい歓かん声せいを上げた。

　陸上戦艦は、そのまま第二防ぼう壁へきのさらに後ろまで後退すると、そこで停とまり、勢い良く煙けむりと蒸気を吹ふき上げた。

　それは、闘とう牛ぎゆう士しに向かって突とつ進しんする猛もう牛ぎゆうが、前足で土を搔かく仕草を思わせた。

　やがて、ぼっ！　という鈍にぶい音と共に煙が吹き上がり、シリンダー内の冷えた蒸気を排はい出しゆつするドレン弁から、車輪の両側に、真っ白な蒸気を噴ふん出しゆつさせながら。陸上戦艦は前進し始めた。

　ぼっ、ぼっ、ぼっ！　というリズミカルなドラフト音を響ひびかせて、どんどん加速していく。そして時速四十キロほどの速度を保ち、道路の真ん中に乱雑に積まれた障害物の石積みを迂う回かいし、曲線を描えがくようなラインで第三防壁の門の隣となりにある、さっき突つっ込んだ場所にもう一度突っ込んだ。

　だが、その進路は、微び妙みようにずれていた。

　道路中央にある障害物の石積みを迂回したために、進路が定まらなかったのだ。

　陸上戦艦が突っ込んだ地点は、最初の突とつ入にゆう地点より、二メートルほど門に近い場所……というよりも、門柱そのものだった。

　ずしん！　という地じ響ひびきと、めりめりっ！　という材木の折れる音が重なって聞こえて来た。

　土つち煙けむりの向こうに、第三防壁の門柱が折れ、門もん扉ぴが崩くずれていくのが見える。

　帝国軍の兵士が一いつ斉せいに、わぁあああ！　という歓かん呼この声を上げる。

　だが、その歓声は、戸と惑まどいの声に変わった。

　土煙の中で、何かが動きだしたのだ。

「なんだ？　何かが動いているぞ？」

「敵か？」

　そのとき、戦場に、ピリリリリリィーッ！　というカン高い笛の音が鳴り響いた。

　それは、帝国軍の指揮官が、自分の部下たちに敵の突とつ撃げきを警けい戒かいする呼びかけの警笛の音だった。

　警笛の音があちらこちらで交かわされている中で、倒とう壊かいした門の土煙の中から、のそり、と姿を現したのは、直径一メートルほどの球形の岩だった。

　ごろり、と転がった岩の後ろから、同じサイズの球形の岩が、いくつも姿を見せた。

「なんだあれは！」

「岩だ！　大きな岩だぞ！」

　岩は、ごろり、ごろり、と転がり始めた……と思う間もなく、加速度をつけて、一気に坂を駆かけ下り始めた。

　先頭を転がっていく直径一メートルほどの丸岩の後ろに、いくつもの岩が続く。同じような大きなもの以外に、直径五十センチから三十センチほどのサイズのものもある。

　小さなものは、数が多い、ざっと二、三十個はあるだろう。

　大小さまざまな球形の岩は、ガラガラという、互たがいにぶつかりあう音を立てながら、門に突っ込んだ陸上戦艦の脇わきを転がり落ちていく。

　それは、坂道のてっぺんで、オレンジの詰つまった紙かみ袋ぶくろを落としたような光景だった。

　オレンジと違ちがうのは、どれもこれも、ぶつかった人間は、無事では済まないという、殺意あふれる岩だ、ということである。

　だが、門に通じる道路上に部隊の姿はなく、兵士たちはすべて道路わきに退たい避ひしていた。

　翔馬からもたらされた情報は、全軍に通達されており、この、丸岩による攻こう撃げきは、予告されていたからだ。

　帝国軍の兵士達は、余よ裕ゆうの顔つきで、転がってくる岩を見ていた。

　兵士の間からは、嘲ちよう笑しようにも似にた笑い声が上がった。

「見ろよ、岩転がしだとよ」

「まるで子供だましだな」

「あんな罠わなに引っかかるヤツはいねーよ」

　だが、そんな余裕も、目の前に岩が転がって来るまでの間だった。

　勢いをつけて、道路の上をまっすぐ転がってきた丸岩の群れは、そのまま道路の真ん中を転がり落ちていくはずだった。だが、その進路には、乱雑に積まれた石積みがあったのだ。

　転がる岩を見ていた指揮官の一人がそれに気がついた。

「いかん！　このままでは……」

　指揮官は警告を出そうとした、だがそれよりも早く、転がってきた岩は道路上の石積みに激しくぶつかり、そこで跳はね返って、方向を変えた。

　それは、パチンコ台の盤ばん面めんを落ちてきたパチンコ玉が、クギに弾はじかれて方向を変える様にそっくりだった。

　カツン！　ガツン！　という音を立てて、道路上に積まれた石に当たって跳ね返り、方向を変えた岩は、道路を逸それて左右に分かれ、第二防壁と第三防壁の間に展開している部隊の中に、そのまま飛び込んだ。

「うわあああ！」

「こっちに来るぞ！」

「に、逃にげろ！　死ぬぞ！」

　道路から退避していれば安心だ、とばかりに気を緩ゆるめていた兵士たちの多くは、行動を起こすのが遅おくれた。

　何人もの兵士が、転がり込んできた大岩の下した敷じきになった。

　大岩から逃げることができた兵士も、その後ろから跳ねるように飛んできた多くの小さな岩から逃げることはできなかった。

　頭や腕うで、足などに、跳とんできた岩の直撃を食くらい、倒たおれる兵士が続出した。

「うわああああ！」

「逃げろ！　逃げるんだ！」

　第二防壁と、第三防壁との間に展開していた部隊は、算を乱して逃げ惑まどった。

　総そう崩くずれになりかけた部隊を押しとどめたのは、パニックから立ち直った従軍魔ま導どう師しの掛かけた魔ま法ほうだった。

　矢を逸らせるサイトアローの魔法を応用して岩の転がる方向をコントロールした魔導師の活かつ躍やくで、混乱は次し第だいに収まって行った。

　だが、すべての岩が動きを止めた後、そこには百人以上の兵士が倒れ、うめき声を上げていた。

「くそ！　こんな、前近代的な姑こ息そくな手に引っかかるとは！」

　皇帝は、指揮車の机を握にぎりこぶしで、ドン！　と叩たたいた。

「警告しておきながら、道路の中央にあった障害物のことまで思い至りませんでした、申し訳ありません」

　頭を下げた翔馬を見て、皇帝は首を振ふった。

「いや、お前は、あの岩を転がすトラップのことを、事前に警告してくれた。それだけで充じゆう分ぶんだ。この犠ぎ牲せいはお前の責任ではない。あの、道路の中央に積まれた石積みを、単なる障害物だと思い込んで、放置したのは我々だ。

　道路を転がって来た丸岩が、あの石積みに当たれば、どんなことになるのか、それを読めなかった我々の責任だ……」

　皇帝は振り返ると、そこにいた参謀に言った。

「直ちに損害の把は握あく！　戦せん闘とう不能、もしくは戦力半減の部隊は後方に下げ、予備部隊と交こう替たいさせろ！　部隊再編、戦力補ほ充じゆうが終わり次第、総攻撃を掛ける！」

「了解しました！」

　参謀はそう答えると梯はし子ごを降りて行った。

　配置されていた部隊の再編や、負傷者の後送などに手間取り、結局、第三防壁への攻撃が再開されたのは、それからさらに一時間ほどが過ぎた頃だった。

　朝五時の日の出とともに始まった峡きよう谷こく砦とりで攻略戦は、開始から既すでに十時間以上が経過していた。

　指揮車の階下の参さん謀ぼう達が、ときおり怒ど鳴なり合いに近い、感情的なやり取りを交わしているのを聞いた翔馬は、胸の中でうなずいた。

　──結構ストレスが高くなって来ているみたいだな。

　ここらで、一気にけりをつけたい。目の前の壁かべに、ドカンと一発大穴を開けて、勝利に雪崩なだれ込みたい、という願望は、そのまま陸上戦せん艦かんへの期待へと変わる。

　そうやって期待を高めることが重要だ。最高に高まったところでそれを打ち砕くだく。

　それで上手うまく行く……はずだ。

　そう思う反面、不安もぬぐえなかった。

　──サーマルガンで陸上戦艦が破は壊かいされて、パニックになったところに、峡谷砦から反はん撃げき部隊が突撃を開始する。それを見て、帝てい国こく軍が壊かい走そうし、皇こう帝ていを捕ほ虜りよにする。というのが、最高のシナリオだ。でも、そんなに上手く行くはずがない。

　そして、最悪のシナリオは、というと、サーマルガンが外れて、陸上戦艦を破壊できず、峡谷砦が陥かん落らくして、アンゼリカ王国が敗北する。というものだ。これはもう論外。絶望的な未来しか見えない。

　一番ありそうな展開は、陸上戦艦の破壊には成功するが、帝国軍は総崩れにならず、そのまま持久戦に持ち込まれる。というヤツだ。

　持久戦に持ち込まれたら、国力の差で帝国が有利になるが、もし、あの陸上戦艦を拿だ捕ほできれば、陸上戦艦と交こう換かんに、有利な停戦条約を結べるかもしれない。

　こうやって考えると、やはり皇帝次第か……皇帝の力を見くびっていたというか、俺はこの皇帝のことをほとんど知らなかった。

　敵を知らずして勝とうというのが間ま違ちがいだったかもしれないな……。

　翔馬がそんなことを考えていると、通信参謀が報告書を持って梯子を駆け登のぼってきた。

「総攻撃の準備が整いました！　部隊再編終しゆう了りようです！」

「よし！　全部隊に通信を送れ！　陸上戦艦が第三防ぼう壁へきを突とつ破ぱするのと同時に、帝国近衛騎き兵へいを先頭に全軍突撃せよ、だ！」

「了りよう解かいしました！」

　通信兵が、操作盤ばんを動かし始めると、屋根の上で腕うで木ぎ式信号機が、カタカタ言い始め、最前線の方から進軍開始を告げるラッパの音が響いてきた。

　第一防壁のラインまで下がっていた陸上戦艦が、勢い良く煙けむりを噴ふき上げ始めたのが見える。

　つい今しがたまで、給水と点検を行っていた蒸気砲ほうが、砲ほう撃げきを再開した。

「いよいよだな……」

　そう話しかけてきた皇帝を見て、翔馬も答えた。

「はい、いよいよです……」




　同時刻。第三防壁の真横に位置するサーマルガン陣じん地ちでは、瀬せ里り奈ながつぶやいていた。

「いよいよね……」

　瀬里奈の目の前に、陸上戦艦が黒こく煙えんを吐はきながら進んでくる。

　サーマルガンの砲ほう架かに取り付いたクラフトたちが、ハンドルを回して、砲ほう身しんの方向と仰ぎよう角かくを合わせ始めた。

「しっかり狙ねらえよ！　瀬里奈様がターゲットサイトの魔法を使えば、百発百中とはいえ、わしらの手で、できる限りのことはやらんとな！」

「わかっておるわい、お前こそ、電極はしっかり磨みがいたんか？　錆さびが浮ういておったら、弾だん丸がんがまっすぐ飛ぶどころではないぞ」

「安心せい、曇くもりひとつなくピカピカじゃ！　それよりも、お前の弾丸は大だい丈じよう夫ぶか？　電極との間で溶とけ切ってしまうと、初速が出んぞ？」

「大丈夫じゃ、何度も試験を重ねて、最適の厚さを出した。間違いなく飛んでいくわい」

　小声で、言い合いながら、準備を進めるクラフトたちは、みんなベテラン揃ぞろいだ。

　電流を流して、弾丸を加速させるレールの表面を平へい滑かつに、まるで鏡のように磨き上げたり、飛ひ翔しようする弾丸の重量バランスを削けずり出し一発で出したり、という調整の難しいサーマルガンのメンテナンスができるのは、クラフトの里の住人の中でも腕うで利ききの職人だけである。

　ベテランの職人、ということは、つまり、それだけ年季が入っているということだ。白いひげをたくわえ、ちょこまかと歩き回る七人のクラフトに囲まれていると、瀬里奈は、なんだか自分が白雪姫ひめにでもなったような気分になる。

　山の斜しや面めんを掘ほって、石と材木で壁へき面めんと天てん井じようを作り、偽ぎ装そう布を掛けた上から、斜面林の落ち葉をかき集めて上から載のせたサーマルガン陣地の中を見回して、瀬里奈は思った。

　──本当なら、ここに、翔馬がいて、ライナもミルチも居てくれるはずだった。

　でも、翔馬は捕つかまって、ライナは特とく殊しゆ部隊と一いつ緒しよに潜せん行こう中。ミルチは、投石機にかかりきりで、ここにいるのは私一人。

　心細くないと言ったら噓うそになる。本当のことを言えば、逃げ出したいくらい。足だって手だって震ふるえが止まらない。

　でも、やらなきゃいけないんだ。

　瀬里奈は、目の前に伸のびる陶とう器き製の砲身を見上げた。

　──このサーマルガンは、私にしか撃うてない。私しか狙えない。

　それが、私の仕事……翔馬が私に託たくした、私の仕事なんだ。

　でも、本当に上手くいくんだろうか？　蒸気機関車をやっつけたら、翔馬は戻もどって来るんだろうか？

　フィラメント少しよう佐さと、ミルス総司令官は、帝国軍の蒸気機関車を破壊して、分ぶん捕どってしまえば、間違いなく帝国軍と停戦に持ち込める、そして、帝国も、分捕った蒸気機関車となら、翔馬との交換を受け入れるだろう。と言っていたけど、そんなに簡単に話が進むんだろうか？

　もしかしたら、このまま死ぬまで翔馬に会えないかもしれない……そんなのはイヤ！　死んでもイヤ！

　瀬里奈は握りこぶしを握ったまま、サーマルガンの砲身が向いている、陣地の開口部から、目の前を進んでくる、陸上戦艦を見つめた。

　瀬里奈の隣となりに、クラフトたちが鈴すずなりになった。

「おうおう、派手に煙を噴ふいて、やる気満々で突つっ込んでくるわい」

「土ど塀べいを崩くずした後の山を、勢いをつけて乗り越こえるつもりじゃろう。だが、そう簡単に乗り越えられると思うなよ」

「ショーマ殿どのが言っておったな……第三防壁は漆喰を厚くしてほとんど漆喰の塊かたまりのような造りだ。体当たりをかけても、倒れるのではなく、崩れるだけだと」

「おうよ。防壁が崩れて盛り上がった漆喰の山になれば、車体の長い蒸気機関車は、前輪が漆喰の山を乗り越えても、車体中央部が乗り越えられずに、亀かめの子のようになってしまう可能性が高い……というので、わしらは、第三防壁の中に、いくつも岩を仕込んでおいた。漆喰の山だと思って突っ込んでくると、腹の下に岩を抱かかえ込むことになるわけじゃ」

「太りすぎたシマアヒルのように座り込んで、にっちもさっちも行かなくなったところを、瀬里奈様が狙って、ずどん！」

「帝国軍自じ慢まんの蒸気機関車とやらも、一巻の終わり、というわけじゃな」

「そんなに簡単に行くといいんじゃが……」

「何を言うか、ショーマ殿が言っておったじゃろう。実際に撃たんでも、なんじゃったかな、ほら、あれじゃ、いめーじとれーにんぐ。というヤツじゃ。うまく行くことを脳内に思い浮かべることが大切じゃと……」

「おお、そうじゃな。うまく行くことを思い浮かべることが大事じゃな……」

　クラフトたちの言葉を聞いていた瀬里奈は、はっとした。

　──そうよ！　悪いほう悪いほうに考えちゃダメ！　うまく行くことを自分で信じて、そこに向けて自分をコントロールする。それが大事なんだわ。

　そして、瀬里奈は、周りにいるクラフトの里の男たちが、瀬里奈のことを案じて、わざと明るく、飄ひよう々ひようと振ふる舞まっていることに気がついた。

　──私って、バカだ。

　一人ぼっちなわけないじゃん。翔馬も、ライナも、ミルチも、ここにはいないけど、ここにいないってだけで、ちゃんと想おもいは繫つながっているんだ。

　クラフトの人たちも、こうして見守ってくれているじゃない。

　これで、一人ぼっち、なんて言っていたらバチが当たるわ。

　瀬里奈は、もう一度握にぎりこぶしをぎゅっと握ると、力強くうなずいて言った。

「攻こう撃げき準備よ！　レールの上をもう一度拭ふいてから、弾丸をセットして！　二つの電極からの導線に、緩ゆるみがないかどうか確かく認にんして！　あいつが防壁に突っ込んで、動きを止めたら、発射よ！」

「了解じゃ！」

「さあ、仕事じゃ！」

「おうさ！　わしらの作った、このサーマルガン、いよいよ本番じゃ！」

「後にも先にも一回こっきり！　ドカンと食くらわせてやりましょうぞ！」

　七人の老クラフトたちは、口々にそういうと、一いつ斉せいに動き始めた。




　その頃ころ、峡谷砦の建物の一階にある、薄うす暗ぐらい倉庫のような広い部屋の中に、王国軍の王立騎兵団の竜りゆう騎き兵へい連隊の兵士たちと、クラフトたちの自転車部隊が、整列を終えていた。

　やがて、兵士の前に峡谷砦守備部隊の総司令官である、ミルス中将が立った。

「きをつけぇーっ！」

　先任軍ぐん曹そうの号令が掛かかり、その場にいた兵士全員が不動の姿勢を取る。

　ミルス中将が小さくうなずくと、先任軍曹が再び声を張り上げた。

「休めっ！」

　兵士達は一斉に両足を肩かた幅はばほどの広さに開き、両手を腰こしの後ろで組む『休め』の姿勢を取った。

　ミルス中将は、ゆっくりとした口調で話し始めた。

「我々はアンゼリカ王国の最後の希望であり、アンゼリカ王国そのものである！

　峡谷砦無くしてアンゼリカ王国無く、アンゼリカ王国無くして峡谷砦は無い。

　帝国との戦いは、最終段階に入った。

　帝国軍の圧あつ倒とう的な力を持つ魔ま法ほうの通じぬ鉄の塊、蒸気機関車により、三重に張られた防壁は、いよいよ破られんとしている。

　帝国軍の兵士は、一人残らず勝利を確信し、峡きよう谷こく砦とりでは風前の灯ともし火びであると信じきっている。もはや王国軍に余力は無く、蒸気機関車の前になすすべも無く敗れ去るに違ちがいないと思い込んでいる！

　だが、ショーマ殿の造った秘密兵器と、瀬里奈様の魔ま力りよくは、その、帝国軍の象しよう徴ちようたる蒸気機関車を一いち撃げきで屠ほふるであろう！

　彼らの野望が打ち砕くだかれた、そのとき、我々は一気に反はん撃げきに出る！　敵の混乱と衝しよう撃げきに乗じて、敵てき陣じんに切り込み、一気に本ほん陣じんに突とつ入にゆうし、これを粉ふん砕さいする！

　この戦いは速度がすべてを決める！　敵が立ち直れば、数に劣おとる我々の勝ち目は無い。駆かけろ！　ただ一心に駆けるのだ！　速度こそが我々の剣けんであり、動きこそが我々の鎧よろいである！

　女王陛下は、今、すべてを諸君らに委ゆだねた。

　この王国が、存続し、王国の名が歴史に残ることができるかどうか、それは諸君らに委ねられたのだ！

　戦おう！　王国の旗を掲かかげ、その旗と共に！」

「おう！」

　騎兵隊の兵士と、クラフトの兵士は、声をそろえて答えた。

　戦いのクライマックスは、すぐそこに迫せまっていた。




　帝国軍と王国軍。峡谷砦の戦いに臨のぞむすべての兵士が見ている前で、帝国の陸上戦せん艦かんが、加速を開始した。

　黒煙を激しく噴ふき上げ、目め一いつ杯ぱい圧力を上げた蒸気の力を振ふり絞しぼり、ぐんぐん加速していく。

　その速度は、今まで繰くり返した突とつ撃げきよりも速かった。

　陸上戦艦は、時速五十キロ近い速度で、破は壊かいされかかった第三防ぼう壁へきへと突っ込んだ。

　ずしん！

　腹の底に響ひびくような地じ響ひびきと共に、猛もう烈れつな土つち埃ぼこりが舞まい上がる。

　その場に居合わせた、すべての兵士が、固かた唾ずを吞のんで見守る中で、ゆっくりと土埃が収まっていく。

「どうだ？　突とつ破ぱしたか？」

　前線指揮所でその光景を見つめていた皇こう帝ていが、拡大魔法を使って確認している参さん謀ぼうに声をかけた。

「いえ、まだよくわかりません……土埃が収まらないと……」

　一呼吸……二呼吸……。

　誰だれも、何も言わない。

　無言の時間だけが流れていく。

　やがて、参謀が叫さけんだ。

「や、やりました！　突破しています！　陸上戦艦の前半分が防壁を越えております！」

「よし！　全軍突撃！　防壁の突とつ破ぱ口こうから、一気に内部に突入し、峡谷砦本体に取り付くのだ！」

　皇帝の言葉が終わらぬうちに、峡きよう谷こく全体を揺ゆるがすような、うぉおおおおお！　という叫びが聞こえて来た。

　それは、帝国軍の兵士が上げる、勝利の雄お叫たけびだった。

　難なん攻こう不ふ落らくと言われていたアンゼリカ王国の峡谷砦の、三重の防壁をついに突破したのだ。

　砦とりでの本体に取り付くことができれば、あとは勝ったも同然だ。

　帝国軍の兵士は、このとき、勝利を確信した。

　だが、勝利を確信した人間は、帝国軍の兵士だけではなかった。




「突っ込みおったぞ！」

「どうだ？　敵は動けそうか？」

「まだわからん、土埃がひどくて、確認できん！」

「腹が浮ういておったら、こっちのものなのじゃが……」

　サーマルガン陣じん地ちでは、クラフトたちが、固唾を吞んで、第三防壁に突っ込んだ陸上戦艦を見つめていた。

　やがて、舞い立った土埃が収まり始めた。

　陸上戦艦の黒く長い車体の前半分が、防壁の内側に突っ込んでいるのが、うっすらと見える。

　陸上戦艦は、その質量と速度によって、厚さ一メートルの分厚い第三防壁の漆喰の壁かべを完全に破壊していた。

　そのとき、ぼっ！　ぼっ！　という音と共に、煙けむりが吹き上がり始めるのが見えた。

　それと同時に、ゆっくりと巨きよ大だいな動輪が回転し始める。

　だが、その動輪は、空むなしくその場で回り続けるだけだった。

　陸上戦艦は、突き崩した漆喰の中に仕込まれていた岩に乗り上げていた。

「やったぞ！　ヤツは動けん！」

「正面、どんぴしゃじゃ！　横腹むき出しじゃぞ！」

「わははは！　見ろ！　まるで亀じゃ！」

「我がもの顔で、防壁をぶっ壊こわしまくってくれたが、無様なもんじゃな」

「どうじゃ！　わしが積んだ岩のおかげで、身動きできんじゃろ！」

「さあ、瀬里奈様！　今ですぞ！　ヤツが動けんうちに！」

　陣地の中に、クラフトの歓かん声せいが響いた。

「誘ゆう導どう弾だんの呪じゆ文もんを掛けます！　砲ほう身しんのカバーを外して下さい」

　瀬里奈が告げると、飛び跳はねて喜んでいたクラフトたちは、我に返った。

「おお、そうじゃ、喜んでいる場合ではなかった」

「肝かん心じんの仕事をせねば！」

　クラフトたちは、陶とう器き製のサーマルガンの砲身に駆け寄ると、砲身に掛けてあった偽ぎ装そう布のカバーのフックを外し、巻き取り始めた。

　茶色の陶器製の砲身が露あらわになると、照準係のクラフトが、砲身を後ろから覗のぞいているクラフトの指示を受けてハンドルを回して、砲身の方角と、仰ぎよう角かくを陸上戦艦の横腹に向けて微び調ちよう整せいしはじめた。

「ちょい右！　もうちょい！」

「こうか？」

「んーと、もうちょっと……よし！」

　ハンドルを回していたクラフトは、歯車が、砲ほう架かの重さで逆回転しないように木で作られたくさびをはめ込むと、砲架を離はなれた。

　もう一人のクラフトが、弾だん丸がんの後ろに、細い針金状に伸ばしたミスリルを丸めた、金属製のたわしのようなものを詰つめ込んだ。これが高電圧でプラズマ化することで、火薬の爆発と同じような運動エネルギーを弾丸に与あたえるのだ。

　瀬里奈は、サーマルガン後方に設置された弾丸に近づくと、目を閉じ、右手を弾丸にかざした。

　一回深呼吸をしたあとで、照ター準ゲツ強トサ化イトの呪文と、昔の船乗りが羅ら針しん盤ばん代わりに使っていたと言われる星照スター目標サイトの呪文、そして物体センサ検知リングの呪文を織り交ぜた、オリジナルの呪文を唱え始めた。

「天に在りし星、地に吹ふく風。そして森しん羅ら万ばん象しように存在するすべての物よ、我は渾こん身しんの力を以もつてこれより汝なんじらに問う！　在りしものの中で、我が想いを込めしものよ、永遠にして、不ふ滅めつなるわが想いの向かいしところを、我に指し示し、我が想いを込めしものに、我が送り出す光速の矢を命中させたまえ！　光ホーミ速ング誘・マ導ジッ魔ク・弾ブレット！」

　呪文が終わるのと同時に、ミスリルと硬こう化かアダマンタイトの合金で作られた弾丸が、ぼうっと紫むらさき色いろに光り始めた。

　瀬里奈は、大きくため息をつくと、周囲で魔法の儀ぎ式しきを見守っていたクラフトたちに言った。

「呪文が掛かかりました。でも、効果は持続しません、急いで発射しましょう！」

「よし！　退たい避ひ！　急げ！　敵が動けんうちじゃ！」

「言われんでも、わかっとるわい！」

　クラフトたちは、そんなことを言い合いながら、先を競きそってサーマルガンが据すえ付けられた陣地の後方にある、洞どう窟くつ状の退避室に飛び込んだ。

　最後に退避室に入った瀬里奈は、後ろを振り返って、サーマルガンの周りに誰もいないことを確かく認にんした。

「大だい丈じよう夫ぶ？　全員退避したわね？」

「一、二、三、四……六、七、大丈夫じゃ！」

「おお、全員いるぞ」

「では、撃うちます！」

　瀬里奈はそう言うと、退避室との仕切りにあるドアを閉めて、電源室に飛び込んだ。

　電源室と言っても、その部屋にある電気系の設備と言えば、二つの大きなてるてる坊ぼう主ずのような形をしたミスリル製の電極が置かれているだけで、それ以外には、ソファーやベッド、テーブルにお茶セット、そして果物やお菓か子しの入っている戸と棚だながあるだけである。

　ようは、瀬里奈の居室なのだが、翔馬が冗じよう談だんで、電源室と呼んでから、それが通り名になってしまったのだ。

　瀬里奈は、目を閉じて、大きく息を吸うと、全身全ぜん霊れいを込めて、電でん撃げき魔ま法ほうを唱え始めた。

　呪文の詠えい唱しようが進むに従って、瀬里奈が着ているドレスのスカートの裾すそが、ふわっと空中に浮かび始めた。

　それと同時に髪かみの毛やリボンも浮かび始める。

　すらっと伸のびる白い太ももがむき出しになっていることを気に掛かけることもなく、瀬里奈は一心に呪文を唱え続ける。

　やがて、全身がぼうっと青白く光り始めた。

　とてつもない電圧が掛かっているのだろう、髪の毛や服の先せん端たんがプラズマにも似た光を発し、空気にオゾンの臭においが混じり始めた。

　そして、瀬里奈は、目を見開いて両手を頭上に差し上げ、発動の呪文と共に、手のひらを二つの電極に叩たたきつけた。

「崩天ア・雷撃ミード！」
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　その瞬しゆん間かん。

　すべてが白く光った。

　電源室にいる瀬里奈と、退避室にいるクラフトたちは、世界が爆ばく発はつするような轟ごう音おんを聞いた。

　それは、文字通りの爆発だった。

　想像を絶する電圧を通電されたミスリルの回路が、流れる電子量に耐たえ切れず、その場で一いつ瞬しゆんにして、プラズマ化したのだ。

　そのエネルギーは、レールを伝わり、二つのレールにまたがるように置かれた弾丸の載のった電極にとんでもない運動エネルギーを与えた。

　弾丸を載せた電極はエネルギーを受け止めきれずに溶とけ、そして気化した。

　二本のレールと電極、すべてをプラズマ化させ、陶器製の砲身を粉ふん砕さいして飛び出した弾丸は、音速を超こえていた。

　硬化アダマンタイトの合金製の弾丸は、大気を切り裂さき、後方にソニックブームを引いたまま、陸上戦艦のドーム下に置かれた、ターゲットに突つき刺ささった。

　運動エネルギーは、フェルト製の人形を文字通り、微び細さいな繊せん維い片になるまで粉砕し、そのまま弾丸を錬れん鉄てつ製の分厚い蒸気溜ためへと食い込ませた。

　蒸気溜めは、ボイラーが作り出す高圧の蒸気に耐えられるように、何重にも重ねられた錬鉄を、さらにボルトで補強された構造になっている。

　弾丸は、その厚さ十センチ近い錬鉄の層と、ボルトを、まるで粘ねん土どでできているかのように、易やす々やすと貫かん通つうし、反対側につき抜ぬけ、そのまま直進して、向かいの山の斜しや面めんに突き刺さり、そこに直径十メートルほどもあるクレーターを造った。

　兵士達が見たのは、山の斜面が爆発する閃せん光こうだった。

　それは陣地に据えつけられていたサーマルガンの電極が、電流に耐えられずにプラズマ化した際の爆発の光だった。

　そして、次の瞬間に見たものは、反対側の山の斜面が爆発し、木々と土ど砂しやが高く跳はね飛ぶ光景だった。

　爆発の轟音と衝しよう撃げき波はは、その後から来た。

　ドカン！　とも、バリバリ、ともつかない、低周波と高周波、すべての音が入り混じったような、ものすごい音と、そして空気の塊かたまりに殴なぐられるような衝しよう撃げきが、兵士をなぎ倒たおした。

　地面に叩きつけられた帝てい国こく軍の兵士たちが顔を上げたとき、目の前に見えたものは、車体上部を無残に切り裂かれ、そこから、間欠泉の湯柱のように、猛もう烈れつな勢いで白い蒸気と湯を噴ふき上げる陸上戦せん艦かんの姿だった。

　戦場は静まり返っていた。

　耳に聞こえるのは、シュウシュウという噴き出す蒸気の音だけで、咳せき払ばらいひとつ聞こえなかった。

　だが、次の瞬間。

　峡きよう谷こく砦とりでから、大だい歓かん声せいが沸わきあがった。

「うぉおおおおおおおおお！」

　それは、王国軍の兵士が上げる、歓かん喜きの叫さけびだった。

　その声を聞いた帝国軍の兵士は。我に返った。

「うそだろ……おい」

「なんで、陸上戦艦がやられちまったんだよ！」

「さっきの爆発は何だ？　なんで、戦艦が壊れているんだ？」

「おい、どうする？　どうすればいいんだ？」

　帝国軍の兵士たちが、お互たがいの顔を見合わせた、そのとき。

　峡谷砦から、高々と角笛の音が響ひびいた。

　パプゥーン！　パプゥーン！　パプゥーン！

　角笛の音が、三回響いて消え……一呼吸置いて。

　峡谷砦の建物の正面にある厚い木の扉とびらが、ゆっくりと左右に開き、中から、走そう竜りゆうにまたがった竜りゆう騎き兵へいの群れが躍おどり出た。

「うぉおおおおおおおお！」

　竜騎兵は、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす帝国軍の兵士たちの列に向かって突とつ進しんした。

「うわ、うわ、うわああああ！」

「に、逃にげろ！　逃げるんだ！」

　最前線で槍やりを構えていた兵士の一人が、手に持っていた槍を投げ捨て、敵に背を向けて走り始めた。

　一人が走り出すと、その左右にいた兵士も同じように武器を捨てて走り始めた。

　一人が三人になり、三人が六人になり……。

　そして、次の瞬間。

　帝国軍の戦線が崩ほう壊かいした。

　兵士達を押しとどめようとする指揮官達の声は、逃げ惑まどう兵士達の声にかき消され、警笛の音が空むなしく鳴り響く。




　峡谷砦の上からその光景を見ていたミルチは歓かん声せいを上げた。

「やった！　帝国軍の連中、逃げ出したヨ！」

「よし！　発はつ煙えん弾だんの出番じゃ！　視界を塞ふさいで、パニックを長引かせるんじゃ！」

　もうもうと白い煙けむりを噴き出す松まつ脂やにと炭火を混ぜた発煙弾が投石機のバスケットに置かれ、次々に発射される。

　投石機だけではなく、大きなバリスタと呼ばれる弩ど弓きゆうも使って発射された発煙弾は、逃げ惑う帝国軍の兵士たちの間に落下し、砕くだけた破は片へんからさらに白はく煙えんが立ち上った。

　その、白煙の中を、王国の竜騎兵連隊が、矢のような突とつ撃げき隊形を組んで突進していくのが見えた。

　竜騎兵の後ろから、ガラガラという賑にぎやかな金属音が聞こえて来ると、ミルチは飛び上がって歓声を上げた。

「クラフトの自転車部隊だ！　いっけぇええ！　やっつけろー！」

　白煙の立ちこめる中を、自転車に乗り、金色のミスリルの鎧よろいと兜かぶとに身を固めたクラフトの戦士たちが、手に手にアダマンタイトの斧おのを振ふりかざし、突き進んでいく。

　その後ろから現れたのは、守備隊の歩兵たちの群れだった。

　歩兵たちはそれぞれに、土ど囊のうのようなものを背負っている。

　峡谷砦の上からそれを見下ろしていたミルチが、サフェダ老に聞いた。

「みんな、なんか背負ってるけど、あれ、何だ？　爺じいちゃん、知ってるか？」

「ああ、あれは土囊じゃよ」

「土囊？　土囊って、あれか？　袋ふくろの中に土とか砂を詰つめたヤツ。あんなもん何に使うんだ？」

「足止めじゃよ」

「足止め？」

「ああ、見ておれば分かる」

　土囊を背負った守備隊の歩兵たちは、破は壊かいされた陸上戦艦に向かった。

　陸上戦艦に乗り込んでいた操縦士と助手、そして護衛の兵士たちはすでに捕ほ虜りよになっている。

　先頭の兵士が、陸上戦艦の後方に土囊を置くと、次の兵士がその隣となりに土囊を降ろした。そうやって、次々に降ろされていく土囊に、陸上戦艦が覆おおい隠かくされ始めるのを見て、ミルチは声を上げた。

「埋うめてる！　なんで？　なんで埋めるの？」

「動かせんからな。これはもう王国のものであって、お前らには渡わたさんぞ。という意思表示じゃよ。峡谷砦の一部に組み込んでしまえ、というわけじゃ」

「ふーん、なんだか犬が、自分のものになった骨を庭に埋めてるみたいだネ」

「はははは、そうじゃな。犬でもわかる理り屈くつじゃ。帝てい国こく皇こう帝ていでもわかるじゃろう」

　サフェダ老は、そう言って笑った。
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　サーマルガン発射による爆発と閃光は、帝国皇帝のいる指揮車の二階からも見えた。

　山の斜面が閃光と共に爆ばく煙えんを噴き上げ、そして反対側の山の斜面が吹ふき飛び、陸上戦艦から、白い水蒸気が噴き上げる……そこまでの光景を、翔しよう馬まは、現実味の無い、スローモーションのような感覚で見ていた。

　現実感が戻もどって来たのは、轟音と、そして音速を超えた弾だん丸がんの衝撃波がやってきたときだった。

　爆発音と共に竜車が揺ゆれると、指揮車の一階から、悲鳴が聞こえた。

「うわあ！」

「……何が起こった！」

「わからん！　何だ、今の音は！」

　皇帝は、目を見開いたまま、目の前に広がる光景の一点を凝ぎよう視ししていた。

　それは、柱のような白い水蒸気を噴き上げたまま、うずくまるように擱かく座ざした陸上戦艦の姿だった。

「陸上戦艦が……やられた……だと？」

　皇帝は、かすれたような声で、そうつぶやくと、いきなり、がばっと振り返った。

「ショーマ！　きさま！　何をした！　あれは、お前の仕し業わざか！」

　目に、怒いかりと、驚きよう愕がくの色があった。だが、憎にくしみの色は無かった。

　翔馬は、静かにうなずいた。

「ああ、俺が作った、未来の武器だ。魔ま法ほうをエネルギー源にして、金属製の弾丸を、音速を超える速度で撃うち出す大たい砲ほうだよ……」

「魔法のエネルギーで、音速を超える速度の弾丸を撃ち出すだと？　馬ば鹿かな！　そんなものがこの世にあってたまるか！」

「あるんだよ……その大砲は、ミスリルと陶とう器きでできている。弾丸を飛ばす原理は、電磁力だ。火薬も、蒸気も、鉄も必要としない。ある意味、この世界に持って来いの武器だ。そして、この大砲は、技術によって作られた……この意味がわかるかい？」

「技術……だと？」

「そうさ、技術だ。あなたは言ったよね。技術は誰だれでも使えて、誰でも結果を出せる。模も倣ほうされ、拡ひろげて行くことができるって。

　たとえ俺をここで殺しても、あの大砲の技術は王国に残っている。ノウハウがあれば、同じものを誰でも、いくつでも作れる。

　あなたの作った、帝国の陸上戦艦は、もはや無敵ではない……そして、帝国もまた無敵じゃないんだ。

　なあ……そろそろ、この馬鹿な戦争をやめてくれないか？　これ以上戦争を続けても、ろくなことにならないと思うんだ……」

「馬鹿な！」

　皇帝は叫んだ。

「確かに、私の作った陸上戦艦は破壊された！　お前の作ったその武器は見事だ！　だが、兵力は我が帝国の方が遥はるかに上だ！

　たとえ陸上戦艦が破壊されても、私には、三万の兵士がいる！　この兵力をもってすれば、王国を占せん領りようすることなど容易たやすいことだ！」

　皇帝がそう答えたとき、窓の外を見ていた参さん謀ぼうがつぶやいた。

「なんだあれは……兵が勝手に下がっているだと？　馬鹿な！」

　見ると、峡谷砦の周りはいつの間にか白い煙に包まれ、その中で、騎き兵へいらしいものが走り回っているのが、かすかに見える。

　そして、その下にある第三防ぼう壁へきの手前まで攻せめ寄せていたはずの帝てい国こく軍兵士が、ばらばらになって坂を走り下ってくるのが見えた。

「いかん！　あのままでは総そう崩くずれになる！　騎兵は何をしている！　後ご詰づめの部隊は！」

「連れん絡らくがつきません！　信号を送っても見ていないようです！」

　そのとき、指揮車の一階から、一人の参謀が駆かけ上がって来た。

「皇帝陛下！　大変です！　戦線が総崩れになりました！　陸上戦艦が破壊されたことで兵士が動どう揺ようしたところに、王国軍が騎兵と、自転車兵で反はん撃げきを開始しました！　兵士はパニックを起こし、武器を捨てて壊かい走そう中とのことです！」

「なんだと！」

　青ざめる皇帝を見て、翔馬は言った。

「三万の兵力も、使えなくなったみたいだね……」

「減らず口を叩たたくな！　戦線の崩壊など、戦争にはつきものだ！」

　皇帝は、翔馬を怒ど鳴なりつけると、参謀に向き直った。

「前線司令部の警備兵と、予備兵を全員集合させろ！　動ける人間はすべてだ！　お前たちも槍を持って並べ！　兵を落ち着かせるために、私が前に出る！」

「皇帝陛下が前に出るのですか！」

「ああ、そうだ！　帝国は滅ほろびぬ、帝国はここにある、ということを、この身を以もつて兵どもに示すのだ！　軍律を失い、烏う合ごうの衆と化した兵に、言葉は通じぬ、彼らは目で見たものしか信じぬだろう。

　だから私が出る！　私が出ねば、兵は帝国を信じぬ！」

　翔馬は、皇帝の堂々とした態度を見た参謀の表情が、目に見えて変わって行くのを、見て驚おどろいた。

　さっきまでの、青白い、血の気を失った顔に、血色が戻り、怯おびえた小動物のようにきょろきょろと落ち着かなかった視線が、すっかり定まっている。

　──パニックに陥おちいった人間には、堂々と、胸を張って、何をすべきかを、具体的に指示し、不安をあおるようなことや、憶おく測そくでしかないことを相手に伝えてはならない。

　パニックは伝でん染せんし、どうしていいかわからない人間は、簡単にデマに動かされる……。

　災害時のノウハウと同じことなんだな……。

　翔馬がそんなことを考えていると、皇帝が言った。

「ショーマよ、お前も来るのだ。その目で、帝国軍が立ち直っていく様を見るがよい！」

　──断っても意味が無いな。

　翔馬は、黙だまってうなずいた。




　参謀に前後を挟はさまれて二階建ての指揮車から降りると、そこには、すでに五百人ほどの兵士が、整列していた。

　予備部隊の兵士と、前線基地の守備と、皇帝の身辺警護にあたる近衛このえ兵へい。補給部隊の兵士、整備中隊の整備兵の姿も見えるし、軍楽隊の姿もある。

　とりあえず、使える人間をかき集めた、というのがよくわかる集団だ。

　皇帝は、兵士達の前に進み出ると、声を張り上げた。

「諸君らは、私の指揮下に入り、私と共に、ここで、戦線を立て直す！　逃にげてくる兵を見たら、ここに私がいることを伝え、隊列を組めと伝えよ！

　叱しつ責せきしてはならぬ！　殴なぐることも許さぬ！　ただ、私が共にいることを伝えるのだ！

　武器を持っていなくてもよい！　隊列に加えるのだ！」

　皇帝は、そう言うと、回れ右をして、五百人の兵士の前に立った。

　最初にやってきたのは、十人ほどの兵士の群れだった。

　軍服は乱れ、制せい帽ぼうもかぶっていない。持っていたはずの武器は無く素す手でだ。

　整列した部隊を見て、足を止めた兵士たちに、皇帝が声を掛かけた。

「お前たちは、どこの部隊か？」

「第十二歩兵連隊……」

　グループのリーダーらしい若い兵士が、ふてくされたように答えたが、すぐに、目の前に立っている人物が誰なのか気がついたのだろう、目を見開くと、その場で直立不動になった。

　仲間が急に、背筋を伸のばしたのを見て、周りの仲間が怪け訝げんそうに、皇帝の顔を見た。

　そいつらも、目を見開き、固まった。

「第十二歩兵連隊に、後退命令は出ていない。だが、許す。お前らは、後ろに行って、隊列に加わるがよい」

　十人ほどの歩兵は、その場で敬礼した。

「了りよう解かいいたしました！　これより隊列に加わります！」

　歩兵たちは、全速力で駆けていくと隊列に加わった。

　その後も、似たような光景が続いた。

　兵士は、後から後からやってきて、整列している部隊を見て、我を取り戻し、皇帝の姿を見て、安あん堵どした。

　皇帝に声を掛けられ、感激し、隊列に加わる。それを繰くり返した帝国軍は、わずか十数分のうちに五千人近い兵士を、再編成し、その数はさらに増えていた。

　中には壊走ではなく、命令系統の混乱により、撤てつ収しゆうして来てしまった部隊もあり、そういった部隊は、作戦参謀がそのまま指揮系統に組み込んだ。

　皇帝は、自分の後ろに集まった兵士たちを見て、参謀に言った。

「よし、軍楽隊に太たい鼓こを叩かせろ。これよりこの兵士を率いて、前線に向かう」

「前線に向かうのでありますか？」

　参謀は驚いた。

　帝国軍三万のうち、五千人は、最初から攻こう撃げきに加わってはいない。補給に従事したり、モーントーン砦とりでなどの守備、そして予備隊などの任務についており実際に、戦線に出ているのは二万五千人だ。三万の軍隊というのはいわば公こう称しようである。

　その、二万五千の兵士のうち、五千人が戦線を放ほう棄きして逃げ散った。

　五分の一が無力化したわけである。

　では、残りの二万は戦力になるかといえば、それは怪あやしい。

　彼らの多くは、単に逃げなかった。そこから移動しなかった、というだけで、精神状態は逃げた兵士とさほど変わらない。戦意を喪そう失しつした兵士は、戦力では無いのだ。

　五人に一人が逃げ出した。という時点で、この戦いの趨すう勢せいは決まっている。戦意を喪失した兵士を戦場に貼はり付けていても、何の意味もない。投降されたら、戦力はさらに減ることになる。

　今、帝国軍がするべきことは、未いまだに前線に残っている部隊に撤収命令を出し、再編成することであり、それがセオリーなのだ。

　まさかこの状じよう況きよう下で、反撃に出るとは予想すらしていなかったのだ。

　あっけにとられる参謀を見て、皇こう帝ていはうなずいた。

「そうだ、崩くずれなかった兵は、今だ前線にとどまっている！　彼らにとって必要なのは援えん軍ぐんである！　戦意を喪失する前に、再び戦意に火をつけるのだ！　この援軍は、私が直接指揮する。私の姿こそが、彼らへの着火材である！」

「了解しました！」

　敬礼する参謀に、皇帝は付け足すように言った。

「……それと、従軍魔ま導どう師しを呼んでくれ。反撃を開始する前に、この兵士達に、伝えたいことがある」

「了解です」

　参謀はそう言うと去って行った。

　やがて、皇帝のもとに、従軍魔導師がやって来た。

　皇帝は、魔導師と言葉を交かわして、打ち合わせした後、五千人の兵士の前に進み出た。従軍魔導師が、すかさず拡声魔ま法ほうの呪じゆ文もんを唱える。

『忠勇なる帝国軍兵士諸君！　諸君らの多くは、衝しよう撃げきを受け、混乱し、どうしていいかわからぬままに持ち場を離はなれ、ここまでやってきた。

　それは、軍規に問えば、敵前逃とう亡ぼうであり、怯きよう懦だの謗そしりを受けても言い訳のできない行いである！

　だが、私は、そうは思わない。人とは弱い生き物である。兵士とは、訓練により、その弱い精神に鎧よろいを着せた人間に過ぎない。鎧が耐たえられないほどの衝撃を受ければ、誰もが崩れるだろう。かく言うこの私もそうだった！

　目の前で、陸上戦せん艦かんが破は壊かいされたとき、私は立っていられないほどの衝撃を受けたのだ！

　だが、私は崩れなかった、なぜか！

　それは、お前たちがいたからだ！　私には、お前たち、忠勇たる帝国軍の兵士がいる、たとえ陸上戦艦を失っても、私の手には、お前たち三万の帝国軍が残っていることに気がついたからだ！

　帝国は、陸上戦艦を失った。だが、負けたわけではない！

　たとえ陸上戦艦を失ったとしても、あれが作った突とつ破ぱ口こうは、まだそこにある！　我々の戦友は、まだ、あの防壁に取り付いて戦っているのだ！

　見えるか？　あそこに仲間がいる！　お前たちの仲間がいる！

　故郷を同じくし、同じ志の下で戦ってきた仲間がいるのだ！

　帝国の兵士を救うのは、帝国の兵士にしかできない！

　みずからの行いを恥はじることは無い。だが、己おのれに誇ほこりを取り戻もどしたいと願うなら、前線に戻り、そして勝利を摑つかもうではないか！

　勝利に勝まさる誇りは無い！　峡きよう谷こく砦とりでを落としたとき、諸君らの胸の中にある怯懦の烙らく印いんは消え、その代わりに英えい雄ゆうの印が飾かざられるであろう！

　いくぞ！　諸君！　前進だ！』

　さっきまで、敗残兵でしかなかった、五千人を超こえる兵士が、一いつ斉せいに叫さけんだ。

「うぉおおおおおお！」

「勝利を！　勝利を！　勝利を！」

「救え！　戦友を！　仲間を！」

　帝国軍兵士達の声が、峡きよう谷こくに響ひびき渡わたった。




　その頃ころ。峡谷砦を出しゆつ撃げきし、逃げ惑まどう帝てい国こく兵の中に突つっ込んで、蹴け散ちらし、戦線をパニックに陥おとしいれた立て役者である王立竜りゆう騎き兵へい隊と、クラフトの自転車部隊は、帝国軍の戦線を突とつ破ぱし、第一防ぼう壁へきのさらに下まで駆かけ下って来ていた。

　逃げていく帝国兵も多かったが、まだ、戦線に留とどまっている帝国兵もいた。だが、彼らは、目の前を通り過ぎていく王立竜騎兵たちや、クラフトの自転車部隊を見ても、一いつ切さい抵てい抗こうをしなかった。武器を持ち上げることもせずに、見送るだけなのだ。

　こっちを見ているのはいい方で、ほとんどの兵士は視線を逸そらし、見て見ない振ふりをする状態だった。

　──これは、行けるかもしれない。

　敵の前線司令部になだれこんで、暴れるだけ暴れてやる！

　運が良ければ帝国皇こう帝ていを生け捕どりにできるかもしれない。それができたら、この戦争は終わりだ……いや、戦争だけじゃない、帝国が終わりだろう。

　──面おも白しろくなってきやがった。

　先頭を走る王立竜騎兵のカルダモン大尉が、そんなことを考えて、にやり、と笑ったとき。

　声が聞こえたような気がした。

　走そう竜りゆうの背中にぴったり伏ふせて、竜を走らせていたカルダモン大尉は、思わず顔を上げて耳を澄すませた。

　騎手が身体からだを上げたのを知った走竜が、速度を落とすと、後に続いている竜騎兵たちも、それに続いて速度を緩ゆるめた。

　後からついて来た自転車部隊の指揮官のクラフトが、速度を落とした竜騎兵たちを追い抜ぬいてカルダモン大尉に近づいた。

「どうした？　なぜ、速度を落とす、敵の本ほん陣じんは目の前だぞ？」

「今の声、聞こえませんでしたか？」

「声？　いや？　なんせ自転車がガラガラとうるさいからな、聞こえなかったのかもしれん。どんな声だ？」

「何千という数の兵士が、声をそろえて、おーっ！　と叫ぶような声です」

　クラフトの指揮官は、怪訝な顔になった。

「何千という兵士の声だと？　確かに、わしらを前に逃げて行った帝国兵は、何千人もおるが、あの逃げ方を見る限り、再起させるのは難しいと思うがな……」

　カルダモン大尉はうなずいた。

「私もそう思います。しかし、もし、敵が逃にげ散った兵士を再び予備隊に加えて、再編成しているとしたら、我々の前に数千人の兵士が待ち構えていることになります。

　なんだかいやな予感がします……斥せつ候こうを出しましょう」

「うむ、それがいいかもしれんな。とは言え、こんな、目立つ道路の上で停とまっているわけにも行かんぞ。

　壊かい走そう状態になって、戦意を喪失しているとはいえ周りは敵ばかりだ。どこかに身を隠かくし、状況を見て、敵司令部に突とつ入にゆうするかどうかを決めよう」

　カルダモン大尉とクラフトの指揮官は、あたりを見回した。

　街かい道どうから少し離れたところに、下草の覆おおい茂しげっている林があった。広さはさほどでもないが、騎き兵へい隊と自転車部隊が全員隠れるくらいはできそうだ。

「あそこはどうです？」

　カルダモン大尉の指差す先を見たクラフトの指揮官はうなずいた。

「うむ、あそこなら隠れることができそうじゃ、あそこにしよう」

　カルダモン大尉は、部下の一人を呼んだ。

「ウニクス少しよう尉い！」

「はい！」

　若い男がやってきた。

「お前に斥候を命じる。我々はこれよりあの林の中で密行待機に移る。お前は竜を降りて、徒歩で敵の前線基地の見えるところまで接近し、状況を確かく認にんしろ、遠くからでも構わない、状況が確認できたらぐずぐずしないで、さっさと逃げて来い。わかったな？」

「了りよう解かいしました、状況を確認して、さっさと逃げてきます」

「よし、それでいい、危険を冒おかすだけが勇気じゃない。用心深さもまた勇気だ。行って来い！」

「了解しました、竜を頼たのみます」

　ウニクス少尉はそう言うと、走竜から降りて、敵の前線基地の方向に向けて小走りで走り出した。

　カルダモン大尉は部下を振り返って言った。

「これより右手の林の中に入り、密行待機に移行する。各自、目め隠かくしを用意、竜が暴れぬように細心の注意を払はらえ！」

「了解しました！」

　カルダモン大尉たちは、走竜から降りると、竜を連れて林の中に入った。

　クラフトたちも、持っていたロープで自転車の車輪を縛しばり、音が立たないようにしてそいつを担かつぎ上げて、林の中に入った。

　カルダモン大尉たち本隊と離れて、斥候に出たウニクス少尉は、道路を外れ、川沿いの茂みの中に入ると、そこから、前線基地が見えそうな場所に向かって移動を開始した。

　前線基地の場所は、腕うで木ぎ式信号機が教えてくれた。

　大きく曲がって流れ下っている小川に沿って歩いていくと、放ほう棄きされた農作業用の小屋があった。小屋と言っても屋根だけで、壁かべは無い。

　──あそこからなら、基地の全体が見えそうだけど……壁が無いんじゃ丸見えだな……でも、這はって行けば見えるかな？

　ウニクス少尉は、そんなことを考えながら地面にはいつくばった。

　そのままごそごそと匍ほ匐ふく前進を始め、十メートルほど進んで、小屋のそばに寄り、そこで起き上がろうとした、そのとき。

　ウニクス少尉はいきなり、足を引っ張られて、その場にうつ伏ぶせに倒たおれた。

「馬ば鹿か！　立つな！　見たところ王立竜騎兵のようだが……こんなところまで何しに来た！」

　振り返ると、そこに、偽ギリ装ース服ーツに身を包んだ王国軍の兵士がいた。

「王国軍か？」

「ああ、フィラメント少佐の部下だ。特とく殊しゆ任務でここに張り付いている。ここは屋根があるから、上空の監かん視しが届かん。壁が無いから警備兵も怪あやしまないからな」

「俺は王立竜騎兵連隊のウニクス少尉だ。帝国軍の陸上戦艦を破壊して、反はん撃げきに出た。帝国兵は総そう崩くずれになって、逃げ出したので、そのまま敵てき陣じん深く浸しん透とうして、後方撹かく乱らんをするためにここまで来たんだ。この先に帝国の前線司令部がある。そこに突っ込んで大暴れしてやろうと思ってな……」

　偽ギリ装ース服ーツを着た情報部の男は首を振った。

「やめたほうがいい、帝国軍は壊走した兵士たちを前線基地の前で再編成している。帝国皇こう帝ていみずからだ……逃げた兵士も、皇帝の姿を見て、やる気を出したらしい、五千人規模の戦力で、峡谷砦を目指して進しん撃げきを開始するつもりだ」

「本当ですか！」

　驚おどろくウニクス少尉に、情報部の士官は言った。

「これから、俺達が作戦行動を起こす、上手うまく行ったら、騎兵隊を呼んでくれ」

「作戦行動？」

「正確には、俺じゃない、彼女がやってのけるんだがな……」

　情報部員の士官が指さした先には……ライナがいた。




　皇帝の言葉を聞き、盛り上がった五千人の兵士が、拳こぶしを突き上げ、口々に叫ぶ光景を見た翔馬は、足元が崩くずれていくような感覚を味わっていた。

　──これが皇帝の力だ。

　皇帝は、逃げてきた兵士を、ここで支え、規律を取り戻させてしまった。

　帝国軍の崩ほう壊かいは食い止められ、戦線は膠こう着ちやくするだろう。

　戦いは終わらない。

　俺のサーマルガンは、帝国軍を支えている柱の一本をへし折った。帝国軍はぐらつき、倒れかけた。でも、もう一本の柱……皇帝という名前の柱がそれを支えてしまった。

　この後、休戦に持ち込めればいいが、持ち込めなかったら、王国の危機は継けい続ぞくする。

　くそ……やっぱり、こういう結果になったか……。

　もうダメだ。

　俺は……負ける。王国は終わりだ……。

　翔馬の膝ひざから、力が抜けた。

　身体を支えられなくなった翔馬が、下を向き、その場に両膝をついた……そのとき。

　翔馬の目の前を、何かが通り過ぎた。

　それは、黒い、小さな生き物だった。

　──え？

　翔馬は目を見開いた。

　──ネズミ？　なんで……ネズミが……。

　翔馬の目の前を、さらに、もう一いつ匹ぴきのネズミが通り過ぎた。

　翔馬は顔を上げた。

　目の前の地面が波打っていた。よく見ると、それは地面ではなく、地を這うように走るおびただしい数のネズミの群れだった。

　真っ黒な帯となった、何百、何千という数のネズミが、どこからか一いつ斉せいに走り出て来ていたのだ。

　ネズミは、警備兵と参さん謀ぼうの足元を通り抜け、皇帝めがけて走り寄って行った。

「皇帝陛下！」

「お逃げ下さい！」

　駆け寄ろうとした警備兵と参謀の足からネズミたちがよじ登り、一斉に嚙かみ付いた。

「うぎゃあああ！」

「た、助けてくれ！」

　ネズミにたかられて、その場に倒れた警備兵と参謀の姿を見た皇帝は、身を翻ひるがえして逃げようとしたが、ネズミの方が速かった。
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　あっという間に足から身体によじ登られた皇帝は、必死に手を振ふり回し、顔のところに這い登ってくるネズミを振り払おうとしたが、とても振り払える数では無い。

　あっけにとられてその光景を見ていた翔馬は、目を見開いた。

　──ライナさんだ！　これは、ライナさんの仕し業わざなんだ！

　翔馬は叫さけんだ。

「殺さないで！　皇帝も、警備兵も殺しちゃダメだ！　傷つけるのもやめて！　頼む！　ライナさん！　聞こえているなら、ミョルに伝えて！」

　その声が響ひびき渡わたると、一匹のネズミが翔馬の身体を駆かけ登り、頭の上でチチチ、チチ、と鳴いた。

　警備兵と参謀、そして皇帝の身体にたかっていたネズミが一斉に離はなれた。

　ネズミに齧かじられたのだろう、鼻の頭や耳たぶから血を流し、ボロボロの姿となった皇帝は、肩かたで息いきをしながら、翔馬をにらみつけた。

「これも……お前の仕業か……悪あく魔まめ……」

「俺の仕業というか、俺の立てた作戦じゃない。でも、このネズミたちは俺の言うことを聞く……俺が襲おそえ、と言えばあなたに飛び掛かかり、その歯で、皮ひ膚ふを食いちぎり、目や耳を潰つぶすだろう。さあ、参謀に言え、手を出すな、と！」

　皇帝はしばらく無言のまま翔馬をにらみつけていたが、やがて、がっくりと肩を落とした。

「わかった……お前の言うとおりにしよう」

　皇帝は顔を上げて、参謀たちに向かって言った。

「お前らは手を出すな！　この男は、このネズミを自由に扱あつかえる……私のことは心配するな。この男は馬鹿なことはしない……お前たちが動かなければ、私は安全だ……」

　参謀たちは、歯は嚙がみをしながら、それぞれにうなずいた。

　それを見ていた皇帝は、翔馬を見て言った。

「お前の言うとおりにしたぞ……次はなにをすればいい」

「休戦だ。撤てつ退たい命令を出して、騎兵を軍使に仕立てて、峡きよう谷こく砦とりでに向かわせ、一時休戦を申し入れてくれ」

「わかった……休戦だな。それだけではあるまい？　他ほかには何が望みだ！」

　翔馬は、少し考えた後で、言った。

「休戦が決まったら、あなたを王国に招待したい。王宮で、アニス女王と、話をして欲しい」

「私を人ひと質じちにするのか？」

「いや、違ちがう。国こく賓ひんとして招きたい。戦争じゃない方法で、併へい合ごうとか侵しん略りやくとかそんな物ぶつ騒そうじゃ無い方法で、国と国が話し合いできる仕組みを作りたいんだ。

　俺達の世界で言うところのウィーン会議みたいなことができる仕組みをね……」

「そんなものを作ったところで、機能するとは思えんな。国家と国家はしょせん利害でしか無いのだ。強い国家が、弱い国家を食い物にする構造を、どうにかできるとは思えんな……」

　翔馬はうなずいた。

「うん、そうだと思う、その構造は、あなたのいた時代から二百年過ぎた俺の時代でもさほど変わってない。でもね、ひとつの国家だけがやりたい放題の今の状態よりは、平和になるんじゃないかと思うんだ。

　俺は、あの陸上戦せん艦かんを破は壊かいした大たい砲ほうの原理を、周辺各国に伝えるつもりだ。

　そうなれば、帝てい国こくの優位はもはや続かない。

　帝国は確かに強大だ、しかし、帝国以外の国家すべてを敵に回せるほどの国力は無いはずだ。

　帝国は、武力による収しゆう奪だつではなく、交易による国力の充じゆう実じつを図はかるべきだと思うんです……そうは思いませんか？」

「く……」

　皇帝は、悔くやしそうに下を向いた後で、顔を上げると、参謀たちに向かって言った。

「撤てつ収しゆう命令を出せ！　作戦は中止！　休戦の使者を立てろ！　部隊は現在の位置で待機！」

　参謀の一人が、悲しそうな顔でうなずくと、指揮車に向かって走って行った。

　やがて、カタカタと音を立てて腕木式信号機が動き始めると、峡谷砦の方から、戦せん闘とう中止を告げるラッパの音が聞こえて来た。

　皇帝は、大きく息を吐はくと、翔馬に言った。

「座っていいか？　休戦の使者が帰ってくるまで、私は動けんのだろう？」

「ええ、構いません。ネズミの包囲も、少し下げましょうか？」

「できれば……頼たのむ。その……ちょっと臭においがひどいのでな……」

「わかりました。ミョル、皇帝が座りたいそうだ、皇帝から半径一メートルくらいを空けてあげてくれないか？」

　翔馬がそう言うと、翔馬の頭の上に乗っていたミョルがチチ、チチチ、チチ。と鳴いた。

　皇帝の足元まで迫せまっていたネズミの群れが、さーっと開いて、周囲一メートルまで下がった。

「なるほど、よく訓練されているものだ……」

　皇帝は、感心したようにつぶやくと、その場に腰こしを下ろし、あぐらをかいた。

「とんでもない伏ふく兵へいがいたものだな……」

　翔馬は笑った。

「ええ、俺も知らないほどの伏兵ですから。でも、頼たよりになりますよ。もし、休戦が成立しないで、このまま戦いが続いていたら、このネズミたちは、帝国軍の食しよく糧りようを襲ったでしょう。もしかしたら、帝国領内に送り込んで、帝国の食糧を狙ねらったかもしれません。補給路を断たつよりも、供給源を断った方が効果的ですから……そうは思いませんか？」

　皇帝は、ぎょっとしたような顔になった。

「そいつは……勘かん弁べんして欲しいな……」

「俺は、戦い方ってのは、一つじゃないと考えています。戦争ってのは結局のところ、もういやだ、もう続けられない。と思った方が負けで、そう思わせた方が勝ちです。

　そのためには、ありとあらゆる方法を使うべきで、武器や装備だけが兵器じゃないと思っています。

　あの国に手を出したら、痛い目を見そうだ、と思わせれば、誰だれも手を出してきません。皇こう帝てい陛下も、こんなことになると思っていたら、アンゼリカ王国を攻せめましたか？」

　皇帝は首を振った。

「いや、思わんだろう。もし、攻め込むとしたら三万の兵力のうち、五千は人ではなく、猫ねこにしたかも知れんな、二万五千の兵と五千匹びきの猫だ」

　翔馬は笑った。

「なるほど、この手はもう使えないってことですね」

　皇帝は苦笑いを浮うかべた。

「安心しろ、お前がいる限り、誰もこの国に攻め込むことはあるまい。アンゼリカ王国の最大の兵器は、あの性しよう悪わる魔ま女じよと、お前だ……」

　皇帝は、そう言うと、がっくりと肩を落とした。

　白い旗を立てた王立竜りゆう騎き兵へいたちと、クラフトの自転車部隊が、前線基地の入り口に姿を現したのは、そのときだった。
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　峡谷砦の戦いが終わって、三日が過ぎていた。

　アンゼリカ王国の王宮では、帝てい国こく皇帝を王国の国賓として招いた、晩ばん餐さん会が開かれていた。

　帝国側の主席者は、皇帝と、そして帝国軍の将官たち。ホスト側である王国は、アニス女王以下の王国の重じゆう鎮ちんである。

　晩餐会は終始和なごやかな雰ふん囲い気きで行われた。

　談笑するアニス女王と皇帝を見て、翔しよう馬まはためいきをついた。

　そのためいきを聞きつけたのだろう、イブニングドレスを着て隣となりに座っていた瀬せ里り奈なが小声で聞いた。

「何、ため息ついてるのよ……」

　翔馬はアニス女王と皇帝を指差した。

「あの二人さ……」

「平和そうでいいじゃない」

「確かに平和そうだけどさ……あの二人、つい四日前までは戦争してたんだぜ？　よく、そんな風に割り切れるなあ……と思ってさ。

　俺なんかにはとうてい無理だ」

　瀬里奈は意外そうな顔になった。

「なんで？　翔馬って、論理的で合理的で、もっとすっぱり割り切れる人間だと思ってたけど？」

　翔馬は考え込んだ。

「なんでかなあ？　合理的でありたい、論理的でありたい、と常に思っているってのは、実はそうじゃないから、なのかもしれないな。

　本当の俺は、感情的で、涙なみだもろくて、もっと執しゆう念ねん深いのかもしれない。それを否定したくて否定したくて、そうならないように努力している……それが俺の本当の姿なのかもしれない」

「ふうん……そうなんだ……私と同じなのかもしれないね」

「え？」

　瀬里奈は、しばらく黙だまっていたが、何か思いついたのだろう、持っていたナイフとフォークをテーブルに置いて、両りよう肩かたの上のほうだけを出しているイブニングドレスの右側をすっと下にずらした。

　白い右みぎ肩かたが、殻からをむいたばかりのゆで卵のように、つるんとむき出しになった。

「あ、おい、何やってるんだ！　こんなところで！　恥はずかしいじゃないか！」

　瀬里奈は表情も変えずに、周りにいるイブニングドレス姿の女性たちを指差した。

「何よ、これくらい。見てよミルチもライナも、ジーラも、みんな私なんかよりも肌はだの露ろ出しゆつが多いじゃない。両肩丸出しで、両手もひじまで。そこから先はレースの手て袋ぶくろしてるわ。袖そでつきのドレスなんか着ているのは私だけよ？」

　翔馬は言葉に詰つまった。

「そりゃあ、その……あれだよ、お前には、似合わないからさ……お前はそっちのドレスの方が似合ってる……」

　瀬里奈はその言葉をさえぎった。

「噓うそよ……」

「噓じゃない！」

　瀬里奈は、むき出しにした右肩を翔馬の前に突つき出した。
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「翔馬はこれを気にしてるんでしょ？　ファンデーションで隠かくしてる、この……私の肩かたの傷……」

　翔馬は黙り込んだ。

　その翔馬の顔を見て、瀬里奈は静かに言った。

「この傷が、イヤじゃないって言ったら、ウソになる。

　向こうの世界にいた頃ころ、この傷きず痕あとが、イヤでイヤで仕方なかった。プールの授業なんかなくなっちゃえって思ってた。肩の出る服なんか着たくも無かった。でも、面おも白しろいよね。こっちの世界に飛んでから、私、ずっと肩が出る服ばかり着ていたの。

　あんなにイヤで仕方なかった傷あとが、翔馬との思い出、翔馬と私との繫つながりみたいに思えてきたの。

　否定する心は、それを思う心の裏返しだって聞いて。そんなことを思ったのよ……」

　そして、瀬里奈は、翔馬を見て笑った。

「だから、もう、気にしなくていいのよ、翔馬。私はこの傷が好き。この傷が残してくれた思い出が好き。もう、私に負い目を感じることなんか無いのよ」

「許してくれるのか？」

「馬ば鹿かね……」

　瀬里奈は微笑ほほえんだ。

「とっくに許してるわよ！　翔馬をこの世界に呼んだってことは、そういうこと……」

　翔馬は、再び大きく息を吐いた。

「今度は何のためいきなの？」

「なんだろうな？　上手うまく言えないけど……なんだか新しい道が開けた。そんな感じがしたんだ。負い目が消えるってのは、こういうことなんだな……」

　瀬里奈と翔馬の会話に聞き耳を立てていたミルチが、翔馬の右袖を引っ張った。

「なんだよ……」

「瀬里奈に負い目が無くなったってことは、ショーマはフリーってことだよネ？」

「ミルチ！　あんたねえ……」

　声を上げそうになった瀬里奈の左袖を、ライナが引っ張った。

「瀬里奈様、今こ宵よいは、アニス女王様御ご臨りん席せきの公式晩餐会です、お静かに」

　瀬里奈は言葉を飲み込んで、ミルチと翔馬をにらんだ。

「……なんで俺も一いつ緒しよに、にらむんだよ」

「鼻の下伸ばしてるからよ……」

　翔馬は、もう一度ため息をついた。

　瀬里奈ににらまれながら食べた料理の味を、翔馬はほとんど覚えていなかった。




　公式の晩餐会の後、瀬里奈と翔馬は、アニス女王の、非公式のお茶会に呼ばれた。

「非公式のお茶会ってことは、そんなに堅かた苦くるしくないってことだよな？」

　大礼服から、普ふ通つうの服に着き替がえた翔馬がライナに聞くと、ライナは困ったように首をかしげた。

「普ふ段だんのお茶会は、そういうものです。しかし、公式の晩餐会の後に行われる非公式のお茶会は、外国の要人などと、込み入った話をする場合もあります。

　その場合は、公式に準ずるものとして扱あつかわれますので、あまり不ぶ躾しつけな振ふる舞まいをするわけには参りません」

「うひゃ、そういうの苦手だなあ……」

「でも、まあ、瀬里奈様と一緒に呼ばれた、ということは、女王様も覚かく悟ごの上でしょうから、さほど心配は要いらないかと思われます」

「ちょっとライナ！　覚悟の上って何よ！　覚悟の上って！」

「そういう態度のことですわ」

　ライナは澄すました顔でさらりと言い返した。




　女王の私室を訪おとずれた翔馬たちを出で迎むかえたのは、アニス女王と、そして、帝国皇帝だった。

　驚おどろく翔馬たちを見て、アニス女王は笑いながら言った。

「皇帝陛下とはぜひ一度お話ししてみたかったのです。異世界からいらした方は、みんなこの世界の人と違ちがって、新しん鮮せんな価値観と、概がい念ねんをお持ちです。

　示し唆さに満ちていて、王国を運営していくときに、とても参考になりますわ」

　翔馬は、皇帝の顔と女王の顔を見比べながら言った。

「もしかして……王国も帝てい国こく主義になるおつもりじゃないでしょうね？」

　アニス女王は笑った。

「ほほほほ、ご安心なさい。帝国主義を選んだ国がどうなったか、それはショーマ殿の頭の中からとっくに教わっております。その轍てつは踏ふみません」

　翔馬は、ほっとため息をついた。

「ああ良かった。皇帝陛下が、陸上戦せん艦かんを手に入れて、これがあれば行ける！　と思ったみたいに、アニス女王様も、サーマルガンを手に入れて、これがあれば行ける！　と思ってしまったのかと……」

　翔馬の言葉を聞いたアニス女王は、悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべて答えた。

「それも面白いですわね……手始めにユーロディエル帝国とかを攻めるのはどうかしら？　ショーマ殿が総司令官で……」

「お断りします！」

「お断りですな！」

　翔馬の返事と皇こう帝ていの返事が、綺き麗れいなユニゾンを描かいた。

「気が合いますこと……」

　翔馬と皇帝は互たがいの顔を見合わせて、思わず笑った。

　アニス女王は、翔馬と瀬里奈を見て言った。

「ここにお呼びした理由は、こちらの皇帝陛下のお願いを伝えるためです……」

「お願い……ですか？」

「そうよ、あなた方、国こく賓ひんとして帝国に行く気はありません？」

「はあ？」

　翔馬と瀬里奈は目を丸くした。




　その日の夜よる遅おそく、王宮の屋上で、翔馬は瀬里奈と並んで、星空を見ていた。

「なんかさあ、星空って、どこもあんまり変わんないね」

「似たような並行世界だからなんだろうな……皇帝のいた世界なんか、俺達の世界の十九世紀とほとんど変わんないみたいだし……」

　瀬里奈は翔馬の横顔を見てつぶやいた。

「翔馬が、帝国に亡命を申し込んだって聞いたとき、まさか！　って思ったけど、心のそこで不安だったんだ……もしかしたら、本気で皇帝の子分になって、世界征せい服ふくに乗り出すんじゃないかって……ほら、世界征服とセーラー服は男のロマンだ！　って言うじゃない」

「なんだそりゃ？　まあ、心が動かなかったと言ったらウソになるかな……正直に言うと、皇帝に『お前に世界の半分をやっても良い』と言われたとき、一いつ瞬しゆんマジで心が動いた。ファンタジーゲームの究極の選せん択たくをそのまんま聞くとは思わなかったよ……」

「なんで、はい、って言わなかったの？」

「なに、簡単なことさ、そういうとき『はい』を選ぶと、ろくなことにならないってのを、経験で知っていたからさ」

「ゲームも、ちゃんと、ためになるのね」

「違いない……」

　翔馬と瀬里奈はそう言うと小さく笑った。

　二人は、そのまま黙って夜空を眺ながめていたが、やがて、翔馬がぽつりと言った。

「なあ、瀬里奈……お前、帰りたいって思ったことあるか？」

「帰りたいって……もとの世界に？」

「そう、平成の日本に」

　瀬里奈は考え込んだ。

「うーん、どうかなあ……いつかは帰りたい、って思うけど今はまだいいかな？　翔馬は？」

　翔馬は小さくうなずいた。

「俺も、今はまだ、いいかな、と思ってる。俺たちってさ……本来はいない人間だよな？　この世界に。でも、この世界に呼ばれたってことは、きっと、この世界でやることがあるからなんだよ、きっと。

　この世界がうまく回っていくために、何かを変えなくちゃいけなくて、俺も皇帝も、そのために召しよう喚かんされたんだよ、きっと」

「何かを変える？」

　怪け訝げんな顔をする瀬里奈を見て、翔馬はうなずいた。

「そう、何かを変える。

　世界を変える、なんて、一いつ介かいの個人にできるわけない、と、ずっと俺は思ってた。

　……でも、違うんだよな。

　誰だれかが変えたんだよ、俺の世界も。

　もしかしたら、俺達が生きていたあの世界は、もっと、どうしようもない世界になっていたかもしれないし、もしかしたら人類は滅めつ亡ぼうしていたかもしれない。

　でも、そういうときに、動いたヤツがいるんだ。歴史に名前が残っていなくても、誰かが動いたんだ、これじゃいけない、なんとかしなくちゃ！　って……。

　その誰かに、俺がなれるなら、それも、悪くは無いような気がするんだ……」

　瀬里奈は黙だまったまま考えていたが、やがて、ぽつり、と言った。

「うん、わかった……じゃあ、そうなってから、帰ろう」

「帰ろうって……帰れるのか？」

　驚く翔馬を見て、瀬里奈は笑った。

「あたりまえじゃない。だって、私、自分で来たんだよ？　この世界に。

　来たんだから、いつでも帰れるに決まってるじゃない」

　いとも簡単に言ってのけた瀬里奈の顔を見て、翔馬は、いつかどこかで読んだ本に書いてあった言葉を思い出していた。




　家を出た猫ねこが、いつ帰るのかそれは猫が決めること。

　それを決めることは、他ほかの誰にもできやしないのだ。








おわり。









　あとがき




　お久しぶりです、鷹たか見み一かず幸ゆきです。

『召喚主マスターは家ストレ出イ・キ猫ヤツト　④英雄と皇帝のファイナルゲーム』いかがでしたでしょうか？

　けた外れの魔ま力りよくの持ち主、水みず沢さわ瀬せ里り奈なに召しよう喚かんされてアンゼリカ王国のために、ユーロディエル帝てい国こくとの戦争に駆かり出された平成時代の日本の高校生、山やま吹ぶき翔しよう馬まの戦いは、とりあえず終わりました。




　この物語の世界では、鉄は魔ま法ほうを阻そ害がいするものとして忌いみ嫌きらわれたため、採さい掘くつも加工もされない希少な金属として登場し、鉄に代わり、文明を支える金属として「ミスリル」と呼ばれる金属を登場させています。

　このミスリルという金属が最初に物語に登場したのは、ファンタジーの名作『指輪物語』の中です。

『指輪物語』の著作者であるＪ・Ｒ・Ｒ・トールキン氏は、その著作の中で、ミスリルを「銅のように打ち延ばせ、ガラスのように磨みがけ、黒ずみ曇くもることがない、銀のような美しさを持つ灰色の金属」として描えがきました。

『指輪物語』の世界に登場した、この「ミスリル」は、実に魅み力りよく的なイメージを持っていました。金や銀などの既き存ぞんの貴金属には無い、魔法の属性を帯びた金属のイメージとして最適だったのです。そのため、それ以降に描かれたファンタジーやゲームなどにも、そのままの名めい称しようで登場し、ある意味で「魔法金属」の代名詞になりました。

　ミスリルと同じように物語に登場する架か空くう金属としては「オリハルコン」「アダマンタイト」「ヒヒイロカネ」など、様々なものがありますが、ミスリルのように、広く人々に知られ、数多くのコンテンツで使われた架空金属はありません。

　トールキン氏が『指輪物語』を書くまで、人類の歴史に「ミスリル」という言葉はありませんでした。

　言わば、トールキン氏は『指輪物語』という物語で、現実世界を変えたのかもしれません。




　さて、今回の四巻で、ついに帝国軍の総攻こう撃げきが始まり、王国軍が守る峡きよう谷こく砦とりでは、陸上を走る蒸気機関車、帝国軍が言うところの「陸上戦せん艦かん」の攻撃を受けることになります。

　こういった戦いを「攻こう防ぼう戦せん」と言いますが、物語として描くときも「攻せめる側」と「守る側」どちらかの視点に固定して描く場合と、両方の視点から描く場合があります。

　物語の主題がキャラクターに置かれ、カメラが常にキャラクターを追いかけている場合は、当然、物語はそのキャラクターの側から見た視点で描かれます。

　そして物語の主題が、攻防戦の展開に置かれた場合は、カメラは双そう方ほうを平等に映すことになります。

　攻防戦の展開をいかに面おも白しろく書くか。それを考えた場合、やはり、その状じよう況きようを両方から見た視点で描くのが、一番面白く書けるのではないかと思うのです。この四巻の主役は「攻防戦」そのものなのかもしれません。




　さて、この『召喚主マスターは家ストレ出イ・キ猫ヤツト』シリーズは、この四巻で終わります。

　十九世紀イギリスの蒸気機関による産業革命を持ち込んだ皇帝によって、大きく変へん貌ぼうしたこの魔法世界は、平成の日本からやってきた翔馬の知識によって、さらなる変貌を遂とげていくことになります。

　魔法とテクノロジーが融ゆう合ごうした、この「家出猫」世界は、この後、魔法テクノロジーがさらなる発達を遂げ、精せい霊れい界からのエネルギー供給による魔ま動どうエンジンの開発、そして、ワープ航法の発達まで進むのですが、そのあたりの物語は、いずれどこかで書く機会があれば、書いてみたいと思っております。




　最後になりましたが、この『召喚主マスターは家ストレ出イ・キ猫ヤツト』シリーズのキャラクターに、見事なビジュアルを与あたえて戴いただいたイラストレイターの「唯ゆい」さんにはお礼の言葉しかありません。

　私は物語を書くときに、ほとんどキャラクターの外見をイメージしません。頭の中に漠ばく然ぜんとしたイメージを形成するだけで、そのビジュアルは常に不定形です。

　イラストレイターさんのお描かきになった絵を見て、初めてキャラクターのイメージが確立します。

　そういう意味でイラストレイターさんも創作者であり、物語世界の構築者であると私は思います。

　四巻にわたる素す晴ばらしいイラストは、私の創作への活力でもありました、本当にありがとうございました。

　最後に、最初にこの物語を担当してくれた、角川書店の上うえ野の氏と、人事異動で新しく担当になった笹ささ尾お氏に、心からの感謝を述べて、あとがきを終わりたいと思います。




（締しめ切きりギリギリまで書けずに、迷めい惑わくかけてばかりいる）鷹見一幸
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